

































ぼくは人間嫌いのままでいい。剣ちゃん盾ちゃんに助けられて異世界無双
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Ａｃｔ１　転生して人生リスタートですが、やっぱり引きニートやってます




step.0　転生したんですが






　ぼくは人間が嫌いだ。正確にいうと他人が嫌いだ。

　もっと正確にいうと「嫌い」というのとも、すこし違うのかもしれないけれど、人といると、ぼくはかならず傷つくことになってしまう。

　だから人を避けていた。

　そうして引きこもりを続けていた。

　そして引きこもりをずっと続けていて……。

　どのくらい続けていたのかは、いまちょっと思い出せないのだけれど。

　あと、引きこもりを続けていて、そしてどうなったのかも、なぜか思い出せないのだけど。

　どうしてか、ぼくは〝ここ〟にいた。

　ぼくを〝ぼく〟と考える主体が、ここにいることを、ぼくは知っているので、〝ぼく〟がいるということで間違いないはず。……そのはず。

　いまぼくがいるのは──。

　なにも見えない。なにも聞こえない。真っ暗な空間だった。時間の感覚もわからないし、なにもできないし、することもないので、じーっと待っていると……。

　やがて柔らかく暖かな光が、ぼくに近づいてきた。

《はい。起きてます？　起きてますね？》

　光の塊は、震えながらそう言った。声じゃなくて、直接、心に響いてくるものだったけど、その光がそう言っているのは、ぼくにはわかった。

　ぼくはその光の正体を、よく見ようと──。

《ああ。無理にイメージを見ようとしないほうがいいですよー。高次の存在であるわたしたちは～、三次元の方々には、刺激がちょお～っと強すぎますから。意識が焼き切れちゃいますので》

　──するのをやめた。

　まあ、なにはともあれ──よかった。

　とりあえず〝人〟じゃないみたい。人は嫌い、あるいは苦手だ。でも人でないなら、平気だ。

《ところで、きこえてますかー？　意識は、はっきりしてますかー？》




　→はい




　ぼくは返事を返した。なんでか、「はい」と「いいえ」しか答えられないようだった。

《はい。聞こえてますねー。それじゃあ。手続きにはいりまーす。あー、申し遅れましたー。今回の転生手続きはー、わたくし、一級管理女神エルマリアが承りまーす》

　転生？　女神？

　なんだっけ。そういう話。見たか聞いたか、したことある気が……。

　ええと、たしか……。死ぬと転生するんだったっけ？

　え？　てゆうことは、ぼく、死んだのだろうか？

《貴方あなた。助けようとして、道路に飛び出しちゃったんですよー》

　え？　ぼくが人を助ける？　そんなはずは──。

《それで馬車に轢ひかれましてー、ぐっちゃりとー》

　ぐっちゃりと、ですか。そうですか。

《でもご安心ください。貴方が助けようとした樽たるは無事でした》

　樽ですか。

　あはははは……。

　まあ……、ぼくらしいといえばぼくらしいんだけど。

　人を助けて馬車に轢かれたとかいうなら、とても信じられないけど。〝樽〟を助けようとして轢かれたとかいうなら、あるかもしんない──と、信じられてしまう。




　→はい




　納得しました。──という印に、ぼくはそう答えておいた。

《おや？　落ち着いてますねー？　ここに来た人は、たいてい、ショック受けたり現実否定したり、大騒ぎするんですけどー？》

　ええまあ。早く人生終わってくれないかな。──ぐらいにいつも考えていましたから。最後、樽が無事でよかったです。ぼくなんかも、すこしは役に立てたかと。

《ええ。樽さんはいまも葡ぶ萄どう酒しゆ一杯で、陽気なヨッパライさんを量産してまーす》

　ならよかった。

　よくわからないけど。よかったと思う。

　陽気なヨッパライさんというのがどういうものか、ぼくは知らないし。

　そういう輪のなかに入ったことは一度もなかったけど。

　ちょっと心のどこかに「しくっ」と染みるような感じがあったが、もうぼくにとっては永久に関係のない事項となったので、平気だった。

《さて。転生手続きなんですけど》




　→いいえ




《え？　なんですか？　転生なんてしたくない？　このまま消えたい？》




　→はい




《いえいえ。それはだめです。規定で決まっていますので。転生輪りん廻ねは決まり事です。すべての命ある物は生まれ変わりを繰り返しながら、魂の研けん鑽さんをしてゆくものなんです》

　そうなんだ。死んだら終わりかと思ってた。

　死んでも終わりにならなくて、まだ続きがあるなんて知らなかった。

　しかも話を聞いていると、リスタートしてやり直しになるっぽい？

　あれ？　やり直すっていうなら──、人間以外にも転生できるのかな？

《ええと、それで貴方の場合にはー、いいことも、わるいことも、なんにもしてきていませんからー、プラマイゼロでぇー、次もおんなじ人間さんですねー》

　なんだ。ぼくは、がっかりした。

　人間以外に転生するんだったら、アリかなー、なんて考えていた。

　べつにモンスターとかでなくても。単なる動物でも。虫とかだっていいし。

　植物なんて、光合成できるのが、ほんと素敵だし。

　いいなぁ。植物。




　→はい
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《なにも聞いてませんよー。そんなに人間いやですか？》




　→はい




《でも決まりですから。人間。もういっぺんやりましょうねー》




　→いいえ




《そんなこと言わずにー。そうそう。こんどの人生が生きやすいように、チートつけてあげますから、チート♪　人間さん。チートお好きですよねー。チートで無双？　とかいうの？　流は行やってますよねー。最近はなにも説明していないうちから、即死チートよこせー、とかー。魔力無限がいいっ！　とかー。鑑定スキル最高！　とかー。ドロップ運最強チートくれー、とか。成長率チートくれー、とかー。色々言ってこられますんでー》




　→いいえ




《え？　わからない、ですか？　──ああ。そうでした。そうでした。貴方の場合はあっちからこっち、ではなくて、こっちからこっちへの転生でしたっけー。最近、ルールが変わっちゃってー。あっちからこっちだと、不遇になっちゃうんですよー。だめみたいなんですよー。……ええ？　これもわからない？　まあわからなくていいですよー。こっちのことですのでー。運営に対するちょっとした一転生管理神による単なる愚痴ですんでー。……それではわかるように言いますと、生まれ変わるにあたって、特別な能力を一つ、授けることができます。なんでも──っていうわけにはいかなくて、あんまりズルいのは魂を曇らせちゃうのでよくありませんので、ほどほどにしてもらっていますけど。──でも、だいたいなんでも受理されますから、試しに言ってみるのはどうでしょうかー？　ほら。勇気を出してー》




　→いいえ




《え？　なんにもない？》




　→はい




《そんなこと言わないでー。ほら。次の人生も、きちんと生きていきましょうよー。貴方の助けた樽さんも、貴方に感謝してますよー。って話はできませんねー。人間さんは》




　→はい　→いいえ　→はい　→いいえ　→はい　→いいえ




《え？　なになに？　なんですか？　はい？　ふむふむ？　……〝物アイテム〟と会話できるようになりたい、ですか？》




　→はい　→はい　→はい　→はい　→はい　→はい　→はい




《はい。わかってますよー。はい、は、一回で充分ですよー》




　→はい




《はい。落ち着きましたねー。それではー。「〝物アイテム〟と話せる」チートを持って、転生しましょうー♪　またあとでー、しばらく経たちましてー、寿命が尽きましたらー、またお会いしましょうー♪　それではー。わたくし、一級管理女神エルマリアが承りましたー》

　そうして、ぼくは──転生した。
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step.1　人間ギライなぼくの、酒さか[image: ]だるとの生活






《ほら。ぼうや。起きなさいよ。もう昼だよ》

「うーん……。オバちゃん。もうすこし……」

　オバちゃんのいい感じに曲線を描いているグラマラスな体に、ぎゅーっとしがみつきながら、ぼくはそう言った。

　部屋には毛布が一枚。あとはオバちゃん。

　それだけだった。でもそれだけでよかった。

　この狭くて小さな部屋が、ぼくの住処すみかだった。昔は廃倉庫の片隅なんかに、オバちゃんと一緒に隠れ住んでいたものだが、しょっちゅう追い出されるし、ネズミは出るし、オバちゃんを囓かじるし。他の家なしの人たちは、ぼくらの物を隙すきあらば盗もうとするし。

《ほら。はやく今日の分の葡萄酒を私から搾っておくれよ。そしたら酒場に納めに行っといで。ほら。はやくする》

　オバちゃんが言う。

「わかったよ。オバちゃん」

　横についてるコックを捻ひねって、葡萄酒を革の水袋に注ぐ。

　ちなみにオバちゃんは──〝樽〟である。自分では動くことができないから、ぜんぶぼくがやる。

　オバちゃんの葡萄酒は一日経つと、また溜たまる。

　オバちゃんと再会したのは、もう何年も前のことだった。とある店の前にうち捨てられていた樽が、ぼくに話しかけてきたのだ。

　ぼくは「〝物アイテム〟と話せる力」を持っているけれど、はっきりとした自我を持つ〝物アイテム〟というのは、結構少ない。

　たとえば路傍の石ころなんかに話しかけると、「なーにー？」とか、返事自体は返ってくるんだけど、〝自我〟というものはひどく薄くて……。ろくに会話が成立しない。

　年数を経て、使い込まれた〝物アイテム〟だと、だいぶ意識もはっきりしているみたいで、会話も成立するんだけど。

　だけどオバちゃんみたいにハッキリした声で、しかも向こうから話しかけられたのは、ぼくも、はじめての経験だった。

《あんた！　あんたなんだろ！　私を助けてくれたのは、ぜったいにあんただ！　間違いないよ！　ほら覚えてないかい！　あんたが助けてくれたこのグラマラスなボディを！》

　と、ものすごくハッキリした声で騒いでいたのが──その〝樽〟だった。

　なんと。その樽は──。

　ぼくが前世で死ぬことになった、そのきっかけとなった樽なのだった。

　もとと同じ世界に生まれ変わっていたことは気がついていたけど、街も大陸も違うのに、なぜあの樽があったのか。

　あとから聞いた話では、船に乗せられて運ばれてきたらしい。まあ酒樽だし。違う大陸に運ばれることもあるかもしれない。

　まあともかく──。中身も空っぽなその樽を、ぼくはもらい受けた。放っておいたら、オバちゃんはそのまま雨風に晒さらされて朽ちてゆくだけだったし。

　そのとき持っていた僅わずかな所持金は、すべて失うことになってしまったが……。そのあとで、すぐに取り返せてしまった。

　なんとオバちゃんは魔法の樽だった。

　毎日、葡萄酒が少しずつ溜まってゆくのだ。

　オバちゃんは、もともとは普通の樽だったそうだが、ぼくが命がけで助けたあとで自我に目覚め──ぼくと再会したことで、なんかまた、〝物アイテム〟としてのステージを一段階上がってしまったらしい。

　そして魔法の樽となってしまったわけだった。

　その葡萄酒を売ることで、お金をすこしずつ貯ためて、最近、この部屋をようやく借りることができた。

　すごく狭い部屋で、オバちゃんを置いたら、あとは自分が横になるだけのスペースしかないけれど……。

　ぼくにとってはすごく幸せな場所だった。

　鍵だってかかる。毛布もある。一人じゃない。話し相手がいる。オバちゃんがいる。

　ぼくは幸せだった。

　オバちゃんは、あれこれと口やかましくて──。

　なんだかぼくは「母親」という存在と一緒にいるような気がしていた。

　今回の人生でも、前回の人生でも、そんなものにお目にかかったことはないのだけど。

《はい。ぜんぶ出たよ。こぼすんじゃないよ。もったいないから》

　オバちゃんの葡萄酒を革袋に詰めて、毎日一回、酒場に届けることが、ぼくの仕事だ。

〝人〟が苦手なぼくには、それはものすごく大変なことなのだけど……。

　毎日の葡萄酒代がぼくらの生活費なので、無理をしてでも、やらなければならなかった。

　マントを羽織る。フードを深々とかぶる。目元まで覆うと、これですこしはましになる。他の〝人〟と目線を合わせなくても済むからだ。

「それじゃ、オバちゃん……、行ってきます」

《はい。行ってらっしゃい。気をつけてお行きよー》
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step.2　葡萄酒を売るだけの簡単なお仕事……のはずなんだけど






　ぼくはマントとフードの前を、きゅっと閉じ合わせて、道の端を歩いていた。

　まわりには人がいっぱい。めっちゃ怖い。

　足並みはなるべく一定にする。

　なるべく目立たないように──。

　視線を浴びたり、呼び止められたりなんてことが、間違っても起きないように──。〝人〟と会話する機会が、間違っても発生しないように──細心の注意を払う。

　前の人生でも引きこもりだったけど、もうすこしくらいはマトモだった気がする。最近、どんどん人間嫌いが進んでいっているような気がする。

　人間嫌い、っていうと、ぼくの場合、ちょっと違うのかもしれない。

　なぜだか、人に、嫌われるのだ。

　ぼくは普通にしているだけなのに、みんなと違う、べつのものとして扱われる。人に関わると、いつも傷つけられることになる。

　だからぼくは、人と距離を置いていた。近づかないようにしていた。

　前の人生でも、いまの人生でも、それは変わっていない。こんどの人生では、前より、もっと引きこもり度が上がってしまっている。オバちゃんのおかげで、本当に人と関わらなくても生きていくことができてしまう。一日一回、ワインを売りにいかないとならないんだけど。

　酒場は街の反対側にある。

　毎日、そこへの道を一往復するのが、ぼくのやっている大冒険だった。

　酒場についた。昼前の酒場には人がいない。──と思ったら、今日は三人組がテーブルを一つ埋めていた。

　冒険者？　……とかなのかな？

　男の子が一人に、女の子が二人。

　ぼくとさして変わらない年齢なのに、きちんとした服を着て、きちんとした食事をしている。

　ぼくが見ていることに、向こうも気づいた。ぼくは素早く目線を外した。人と会話が生じる機会は、なるべく避けないと……。

　カウンターのところにいって、中にいる店のマスターに、革袋を突き出す。

　マスターは革袋の中身を別の容器に移すと、空になった革袋と、銀貨を一枚、突き返してくれた。

　オバちゃんの葡萄酒は、大変、美お味いしいらしい。だからこんな高値で売れる。飲んだことないけど。

　今日の取引はこれで完了だ。

　ここのマスターは無口でよかった。会話が発生しない。

　ぼくは店を出ると、来たときとまったく同じ道を引き返していった。食料はまだ残っている。市場に寄って食料を買うという冒険を、まだ何日かは、しないでも済む。

　ややもすると足早になってしまう足を抑える。目立たぬように、一定の速度でひっそりと歩く。

　とある古物店の前を通りがかったときのことだった。

　その〝声〟が聞こえてきたのは──。

《もー、盾ちゃんてばー。うるさいよー》

《だってこんなところで埃ほこりをかぶってゆくだけの人生……盾生なんて、あんまりだと思わない？　剣ちゃん？》

《そりゃあね。あたしだってねー。勇者様？　とかゆー人に、もらわれていきたいと思っているわよ。蜘く蛛もがやってきてネバネバする糸をかけて巣作りされたりする剣生は、なんか違うと思うわけよ》

《わたしの中も～、ダンゴムシさんたちが棲すんでるわよ～》

《──あーもうだから！　あっち行けっての──！　しっしっ！　あーもー、どこかにいないかしら、勇者様！　伝説の剣はここですよーっ!!》

《わたしたちは～、無理だと思うわ～。あと剣ちゃんは伝説の剣じゃないと思うー》

《言ったなこら。盾ちゃんだって伝説の盾でもないくせに》

《わたし普通の盾でいいもの。普通の戦士さんに使ってもらえれば、それでいいもの》

「きみたち話せるんだ」

《もーほんと。この際、普通の戦士でも剣士でも盗賊でも我慢するから！　妥協してあげるから！　誰かもらってもらってー！》

《剣ちゃんは、剣を使う人ならなんでもいいから～、いいわよね～。わたしは、盾を使ってくれる職でないとだめよね～》

「ねえ。聞こえてる？　きみたちって話せるんだね。めずらしいよね」

《………。あのね。盾ちゃん。気のせいかもしんないんだけど……。なんだかそこの人間。話しかけてきている気がしない？》

《あら偶然ね～。わたしもそう思っていたところ～》

《そうよね！　やっぱりそうよね！　盾ちゃんもそう思うわよね！　あたしの気のせいじゃなかったわよね！》

《あのー、人間さん？　もしかして、聞こえていらっしゃいますぅ～？》

「はい。あと人間さんでなくて、レムルっていいます」

《えっ……!?》

《ひゃっ……!?》

　二人？　は、絶句していた。

　ぼくは店の中まで入りこんでいた。床のうえに直じかに置かれている、剣と盾の前にしゃがみこんで話しかけていた。

　ぼくのほうも、ちょっとびっくりしていた。

　ぼくは〝物アイテム〟と話せる力を持っているけど、話しかけられた〝物アイテム〟がびっくりしていることなんて、はじめてだった。

　みんな、わりとぽーっとしているので、人間であるぼくが話しかけても、驚いたりはしない。

　この子たち、すごく意識がはっきりしている。こんなにはっきりおしゃべりができるなんて……。オバちゃんのほかには、ぼくは知らない。

「銀貨二〇枚。二つセットでな」

　店の奥から、声がした。

　えっ？　──と、ぼくはそちらを向いた。

　見れば、店主が鋭い目でこちらを睨にらんできていた。

「……あ、……う」

　ぼくは途端にしゃべれなくなってしまった。〝物アイテム〟相手なら普通にしゃべれるのに、人間相手は、ぜんぜんだめだった。

　ポケットの中を探る。銀貨が一枚。さっき店でもらった代金だ。

　ぼくは古物店から飛び出した。

《あ!?　ちょっと!?　人間さん！　──レムルーっ！》

《待ってくださいましー！　レムルさーん！　わたしたちを連──》

　二人の声が追いかけてくる。〝名前〟を呼ばれたことに、ぞくぞくと興奮しながら、ぼくは駆けていた。

　目立ってしまうが、どうでもよかった。──そんなこと！

　ぼくは生まれてはじめて、他人から〝名前〟で呼ばれた！





step.3　剣ちゃんと盾ちゃんを買う






「オバちゃん！　オバちゃん！　お金お金お金お金！　どこにあったっけ！　どれだけあったっけ！」

《なんだいなんだい、どうしたんだい？　オバちゃん、オカネ？　とかゆーのは、よく知らないよ。ぼうやが大事にしてる、キラキラしたちっちゃい丸いやつなら、寝床の下にしまってあるんじゃないのかい？》

「そうだった！」

　ぼくは寝床をひっぺがした。

「ないよ！」

《床石の下だろ。自分でしまっといて忘れるのかね。この子は》

「あったよ！」
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　銀貨が出てきた。十数枚とちょっと。でも二〇枚には足りない。

「足りない！」

《ちょっとちょっと。さっきからいったいなにを騒いでいるんだい？》

　ぼくはオバちゃんに説明した。

　帰る途中、話のできる剣と盾と出会ったこと。二人は銀貨二〇枚なこと。

《オバちゃん、その〝かう〟？　とかゆーのは、ちょっとよくわからないけど。その子たちをうちに迎え入れるためには、その銀色の丸いのが、二〇枚、いるわけだね？》

「そうなんだ！　でもどうしよう！　足りない！　あと何枚かないと！」

　ぼくは焦っていた。

　オバちゃんの葡萄酒は一日に革袋一つ分。それが銀貨一枚で売れる。だからあと数日は待たないと、銀貨二〇枚は貯まらない。

　その数日のあいだに、あの二人が売れてしまったらどうしよう！

《あの銀色の丸いやつ、葡萄酒でもらえるんだったよね？》

「そうだけど」

　でもオバちゃんは、一日、革袋一杯分の葡萄酒しか生み出せなくて……。

《どれ。オバちゃん。ちょっと頑張ってみるかね》

「できるの!?」

《ああ。頑張ってみるさね。うちに嫁にくる娘こたちのためらしいしね》

「よ、嫁……って！　そんなんじゃないから！　ただ話ができる子たちっていうだけで──」

《でも女の子たちなんだろ？》

「ええっ？　ど、どうなんだろ？　──わかんないよ！　そんなこと！」

〝物アイテム〟に性別があるなんて、考えたこともなかった。

　でもそういや、オバちゃんは〝オバちゃん〟で……、つまり女性だった。

　ぼくにとっては、そこはどうでもよかった。〝人〟でなければいい。そこだけがまさに重要なのだった。





　　　　◇






　オバちゃんは〝頑張って〟くれた。

　葡萄酒が樽の中にだいぶ貯まった。

　ぼくは革袋を酒場に運んで走った。店のマスターが余っていた器をくれて、途中から運べる量が増えた。

　ぼくは銀貨の二〇枚を握りしめて、古物店に飛びこんでいった。

「……！　こ……！　こ……」

「いらっしゃい」

「こ、これ……！　……これ！」

　いっぱい、しゃべった。何文字分もしゃべった。

「これください！」までは言えなかったけど、なんとか意思は通じたっぽい。

　差し出された手に、銀貨二〇枚をのせる。

　店主は何度も枚数を数えた。そして一枚ずつ、しっかり表裏を確認した。本物の銀貨か確かめるみたいに。──確かめているんだろう。

　そして、言った。

「まいど」

《ちょっとちょっと！　もうちょっとゆっくり走りなさいって！》

《落とさないでくださいねーっ！》

　ぼくは剣と盾を抱きかかえて、部屋へと走った。
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step.4　剣ちゃんと盾ちゃんと暮らす






《もう！　いつまで寝てんのよ！　この寝ぼすけ！》

《まあまあ。剣ちゃん。昨夜も遅くまで、わたしを磨いてくれていたんですからー、お疲れなんですよー、あるじさまはー》

《盾ちゃんだけずるい！　あ、あたしだってねっ！》

《ふふふっ……。それは自分も磨いて欲しかったっていうこと？》

《べ──べつに！　手入れしてほしいだなんて、言ってないし！》

《しかしあんたたち、いつもいつも言い合いばかりで……飽きないねえ。まあ賑にぎやかになったのは、オバちゃん、楽しいけどね》

　みんなの話し声が聞こえてきて、ぼくはむくりと起き上がった。

　石の床に、薄い寝床。

　起きたときに体は痛くなるけど、心のほうは、とても幸せだった。

　三人が話をしている。

　その話し声で目が覚めるなんて……、最高！

　さっそく、ぼろ切れを取り出した。

　昨日、寝落ちするまでにやっていた作業の続きにとりかかる。

　磨き砂と水を、布にちょっと付けて──それで盾ちゃんの表面をごしごしと擦こする。

　磨いてゆく。

　ずっと放置されていた盾ちゃんは、ところどころサビが浮いている。ごしごし磨くとちょっとずつ消えてゆく。

《あーっ！　また盾ちゃんのほう！　盾ちゃんばかり！　あんた！　なんなの！　なんで盾ちゃんばっかひいきすんの！　盾ちゃんのこと好きなの!?》

　壁に立てかけた剣ちゃんが騒いでいる。

「うん。好きだよ」

《あらあら、まあまあ──どうしましょう》

《えーっ!?　ちょ──!?　それ本気でっ──》

「剣ちゃんも好きだよ」

《ばっ──ばかっ！　そんなこと言えなんて、言ってなーい！》

「オバちゃんも大好きだよ」

《はいはい。オバちゃんもぼうやのこと、大好きだよ》

《あ──あたしだってね？　手入れしてもらいたいんだからね。──いえべつに！　あたしがしてもらいたいってわけじゃなくって！　あんたがどうしても手入れしたいっていうなら、させてあげてもいいって思ってんの！》

「でも剣ちゃん。磨くのは違うって、この前怒って──」

《当然でしょ。剣を磨いて、どーすんのよ。剣の手入れはね──研ぐの！》

「研ぐには、砥と石いし？　とかいうのが、いるんだよね？」

《そうよ》

「あれ、けっこう高いんだ」

《高いって、なんのこと？　そんなの、どっかから持ってきなさいよ。あるところには置いてあるでしょ？》

「何日か待ってくれないかな……。そしたら葡萄酒を売って、砥石も手に入るから……」

　オバちゃんもそうなんだけど、〝物アイテム〟たちは、「お金」というものを一向に理解してくれないのだった。

　いくら説明してもダメ。

　なんか根本的に考えかたが違っていて、わかんないっぽい。

《うん？　なんかオバちゃん、期待されているのかい？　でもさすがにオバちゃん疲れちゃったよ。いきなりたくさんは出せないよ》

　剣ちゃんのほうの手入れは、砥石が手に入るまではできないので、ぼくは盾ちゃんをせっせと磨いた。

　酒場に葡萄酒を届ける日課をやる以外の時間は、ずっと磨き続けた。





step.5　盾ちゃん、女の子にかわる






　何日か磨き続けた、その甲か斐いあって──。

　ついに盾ちゃんが、ぴかぴかになる日がきた。

　すべての部分のサビと曇りと、汚れが全部取れて──。

　一点の曇りもない、新品みたいな、きれいな盾として生まれ変わった。

「よし！　できた！」

《ありがとうございますー》

《つ、つぎは、ぜ、絶対、あたしの番なんだかんね！　ねえちょっと！　わかってんの！》

　剣ちゃんが騒ぐ。でもぼくは聞いていなかった。

　なぜなら、磨き終えたばかりの盾ちゃんが、不思議な光に包まれていたからだ。

　全体がほんのりと暖かく光っている。

《あら～、なんだか～、わたしぃ～、生まれ変わったみたいな気分でぇ──》

「……盾ちゃん？」

《ちょっと！　盾ちゃん！　どうしちゃったの！　ねえしっかりして！》

　ぼくは盾ちゃんをしっかりと手に持った。

　光はますます強くなってゆく。そして盾ちゃんを覆い尽くして、はっきりと見えなくなるくらいに、強くなって──。

　唐突に、消えた。

「盾ちゃん？　……だいじょうぶ？」

《盾ちゃん！　盾ちゃん！　しっかりして！　返事してーっ！》

《………》

　盾ちゃんは、返事をしない。

　ぼくの手の中にある盾ちゃんは……、なんだか、形が変わっていた。

　なんというか……。光に包まれる前よりも、〝高そう〟な感じの盾になっていた。でも前の面影デザインもきちんと残っていて……。同じ盾ちゃんなのだとわかる。

《心配いらないんじゃないかしら？　オバちゃんのときにも、そーゆーの、あったような気がするねえ》

「え？　そうなの？」

《あの。えっと。あるじさま？　……ちょっとわたしを、そこに置いていただけますか？》

「そこ？　どこ？　このへん？」

　ぼくは言われるまま、盾ちゃんをすこし離れた床に置いた。寝転んだらいっぱいになるような狭い部屋の中だから、離すっていっても、すぐそこだけど。

《えーっと……、こうかな……、うん。たぶん。こう。……えいっ》

　その時、びっくりすることが起こった。

　なんと、盾ちゃんの上に──女の子が現れたのだ。
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　女の子は、ぷかぷかと空中に浮かんでいる。

《あらいやだー、やっぱり、できちゃったー》

《えっえっ!?　なに!?　なんなの!?　なんで盾ちゃん、人間みたいになってるの!?》

「えっ!?　なに!?　誰っ!?」

　ぼくは突然現れた女の子に、びっくりしていた。〝人〟に対する苦手意識が急にわきあがってくる。

　だけど空中にぷかぷかと浮かぶその女の子は、ぼくに向かって、優しく微笑ほほえんでくるばかりで……ちっとも嫌な感じがしない。

　それどころか、ずっと前から知っているような感じさえするのだった。

「盾ちゃん……、なの？」

《はい。あるじさまー、盾、ですよー》

　空中に浮かぶ少女と、床に置いた盾の〝本体〟と、どちらも盾ちゃんなのだと、ぼくはようやく理解した。

　盾ちゃんは手を差し伸べてきた。ぼくの頰ほおに触れにきたその手は、そのまま、すっとぼくの体を素通りしていってしまった。

《あら。さわれないのですねー。残念っ》

《なんだか知らないけど。よかったじゃないかい。姿を出せると、なにがいいのか、オバちゃんにはわかんないけど。──でもこの子は、喜んでいるみたいだしねえ》

《ええ。わたしも。姿があったら、あるじさまに喜んでいただけるかなー、と思っていたんです。そしたら、なにか、できるようになって。……これって、ずっと手入れしていただいていたおかげでしょうか？》

　そうなんだろうか？　そんなことって、あるものなんだろうか？

《そうじゃないかね。大事に使われた道具はレベルが上がるっていうしね。ほら。肉屋さんところの包丁。ちびっこくなるまで、何代も使われていて、だからたくさんレベル上がっているっていうよ》

　そうなんだ。そんなことあるんだ。

　ぼくはまだちょっと事態についていけてなかった。

　ひとつわかっているのは、目の前にいる綺き麗れいな……、金色の髪をして……、そして恵まれた体つきの彼女が、盾ちゃんだということだ。

　だからなんの心配もいらないのだった。

《ちょっとちょっと！　あたし！　置いてけぼりなんですけど！　ひどいんですけど！》

「あ。ごめん」

　壁に立てかけられた剣ちゃんが、騒いでいる。

《こんどこそ本当に！　あたしの番ですから！　いっぱい研いでもらうんですから！　そしたらあたしもレベルア──じゃなくて！　もし！　あんたがどうしても、あたしの姿を見たいって言うなら！　レベルアップして見せてあげないこともないんだから！》

「うん見たい」

《ちょ──即答っ!?》

　ぼくは砥石を取り出した。

〝研ぐ〟っていう方法は、よくわかんないけど。剣ちゃんの刃のところにあてて動かした。

《あっ──こら！　乱暴なのだめ！　もっと優しく丁寧に扱いなさい！　あっ──そこは！　あっあっ！》

　剣ちゃんから扱いかたをレクチャーされて、ぼくは研いだ。

　また何日もかけて、入念に剣ちゃんを研いだ。

　そのあいだ盾ちゃんはずっと側そばにいてくれた。人間の姿を出しているのは、ずっとやっていると疲れてしまうそうなので、盾に戻ったり、また綺麗な女の子の姿になったり。

　ぼくはずっと剣ちゃんを研いでいたけど……。

　その盾ちゃんの胸元あたりに、目がいってしまって、剣ちゃんに怒られたりもした。

　だって仕方がないんだ。すごく大きいんだから。盾ちゃんのそこって。

　ちなみに剣ちゃんが怒っていたのは、そういうことではなくて、「もっと集中しろ！」というほう。

　ぼくが目をさまよわせていたのが、いけないらしかった。





step.6　剣ちゃんも、女の子にかわる






　剣ちゃんを研ぎはじめて、何日か経たった、ある日のこと。

　ぱああああぁー、と、光が走りはじめて──。

　ぼくは〝その時〟が来たことを知った。

《よし。あ──うん、なんかわかった、たぶんできる。あたし──》

　もう剣ちゃんはまぶしくて見ていられないほど。

《ご主人さま！　──正座して待ってなさいよーっ!!》

　ぼくは言われるままに正座した。ワクワクして待つ。

　やがて光が収まったときに立っていたのは──。

《どうっ!?》

　スレンダーな体つきの女の子が、ポーズを取って立っている。

　あー、うん。

　剣ちゃんだ。すごいイメージ通りだった。

　剣ちゃんは、ちょっとキツい感じがあったんだけど、それも外見によく表れていた。

「すごい綺麗だよ。──剣ちゃん」

《ば──ばかっ！　剣に向かって！　綺麗とかバカじゃないの！　ほ、褒めるなら！　もっと違うコトバで褒めなさいよ！　た──たとえば、よく切れそう！　だとかっ！》

「こっちはよく切れるようになったと思うよ」

　ぼくは剣ちゃんの〝本体〟を手に持って言った。

　剣ちゃんに一つ一つ教えてもらいながら、ずっと一心不乱に研いできた結果、刃はとっても鋭くなっていた。

　そして剣ちゃんが人間の姿になれるようになったとき──。盾ちゃんのときと同じように、剣の〝本体〟もまた、形状を変えていた。

　ずっと高そうな感じの剣に変わっていた。

《あ……、ね？　ちょっとあるじ！　いまの、もういっぺん……言って？　ほーらー！　言いなさいよ！》

「え？　どれ？」

《だーかーらー！　いまの！》

「ああ。うん。……すごくよく切れそうだね」

《はきゅううぅぅ～ん！》
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「なに？　どしたの？　剣ちゃん？」

《あるじさま～、喜んでいるんですよ。剣ちゃんは～》

「そうなんだ」

《わたしにも、言ってくれますぅ～？》

「なんて言えばいいの？」

《それは盾ですからぁ～、丈夫そうだね、とか～？》

「丈夫そうだね。どんな攻撃も受け止められそうだ」

《はきゅううぅぅ～ん……！》

　盾ちゃんも、変な声をあげた。

　ぼくらは笑った。ぼくも盾ちゃんも剣ちゃんも、オバちゃんも笑った。

　ぼくたちは、その時、本当に幸せだった。




















Ａｃｔ２　冒険者……になんて、なれっこない




step.7　剣ちゃん盾ちゃんの、そこはかとない不満






《あたしのフォルムはね──〝鋭利〟っていうのよ。盾ちゃんみたいな駄肉とはちがうもーん》

《あら駄肉じゃないのよ。こういうのは〝重厚〟っていうの》

　二人とも額に青筋浮かべて、ぴきぴきやってる。

　今日の二人は、なんでか張りあっていた。なんではじまってしまったのか、いまとなってはよく覚えていない。

　二人とも、なにか最近、イライラしているような気がしていたから、そのせいかもしれない。

《あんただって、そうでしょ！　こういうのがカッコいいって思うでしょ！》

「え？　ぼく？」

　剣ちゃんは脚を伸ばして、すっくと立つ。

　ぴったりと体に張りつくような服は、胴体だけを覆う感じで、手足は肌が露出している。脚の付け根なんて鋭角にＶ字。

　人間の女の子が、もしこんな格好をして目の前に立っていたら、きっと、ドキドキしていたんじゃないかと思う。人間の女の子でドキドキしたことなんてないけど。別の意味で〝人〟にはどきどきするけど。いや。どきどきっていうか、びくびく、のほうだけど。

《いいえー、あるじさまー。あるじさまは、やっぱり大きいのがお好きなんですよねー？》

　こんどは盾ちゃんが競うように目の前にくる。

《オバさまが言うにはー、人間の殿方は大きいのがお好きであるとかー？　ほら大きいですよー？　どうですかー？》

　自分で言うように、盾ちゃんは、たしかに大きい。背が大きいという意味ではなくて……。背については剣ちゃんよりも、すこし大きいだけなんだけど。

　それよりも二つの……、その、あれが……。

　はっきりと言うのは恥ずかしいんだけど……。盾ちゃんのそこは、とにかく大きい。

《あるじさまもー、これ、お好きですかー？》

　自分の手で下側から捧ささげ持つ。ただでさえ大きいそこが、さらに量感を増す。

《オバちゃん知ってるのよ。人間さんって。特に男って。よくそこ見てるわよねー。なんで見てるのかまでは知らないんだけど》

　二人に変なことを吹きこんだのは、オバちゃんらしい。

　しかも中途半端で不完全。酒場で長いこと人間を見ているから知識は豊富なんだけど。やっぱりオバちゃんも人間を理解しているとは言いがたい。

　外見面の美しさとかの話は、〝物アイテム〟たちには、やはりわからない話題であるらしい。

　剣ちゃんも盾ちゃんも、自分がどれだけ〝綺き麗れい〟なのかということに、まるで無む頓とん着ちやく。

　二人がわかる価値観は、機能的な美しさに関するもので……。

　そんなわけで今日の論戦は、スレンダーでシャープな剣ちゃんと、ふくよかで豊満な盾ちゃんの〝機能美〟の戦いとなっているのだった。

《なによそんなの。重たいだけじゃない。振り回すとき邪魔になるだけよ》

《受け止めるときには、これが、クッションになるんです》

《だめよ。受け止めたりしたら、刃こぼれしちゃうじゃない》

《もう剣ちゃん。自分のことばっかり。盾には盾の良さがあるんです》

《盾ちゃんだって自分のことばっか。剣には剣の良さがあるのよ》

《盾ならあるじさまをお守りすることができます》

《剣ならあるじの敵をやっつけることができるわよ》

《まあまあ。二人とも。二人でこの子を守ってやればいいさね》

《オバちゃんは黙ってて》

《オバさまは黙っててください》

「あのぼく。戦ったりしないんで……。どっちが役に立つ論争とか。いらないんじゃないかなー……って、あはははは」

《あるじは黙ってて》

《あるじさまは黙っててください》

「はい」

　ぼくは黙った。女の子って、たまに怖いところがある。〝人〟はもっと怖いけど。

《あたしはね！　なんでもぶった斬れる、すっごい剣なの！　……たぶん》

《あら。わたしも。どんな攻撃だって絶対に防ぐ。すっごい盾よ。……たぶん》

　それ、矛盾してるよね。

　なんでも斬れる剣と、絶対に防ぐ盾と、両方がぶつかったら、どういうことになるんだろ？

《なによ盾ちゃん！　実戦なんてやったことないくせに！》

《それは剣ちゃんだって同じでしょう？　実戦なんてしたことないのは》

《それは、そう……なんだけど》

　剣ちゃんは、口ごもると……。ちら、と、ぼくのほうに目を向けた。

　ん？

　あれ？　あれれっ？

　なんだろ？　いまの目線って……？

　なんか言いたげな……？　でも言うのをためらったような……？

　なんだろう？　なにが言いたかったんだろう？

《………》

《………》

　剣ちゃん盾ちゃんは、なんか気まずそうに黙りこくってしまった。

　いつもはたくさんしゃべるオバちゃんも、ぜんぜんしゃべらなくなってしまった。

　そのうちに姿も消してしまう。

　彼女たちはいつでも姿を出しているわけではない。ずっと出ていると疲れるようで、おしゃべりするときだけだ。

　ぼくとしては、なにか残念なキモチだった。

　二人の口くち喧げん嘩かを聞いているのも、楽しかったんだけど……。

　喧嘩が楽しいっていうのは、変かもしれない。

　だけど二人がどれだけ言い争っていても、それは本当にケンカしているわけではなくて、二人なりのコミュニケーションなのだということを……。

　ぼくはきちんと知っている。

　だから安心して見ていられるのだけど……。

　なんだか今日は、いつもと調子が違った。

　誰もしゃべらないので、ぼくはしかたなく、寝床に横たわった。

　まだ寝る気分じゃなかったんだけど。

　目を閉じていると、そのうち眠たくなってきて……。

　ぼくは眠りに落ちた。





step.8　深夜のナイショ話






《なあ。あんた。起きてるかい？》

「……う？　うん？　……オバちゃん。……なに？」

　ぼくは目を擦こすって起きた。この部屋に窓なんてものはないから、時間はわからないけど。たぶん深夜。

《起こしてごめんね。でもちょっとオバちゃんとお話をしないかい？》

「うん。……いいけど」

　剣ちゃんと盾ちゃんを起こしてしまうんじゃないかと思った。

《だいじょうぶさ。寝てるよ》

　二人ともぜんぜん反応がない。耳……で聞くのとは違うんだけど。〝物アイテム〟の声というものは。

　でも耳を澄ましてみても、なにも聞こえてこない。

　うん。よく寝てるね。

（なに？　オバちゃん）

　それでもいちおう、小声で話す。

《さっきの話なんだけど》

　さっき？　さっきってどれだろ？

《あまり気にしないでおいてあげなよ》

（あー、うん。……だいじょうぶ。気にしてないよ）

　なんの話か、じつはよくわかっていなかったけど、ぼくはそう答えた。

《あの二人。……欲求不満なのさね》

　はい？　ヨッキューフマン？

　なんか生々しい言葉が出てきて、ぼくはギョッとなった。

〝物アイテム〟って、そういうの……無縁だと思ってた。

《ほら。オバちゃんは、毎日、役に立ててるだろ？　葡ぶ萄どう酒しゆを出していて……。まー、飲んでるヨッパライどもの顔を見れないのが、残念っていえば残念だけどね。それなりに満足してるのさ》

　ん？　なんの話？　なんでいきなりヨッパライの話？

　あとオバちゃんも……、その……、ヨッキューフマン……なの？　すこしくらいは？

《でもあの子たちは、ほら、剣と盾じゃないかい。手入れしてもらって、磨いてもらって、ぴかぴかにしてもらえるのはいいんだけど。でも……、ほら。ね？》

　ほら、ね？　とか言われても、よくわからない。

　自慢じゃないけど、空気読むのは──すごく苦手。

　前世でも今世でも、〝人〟と話していないから、そういうスキルはまったく育っていない。

（あの……、オバちゃん……？　よくわかんないんだけど？）

《ああもう。じゃあはっきり言うよ。あの子たちは、つまり……、使ってもらいたいんだよ》

「えっ？　つ、使う……って？」

　ぼくはドキドキして、そう聞いた。

　剣ちゃん盾ちゃん、起きてないかな。起きてないよね。だいじょうぶだよね。

　こんな話、しているのを聞かれちゃったら……恥ずかしい。

《使うっていったら、一つに決まってるじゃないか》

「ひ、一つ……？」

　一つなんだ。決まってるんだ。そ、そうなんだ……。

《あの子たちだって、それを望んでいるんだよ。でもあんたのことを気遣って、言い出せないでいるんだよ。わかっておやりよ》

「だけど……、さわれないから……」

　ぼくは言った。剣ちゃんも盾ちゃんも、女の子の姿を出せるけど、手で触れようとしても素通りしちゃうし。見るだけだし。

《さわれない？　あんた、いつもさわってるじゃないかい？　さわりまくりだろ？》

「えっ？」

　そう言われて、ぼくは、きょとんとなった。

　さわって……ないよ？　いつ？

《ほら。いつも手入れしてるじゃないの。研いで磨いて、はー、って息をかけてごしごしやって》

「あー……」

　ぼくは理解した。そっちのことね……。

「あー……、うん、してる……。ぼく、さわってる」

《さわってあげるのもいいんだけど。使っておあげよ》

「えと……、使う、っていうと？」

　へんな意味のほうじゃないなら、どういう意味だろう？

《だから剣と盾を使うっていったら、一つしかないじゃないか》

「え……？」

《あんたが、剣を振って、盾を構えるんだよ》

「え？　……ええーっ!?」

《これ。静かにおし。二人が起きちゃうわよ》

（う……、うんっ）

　オバちゃんに言われて、ぼくは慌てて、声を潜めた。これまでけっこう大きな声で話してしまっていたかもしれない。

　でも剣ちゃん盾ちゃんは、ぜんぜん無反応。ただの物みたい。ぐっすり眠っているっぽい。よかった。

（ぼく。剣とか盾とか……、使えないよ。戦士とか剣士とかじゃないんだし）

《でも持って振るくらいなら、できるだろ？　練習するだけとか》

（う、うん……。まあ……。たぶん……）

　ぼくはそう答えた。

　なるほど……と思った。

　オバちゃんの言うことも、もっともだった。

　剣ちゃんと盾ちゃんを振ることくらいは、ぼくにだってできる。

　ぼくは剣ちゃんと盾ちゃんのためなら、なんだってできる。

　その日から、ぼくの〝練習〟がはじまった。





step.9　剣と盾の練習






「ふッ、ふッ、ふッ──！　はッ──、はッ──、はッ──！」

　ぼくは剣を振る。はじめの頃は、重たくて、数回も振ったら腕が上がらなくなっていたけど……。最近は連続して何十回も振れるようになった。

　ぼくの部屋は、寝転がると壁に手足がぶつかってしまうぐらいの、狭い部屋。

　その中で剣を振るのだから、気をつけないと壁にぶつけてしまう。

　──とか思っていたら、ちっ、と、先端が壁の石にぶつかってしまう。小さな火花が散った。

《あーもー！　またやった！　また擦った！　信じらんない信じらんない！　バカ？　バカなの!?　なんでおなじこと何度もやるの!?》

「ご、ごめん──」

　剣ちゃんは怒ると火がついたみたいに、がーっ！　って、まくしたててくる。

　悪気がないのはわかっているんだけど、もともと打たれ弱いぼくは、その言葉だけでちょっと凹へこんでしまう。

　……だけど。

《ほら、こういうふうにコンパクトに振れば、こういう狭いところでも、ぶつかったりしないでしょ？》

　剣ちゃんは口はきついけど、じつは優しい。

　剣ちゃんが姿を現して、ぼくの隣に寄り添うように立つ。自分の身体動作で、剣の振りかたを教えてくれる。

　もちろん体同士が触れあうことはできないので、直じかに動きを教えてもらうことはできないのだけれど。お互いが触れずに素通りしてしまうおかげで、逆に、体同士を完全に重ねてしまって、剣ちゃんの動きをトレースすることができる。

　二回、三回と、剣ちゃんの体がはみ出さないように注意しながら、すごくゆっくりめに動作を繰り返すと──。

「あっ。こうかな？」

　体が理解した。できるようになった。

　一回、ゆっくりでできるようになったら、あとは、どんどん速くして、普通の速度で振れるようになった。

　コンパクトに──。コンパクトに──。狭いところでも剣が振れるようになる。

《そうそう！　やればできるじゃない！　──あるじ》

　剣ちゃんは、飛びついてくる仕草。

　もちろん素通りしちゃうんだけど。

「ありがとう」

　抱きとめるかわりに、言葉で感謝を告げた。

　ぼくは〝人〟にはとてもこんなこと口に出して言えないけれど、〝物アイテム〟には、ちゃんと言える。感謝の気持ちを、きちんと言葉にできる。

《ば──ばかっ！　お礼なんて欲しくて教えてるんじゃないし！　あたしが雑に扱われるのが嫌なだけなんだから！　ほんとーに！　ただそれだけなんだから！》

「うん。ぼく頑張るから」

《わ……、わかれば……、いいのよっ！》

　ぼくは練習を続けた。

　剣を振る。剣を振る。剣を振る。

　剣を振り抜いたら、すぐに盾を構える。

　盾で受け流す動作を、形だけやって──これも盾ちゃんに出てきてもらって、体を重ねて、トレースして動きを覚えた。

　ぼくはこの手のことには、本当にまったく勘が悪いみたいで……、一人では、ぜんぜん上達しなかった。

　だけど剣ちゃん盾ちゃんの、剣盾視点からの「どう使ってほしいか」ということを教わって、その通りに繰り返せば、教わった通りの一連の動作は体が自動的にできるようになっていた。

　剣を振る。最初のはフェイント。相手の大ぶりを誘うヘタクソな振り。

　相手が大ぶりしてきたら、盾でがっちりと止めて、受け流す。そしたらバランス崩した相手に向けて、剣を突き出す。

　そこまでを一つの型として、延々と繰り返す。

「見えない相手がいると思ってやって！」──と、はじめ剣ちゃんに言われていた。でもぼくには、ちんぷんかんぷん。

　見えない相手なんていないし。見えるわけないし。

　でも続けていたら、何千回、何万回目なのかはわからないけど、あるときから、見えるようになった。

　いまでは、相手が見えるばかりではなく──。相手の振り下ろしてきた「斧おの」を盾で受け止めた「重さ」なんてものまで、〝錯覚〟で感じるぐらいになった。

　この練習に、特に目的などなかった。

　強くなるためだとか、剣を上手に扱えるようになるためだとか、そんな〝目的〟なんてものは、一切なくて──。

　なにかのための〝練習〟ではない。

　ただ本当に〝練習〟すること、それ自体が〝目的〟なのだった。

　盾を構えて剣を振っていさえすれば、いいのだった。

　そうすれば剣ちゃんが嬉うれしそうでいてくれる。盾ちゃんも盾を構えて、受け流す動作をするだけで、仮想の敵からぼくを守れたことで満足してくれる。

　それだけでいいのだった。

　ぼくは葡萄酒を酒場に持ってゆく日課と、それで得た銀貨で帰り道にぼくの分の食べ物を市場で買ってきて、それ以外の起きている時間は、ずっと〝練習〟を続けた。

《ほい。お疲れ。これ飲みな》

　体が動かなくなってくると、床にへたりこんで、オバちゃんの出してくれた葡萄酒を口にする。

　はじめのうちは、飲んだらなぜか、目がぐるぐると回っていたのだけど。

　最近は水のように──とまでは、ぜんぜんいかないんだけど、わりと平気になってきた。

　服を脱いで汗を拭いていると──。

《あんた。ずいぶん逞たくましくなったねえ》

「え？　なに急に？　おばちゃん？」

《──な？　あんたたちも、そう思うだろ？》

　オバちゃんは答えず、二人に話を振る。

《ええ。あるじさまは、すごいですー。見み惚とれてしまいますー。ねえ……、剣ちゃん？》

《べ──べつにっ！　こんなのまだまだぜんぜんヘタレだし。握力ついてきてあたしの柄を握ってくる手が強くなってきたとか、そんなこと！　ぜんぜん思ってないし！》

　ぼくはさっさと服を着た。

　よく考えてみたら、〝物アイテム〟とはいえ、三人とも、女性？　……みたいなものなわけだし。

　裸を見られて、女性三人に批評されてるとかって、ちょっと……、いや、かなり……。ハズい。

《あるじさま。──ほら。パン食べて。パン食べて。食べてくださいませ》

《そ、そうよ！　人間って、あれでしょ？　食べないと死んじゃうんでしょ！　死んじゃやだよ？　──じゃなくてっ！　あるじが死んだらあたしが困るでしょ！　食べなさいよ》

「うん」

　ぼくは笑いながら、そう言った。

　剣ちゃんの〝好意〟は、ほんと、わかりやすかった。

　皆に言われた通り、パンを手に取って、ちぎって──葡萄酒に浸して、口に入れたときに、不意に気づいた。

　笑ったのって……、いったい……、どのくらいぶりだったっけ？

　いや……。あれ？　ひょっとしたら……？　ない……かも？

　記憶になかった。

　今こん生じようの記憶にも。そして前世の記憶にも。

　ぼくは、ひょっとして……。

　生まれてはじめて、いま、笑ったのかもしれないのだ。

　そう思ったら──。

　不意に、目から熱いものが流れだした。

《ちょ──!?　あるじっ!?　なんで泣くの！　どうして泣くの！　どこか痛くした!?　ねえちょっと──》

　剣ちゃんの心配する声を聞きながら、ぼくは急いでパンを食べ終わると──立ち上がった。

　さあ。練習をしよう。





step.10　剣ちゃん盾ちゃんの、そこはかとない大きな不満






　夜半──。狭くて小さな、一人と三アイテムの部屋。

《盾ちゃん……、起きてる？》

《ええ。起きてるわよ》

　二人は小さな声で言葉を交わした。

《ねえ。ちょっと話があるんだけど……。ところで、あるじは……、寝てるかな？》

《あるじさまー、あるじさまー？　起きてたら、返事してくださーい？》

　しばらく、待って──。

《……寝てるみたい。返事ないし》

《盾ちゃん。それ本気でやってる？》

《え？　だめ？　寝てたら返事してもらったほうがよかったかしらー？》

《あ──ちょっとちょっと！　あるじっ！　オバさんのコック開いてる。葡萄酒もれてる！　たいへんよ、たいへん！》

　しばらく、待って──。

《……寝てるわね。だいじょうぶね》

《あるじさま。起きてるあいだ、ずっとわたしたちを使ってくれているから……。すごく疲れているのよ》

《うん。そうよね。……そうなんだよね》

《ねえ。話って、それ？　その話？》

《うん。そうなんだけど……》

　剣は言い淀よどむ。普段のハッキリしすぎるほどの物言いは、影を潜めている。

《あるじは、あたしたちのこと、いっぱい使ってくれているよ。だけど……、なんか……》

《ねえ？　その話だったら、わたし、しないわよ？》

《盾ちゃんだって！　……盾ちゃんだって、おなじこと、思ってるんじゃないの？》

《それは……》

《どうなのよ？　盾ちゃん？》

《だって……、しかたないわよ。あるじさま。がんばってくれてるのよ？　がまんするしかないじゃない……。言えないわよ。毎日こんなに疲れるまでがんばってくれているあるじさまに。言えないわよ。お願いなんてできないわよ》

《あたしだって、そうよ》

《じゃなんで文句言ってるのよ。あなた》

《文句なんて言ってないよ。言ってないけど。……でも、毎日、こうやって振るわれていると、あたしはやっぱり〝剣〟なんだって思う。そう実感する》

《だめ。言わないで。わたしだって……、わかるわよ？　わたしだって、あるじさまの腕に持たれて、構えられていると……、ああ、これで本当の攻撃が来たら、それを受け止められたら、あるじさまを守れたら、どんなに──》

《言ってるじゃん》

《剣ちゃんが言わせたんでしょう。わたし。言ってないのに。言うつもりなかったのに》

《本当の攻撃が来るってことは、あるじ、すでに危なくなってるよね？　守るっていうけど、はじめから危ないことしなければいいんだよね。本末転倒ってやつだよね》

《ううう……、剣ちゃんの、いじわる……。剣ちゃんだって、そういうことしたいって思っているくせに。最初に言い出したのは、剣ちゃんでしょう？》

《あたしは、あるじのこと、危ない目になんてあわせないもん。あるじの敵は、あたしがみんなやっつけてやるんだから》

《それどこが違うのよ》

《あたしは、やっつけるんだから、危なくないでしょ？　盾ちゃんのは、危なくならなきゃいけないんでしょ？　じゃあ、危ないでしょ？》

《わたしだって、守るんだから、危なくはないわよ？》

《じゃ、危なくないなら、お願いしてみようよ》

《そ、それは……》
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　盾が言い淀む。

　自分の言った言葉が、自分で信頼できていないという感じに。

　自分たちの望みは、つまり危険に身を置くことだった。

　それは武器と防具としての〝本能〟だった。

　練習は楽しい。あるじに使ってもらえると幸せ。そう思っていた時期もあった。しかしやはり練習は練習でしかなく、むしろ練習で振るわれることで、自分たちが本当はなにを求めているのか……。

　二人には、わかってしまったのだった。

《言えないよね。あるじに、冒険に出よう、なんて……》

《あるじさま。そういう人じゃないですものね……》

　二人は重いため息をついた。

　その話は、そのまま終わった。





　　　　◇






　ぼくは二人の会話をずっと聞いていた。

　盗み聞きするつもりなんてまったくなかった。二人がゆっくり話せるように、聞いてないふり、寝ているふりをしようとしていただけだった。

　ぼくは、自分がばかだったことを、痛切に思い知っていた。

　毎日、毎日、剣を振って、盾を構えて。それで二人が幸せでいると思いこんでいた。

　二人はおもちゃの武器防具なんかじゃない。

〝本物〟の剣と盾なのだった。

　そして〝本物〟というのは、本当に使うためにあるのだ。

　その意味を、ぼくはその晩、ずっと考えていた。一睡もしないで──。





step.11　冒険者ギルド






《ねえ。ちょっとちょっと。本当に無理しなくていいんだよ！》

《あるじさま。帰りましょう？　戻りましょう？　おうちは安全安心ですよ？　外に出なくてもいいんですよ？》

　ぼくはボロのマントを頭からかぶって、フードを深々と引き下ろして、足元の地面だけを見つめて、通りを歩いていた。

　いつもの酒場とはまるで違う方向に向けて歩いている。

　剣ちゃん盾ちゃんが、しきりに話しかけている。二人の声はぼく以外には聞こえないので、他の人に気づかれる心配はまったくない。

《ねえってば！　ちょっと聞きなさいよ！　バカあるじ！》

《やめましょう。やめましょう。帰りましょう？　そんなことしなくていいんですよ？　ね？　おうちに帰ってお昼寝しましょう？　わたしが枕になってあげますからー》

《あ、あたしのことも！　抱きしめて寝ていいからー！》

　盾ちゃん剣ちゃんは、必死だ。

　あれから何日か待って──。

　今朝、ぼくは皆に話した。「冒険者になってみようと思うんだ」──と。

　決意はもっと前にしていた。わざわざ何日か置いたのは、剣ちゃん盾ちゃんに、自分たちのあの夜の話が〝きっかけ〟だったと思わせないため。

　翌朝にはもう決めていたけど、そのときに言ったら、二人はすぐに気がついたと思う。

　だから時間をあけてから……、皆に打ち明けた。

　そしたら、三人で、大合唱で、大反対。

　だけどぼくはもう決めていたし。

　いくら言ってきても、盾ちゃんも剣ちゃんも自分では動けないので、ぼくが持って出れば一緒に来るしかないわけだし。

「ちがうんだ……、ぼ、ぼくが……、や、やりたいんだ……、な、なりたいんだ……、ぼ……、冒険者に──」

　つづく言葉を口に出すには、相当、苦労がいった。

　噓うそだけど。本当はそんなのしたくないけど。でも剣ちゃん盾ちゃんのためだったら、ぼくの気持ちとか、ぶっちゃけ、どうでもよかった。

《なんで！　どうして！　おうちで練習してるだけでいいじゃない！　それでいいよ！　それがいいよ！　はい！　回れ右する！　おうち帰る！　帰ろう！　──ねえちょっと！　帰ってよ！》

　やだ。帰らない。

　剣ちゃんや盾ちゃんにつらい思いをさせるぐらいなら、ぼくがつらい思いをしたほうが、百倍マシだ。

　目指す建物は、街の中心部にあった。

　大きな建物だ。窓がいくつも上まで続いている。外側の壁に看板がついていて、通り三本向こうからでも見えるような大きな文字で、「冒険者ギルド」と書かれている。

　……書かれているはず。

　字は読めないんだけど。ここが冒険者ギルドだということは知っている。

　一階の受付には人が溢あふれていた。

　入り口から覗のぞいただけで、目眩めまいがした。

　こんなにたくさんの人の中に踏み入ってゆくのは、引きこもりのニートにとって、「死ね」というのとおなじだ。

　だけど、ぼくは剣ちゃんと盾ちゃんのためなら、死ねる。

　そのことを証明する。

　するったら、する。するんだと思う。したいんだ。できるといいんだけど……。

《ほら！　ヘタレはヘタレらしく、回れ右しなさいよ！》

《ほら、あるじさまー、おうち帰りましょう？》

《そう！　帰るわよ！　はやくする！　帰ったら──、そうだ！　ついんて？　とかゆーのに、なってあげてもいいから！》

　彼女たちの姿は、わりと自由になる。

　剣ちゃんの髪型が、両側縛ったツインテールにしたら似合うんじゃないかと、前から思っていた。剣ちゃん、性格キツいし。
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　でも口に出して言ったことなんて、なかったはずなんだけど……？

「ねえ、なんでそれ知ってるの？」

《寝言でゆってた》

「うわぁ……」

　ぼくは自己嫌悪した。

　剣ちゃんのツインテは見てみたかったが──。

　それよりも、いまは、「冒険者」とかゆーのになるのが先だ。

　冒険者になるためには、ギルドに行って登録すればいいらしい。

　いつも葡萄酒を届ける酒場でよく見かける三人の男女が、どうも冒険者らしく、そんな話をしていた。

　毎日通うあいだに聞きかじった断片を繫つなぎあわせると──。

　冒険者には、なろうと思えば、誰でもなれるらしい。

　簡単な適性検査があって、どの職ジヨブにつくのかが、決まるらしい。

　冒険者になるために、お金は特に必要ないらしい。

　だから冒険者になる人は、後を絶たない……はずなんだけど。どうも酒場の常連の三人は、冒険者のなり手が少ないことでボヤいていたので、実際はどうだかわからない。

　ぼくは冒険者ギルドの入り口から、中を覗いていた。

　入る勇気はなかった。

　入り口を入っていって、中にいる人たちの注目を浴びてしまったら──と思うと、それが怖い。

「おいガキ。邪魔だ。脇へどくか入るかしろ」

　上から声がした。

　背が高くて筋肉の厚みもある、たぶん戦闘職と思われる男の人が、ぼくに向けてそう言った。

　ぼくは震えあがって──ぴょん、と、脇へ動いた。

「すいません」と口にしようと思ったんだけど──。引きこもり歴、人生×二回分の引きニートにとって、それは無理だった。

　黒塗りの装備で固めた男性に連れられて、赤い髪と、青い髪と、紫の髪の、それぞれ綺麗だったり可愛かわいかったり美人だったりする少女や女性が、いい香りを残しながらギルドに入ってゆく。

　みんなさっきの男性の〝パーティ〟とかいうのの、仲間なのだろうか。

　女の人ばかりだ。美人さんばかりだ。

「やあリズ。いつも綺麗だな。──ところで転職目録が欲しいんだが。この駄犬が、そろそろクロウナイトをカンストしそうなんでな」

　男性は受付に向かうと、すごく綺麗な受付のお姉さんに、まるで口く説どくみたいに話しかけている。赤い髪の女の子が「また駄犬ゆった！」と、髪の毛を膨らませて怒っている。

　ちなみに列には五人だか十人だかといった人数が並んでいたはずなのだけど、彼らがロビーに入った途端に、皆、さささーっと、素知らぬふりで脇へとどいて、なぜだか窓口は一瞬で空いてしまっていた。

　ぼくはそんな光景を、じーっと見ていた。

　なんか……。冒険者、って感じが、すごく、する……。

　ギルドホールにいた、歴戦の勇士っぽい冒険者の人たちは、ひどくざわついていた。「お、おい聞いたか？」「クロウナイトをカンストだってよ……」とか、そんな会話が聞こえてくる。

〝クロウナイト〟っていうのは、職ジヨブの名前らしいけど。

　ぜんぜんわからない。〝戦士〟でも〝魔法使い〟でも〝神官プリースト〟でも〝盗賊シーフ〟でもない。

　たぶん〝転職〟をした先の職ジヨブの名前なんだろう。

　つまりぼくには関係がない。

　歴戦の冒険者たちにとってさえ驚きよう愕がくの話題らしいけど、これから冒険者になろうとしている、つまり「冒険者未満」のぼくには、雲の上すぎてわからない。

　男性から駄犬扱いされている女の子が、皆がざわざわしている「カンスト手前のクロウナイト」とからしくて──。じゃあ、その彼女を駄犬呼ばわりする彼は、いったいなんなんだろう？

　ほんと、雲の上すぎる。

　ギルドホールの人目は、まったく彼らに向いていたので、ぼくは注目を浴びる心配をせずに、入り口から中に入ることができた。

　とことこ歩いて、空いている窓口の前に立つ。

　例の目立つ人たちの隣の窓口だ。ここは、はじめから空いていた。

　受付の綺麗な女の子は、例の目立つ人をじーっと見ていて、ぼくに気がついてくれない。

　一〇秒、二〇秒、そうしていたけど、三〇秒目ぐらいに、ぼくは思いきって声をかけることにした。

「……、……」

　だめだった。話しかけられるわけがない。引きこもり歴、人生×二回分は、伊だ達てではなかった。

　六〇秒ぐらい、ずっとそうしていただろうか──。

　隣の目立つ人たちを相手していた受付嬢のお姉さんが、笑顔で応対しながら──こっちの女の子に向けて、どすっと肘ひじ鉄てつをかました。

「いたっ……、なんなんですか、リズ先輩？　えっ？　──あっ！　はい！　失礼したしました！　本日はどんなご用件でしょうか？」

「……、……」

　ぼくは用件を言おうとした。冒険者になりにきたんです。

　でも当然、言えるはずがなかった。

　口頭で伝えることは諦あきらめて──。

　マントの下に持っていた、剣を見せる。盾も見せる。

　それで通じてくれることを祈る。

「……？　はい？」

　だめだったー！

《ねえ。あるじ。話すのがだめなら、筆談……？　とかいうの、すればいいんじゃないの？》

　剣ちゃんがそう言った。

　さっきまではしきりに引き返そうと言っていたけど、冒険者ギルドに到着してからは、ずっと静かになっていた。

　怒っちゃったかな？　とか思っていたんだけど。手助けしてくれるらしい。

　でもぼく。字が書けません。

　女の子は、にっこりと笑って──。

「……ええと。その武器と防具は戦利品？　ああ。はい。その買い取りですね？　ではこちらの書類に記入を──」

《ぎゃあああーっ！》

《ひいぃぃ！》

　剣ちゃんと盾ちゃんが、大声で悲鳴をあげている。

　もちろんまわりの人には聞こえていない。……のだけど、例の目立つパーティの紫の髪の女の人だけ、ちらりとこちらに目を向けた。

　まあたぶん、なにかの偶然。聞こえていたり見えていたりするわけはない。

《破って破って！　その書類！　はやく破って！　はやくうぅぅ！》

《嫌ですうぅ！　嫌ですうぅぅ！　あるじさまのところにずっといるんですうぅぅ！》

　ぼくは剣を持った手をばたばた。盾を持った手もばたばた。全身で「否定」を表した。

「……えと？　違いましたか？　それでは……、なんのご用で……？」

　女の子が困っている。ぼくも困っている。

　──と。

　がすっ、と、横の窓口の綺麗で胸の大きなお姉さんから、また、鋭く肘鉄が入った。

「だから先輩！　痛いですって！　え？　それじゃなくて、そっちの書類？　──あっ！」

　女の子は、ようやく気がついてくれた顔になる。

「──冒険者登録のご用ですね！」

　ぼくは、首を何度も上下に振りたくった。

　イエス。イエス。イエスです！

　受付嬢さんすごいです！　おもに隣のお姉さんのほうがすごいです！

「──それではこちらの書類にご記入を」

　書類が出される。

　ぼくは再び固まってしまった。

　だから……。字……。書けないんですってば……。

《あの。あるじさま？　わたし。書きましょうか？》

　え？　書けるの？

　盾ちゃんが現れる。ぼくに重なるようにして寄り添って、その指先で、どういうふうにペンで線を引けばいいのか教えてくれた。

　ぼくはペンを握りしめて、その通りに線を引いていって──。

　たぶん名前？　それを書いた。「レムル」と書いたはず。

　あと年齢？　それも書いた。一六歳……だったはず。

　住所？　それも書いた。書いてから思ったけど。なんとぼくにはいま「住所」がある。すごいことだった。

　記入するのは、それだけでいいようだった。

　ぼくは、ほーっと息を吐き出した。

　大きな試練を乗り越えた気がする。

　ぼくもこれで、晴れて冒険者に──。

「それでは能力測定しますね。あと適性検査も」

　女の子は、笑顔でそう言った。

　まだだった。

　測定というのはともかく──。検査というのは、心配だ。検査というからには「失格」もあるんだろう。

　ぼくの試練はまだまだ続くっぽい。





step.12　適性検査






　能力測定とかで測った数値？　──が、カードに記入される。

　それを持って、ぼくはギルドホールの地下にある大きな部屋に連れていかれた。

　四方をたいまつに照らされた石舞台の上で、こわ～い顔の男の人が、金属鎧よろいに全身を包んで、立っていた。

　大きな戦せん斧ぷを石の床に立て、その柄の先に両手をのせている。

　なにか魔神像みたいに見えるが、きちんと人間だ。

　その手前で、案内をしてくれた受付嬢の女の子が、紙を見ながらぼくに言う。

「えーと、レムルさんの適性は、戦士、となりました。特に希望がなければ、このまま戦士の試験を受けていただくことになります。……といっても、レムルさんの場合、魔法使いや神官プリーストや盗賊シーフの適性はありませんでしたので、戦士でなければ、冒険者を諦めていただくことになりますけど……？　戦士でよろしいですか？」

　ぼくは、こくこく、とうなずいた。

　女の子も慣れてきたのか、イエスかノーで答えられる質問にしてくれるようになっていた。

「それでは、こちらのゴリアテ試験官と戦っていただきます。時間は、試験官が、よし、というまで。レムルさんの力を見させていただきます。試験官はもちろん手加減をしますが、怪け我がしたりすることもあります。打ちどころが悪ければ死ぬようなこともあるかもしれません。──なので、開始の前に、誓約をしていただきます。私のあとに、同じ文句を口に出して言ってもらえますか？　……だいじょうぶですか？」

　女の子は、そこまで一気にしゃべってから、ぼくの返事を待った。

　ぼくは、苦労して、言葉を喉から出した。

「……、です」

「です？」

「だ……、だいじょ……、です」

「はい。それでは、私のあとに続いてくださいね」

　女の子は、にっこりと微笑ほほえむと、口を開いた。

「我、レムルは──」

「わ、わわっ……、わ、われ……、れ、れ、れ、レムルは──」

「本試験にあたり──」

「ほ、ほん……、ほん、ちけん……」

　嚙かんだあぁぁぁぁ！　嚙んじゃったあぁぁぁ！　どうしよう！　どうしよう！

「嚙んでも平気ですよー。途中から続けてください」

「ほ、ほん、しけんに……、あたり……」

「どんな怪我、障害、あるいは死亡するようなことがあったとしても、不服申し立てを致しません」

　うええええーっ！　し、死亡っ!?

「ああ。いちおう念のためです。念のため。ギルド員でしたらなにも問題はないですし、宣誓なんかもいらないんですけど。試験中の方は、まだギルド員ではないですので。念のため、こうして宣誓をしてもらっているんです」

　にこっ。

　受付嬢の女の子は笑っている。その笑顔を信用していいのか……。

《信用して、いいんじゃない？　悪い人じゃなさそうだし。だって笑ってるもん》

　盾ちゃんだめ。すぐに騙だまされちゃうほう。

《こちらの契約書？　とか書いてあるものを読みますと──》

　盾ちゃんは受付嬢の後ろに回っている。後ろ手に持っている契約書を、腰をかがめて下から覗のぞきこんでいる。そこに持っているのは、たぶん、試験を合格して冒険者となったときの書類だろう。

　まだ合格するかわからないから、見せてもらってないわけだ。

《──私が見る分には、まっとうな約束事のように思えます》

　盾ちゃんナイス。

　ぼくは冒険者ギルドを──というより、この女の子を、信用することにした。

「ど、どんな……、け、けが……しても、あるいは……、しぼう、しても、ふふく……は、ないです」

「はい。オッケーです。──まあ実際、いきなり死んじゃうようなことさえなければ、治療できますし。仮にいきなり死んじゃったとしても、いま上に、賢……げふんげふん。すごい魔法を使える人が来ていらっしゃいますから、蘇そ生せいさせてもらえますよ」

　受付嬢は、にっこり。

　笑顔で怖いことを言う。だけど蘇生？　そんな魔法もあるんだ。死んじゃっても生き返らせることもできるんだ。

　……なんか冒険者って、すごい。

　まあ、ぼくには関係ないだろうけど。死んじゃったら終わりだろうけど。

「エミリィ」

「……はい？」

　受付嬢が、いきなりそんなことを言うので、ぼくは聞き返した。

「私の名前。エミリィっていいます。──レムルくん」

「……はい」

　尖とがった胸の先に付いた名札を示しながら、彼女は言う。

　だから、字、読めないんですってばー……。

「もし冒険者になったら、ご贔ひい屓きにー。エミリィです。エミリィ。エリザ……でなくて、エミリィですからね？　エミリィ♡」

「……はい」

　何度も何度も名前を繰り返して、念を押される。ぼくはよくわからないまま、うなずき返す。

「じゃ。あとよろしくお願いしますねー。ゴリアテ試験官」

「……む。」

　全身重装備の大きな男性は、顎あごを一ミリだけ動かして言った。

　かつかつと、受付嬢──エミリィは、ヒールを鳴らしてホールへの階段を上がってゆく。そして気が緩んだのか、こちらにまだ聞こえていると気づかずに、独り言をはじめる。地声はなんだか別人みたい。

『まったくもー、エリザ先輩だけずるいのよ。たまたまその日の当番だったからっていって、オリオンさんの専属になっちゃうんだから……。あとみんなもエリザちゃんエリザちゃんって、受付、先輩だけかっつーの！　私、いるでしょ！　窓口、空いてるでしょ！　ったくもう……。あー！　いらっしゃいませー♡　今日はどんなご用ですかぁ♡』

　階段で反響して、よく聞こえてきていた。最後のほうの、営業用の声に戻ったのは、ホールに出て誰かお得意冒険者さんを見つけたときの声。

《あの女の子！　愉快！》

　剣ちゃんが指でさして、喜んでいる。

　ぼくもお得意の冒険者さんになれるといいな。

　まずは、この試験に合格しないと……。

　試験官が、石舞台の上を、すっと指さす。

「……。」

　試験官の人は、大きくてコワい顔をしていたが、無口だった。

　そしてぼくも無口だった。

「……。」
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　無口言語同士、通じ合ったっぽい。

　試験官は構えて、ぼくも構える。

《いくよー！　やっちゃえー！　やっちゃえー！》

《お守りします。あるじさま》

　構える、といったって、ぼくは実際に戦ったことなんてない。

　でも不思議と心は落ち着いていた。

　剣ちゃんを持って、盾ちゃんを持って、いつもの形に立つと、いつもの練習中の心境に自動的になってしまうみたい。

　いつもはなにも考えず、剣を振るっていた。

　コンパクトに、狭いところでも振れるような振り方。

　そして相手を想定して剣を振っていた。相手はちょうど、このくらいの巨漢だった。

　はじめは自分より小さな魔物あたりを見ていた気もするんだけど。

　それだと盾ちゃんが喜んでくれないので、仮想敵はどんどんと大きくなっていって……。

　しまいには、ちょうどこの試験官くらいの大きさで……。

「……む？」

　ぼくは本当になにも考えず、剣を振っていた。

　一回、二回、三回、そうすると、相手から反撃がくる。──それを盾で受けとめる。

　がっ、と、戦斧が打ち下ろされてくる。

　──重い。

　でも練習で想定していたのと同じ重さ。だから体勢は崩れない。

　そしたら剣を突き出す。コンパクトに振って最速で。

　──がしん。

　鎧にあたった。弾かれてしまった。

　練習とは違ってしまった。

　なぜなら練習のときの敵は、鎧を着ていなかったからだ。

　あっ、と思ったら、体が止まってしまった。

　練習のときにやっていない動きになると、体はなにも動かなかった。

　動かなきゃ。剣を振らなきゃ。……と思っても、一度止まった体は動かない。

　まずい。このままだと、試験に落ちちゃう。

　動かなきゃ。とりあえず剣を振らなきゃ。

　動かなきゃ！

　……と、ぼくは焦っていたのだが。

　でも試験官のほうも動きを止めていた。

「……む。よし」

　試験官が、ぽつりと、そう言った。

　そういえば……？

　たしか……？

　試験官が「よし」と言えば、終わりだったんだっけ。

　こんなに早く終わってしまったということは……。

　つまり……、不合格ってこと……？

「……え、あ、の……。ぼ、ぼく……、ふ、ごうかく……です？」

　ぼくは、つっかえつっかえ、聞いてみた。

「……む。」

　試験官はぼくの書類を持ってくると、そこにサラサラと文字を書きこんだ。そして、ばん、と、大きなハンコを押す。

「……む。エミ……、持て、いく」

「……はい」

　ハンコに「不合格」とあるのか、それとももしかして「合格」とあるのか、ぼくはわからないまま、一階ロビーへの階段に向かった。





step.13　仲間との出会い






《はうわぁあああ……、よかったあぁぁ……、実戦っぽいやつうぅぅぅ……》

《あるじさまをお守りできて……、あの斧おのの重い感触くくくううぅ～、はううううぅ～、いがっだぁ～、ですぅ～》

　階段を上ってゆく。

　剣ちゃんも盾ちゃんも、なんか変。

　今日のは、たしかに練習とは違っていた。

　試験官と、すこし打ち合って、一回、剣を鎧に当てただけだけど……。

　たしかに実戦っぽかった。

　剣ちゃん盾ちゃんが、こんなに喜んでくれたんだったら、今日は不合格でもいいかなと思った。

　そういえば決まりは調べてなかったけど、一度不合格になったら、一生、絶対、永久に再チャレンジできないなんてこともないはずで……。





　　　　◇






「はい。合格ですね。おめでとうございます」

　受付にきて、二つあるうちで、なぜか空いてるほうの窓口で、紙を出すと、受付嬢──エミリィは、そう言った。

「……あ!!」

　ぼくはすごく喜んでいた顔をしていたのだと思う。

　エミリィがくすくすと笑っていた。

「レムルさんは、これで、Ｌｖ１の冒険者となりました。職ジヨブは戦士です。Ｌｖを上げていけば、そのうち転職できるようになります。でも戦士のマスターＬｖは20ですので、当面、先の話ですねー。いまうちのギルド支部の最高レベルは……、オリオンさんたちを除くと、Ｌｖ10ですので。転職者なんて、普通はそうそう出ないものなんですね。一日でＬｖ13になっちゃったりする、頭おかしい人たちもいますけど、レムルさんは普通にやってゆくのがいいと思いますよ」

　にこっ。

　ぼくはうなずいた。

　ぼくの望みは、剣ちゃんと盾ちゃんのために、剣を振って盾で受けることなので……。べつにＬｖとかは、どうでもいい。転職っていうのも、どうでもいい。

　とにかくこれで冒険者になれたんだ！

　あれ？　べつに冒険者には、なりたかったわけではないはずなんだけど……。

　なんだか、ちょっと嬉しい……？

「嬉しいときには、なんか言ってみるといいと思いますよ」

　エミリィが言った。

　ぼくは、口をすこしだけ開いて……。

「……わ、わーい」

「うふふっ。……よくできました」

　エミリィは、にっこりと笑ってくれた。
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　営業スマイルだとは思うんだけど。いや絶対、営業スマイルなんだけど。

　つい本当の笑顔に見えてしまう。

「……さて。まずしおりをお渡ししておきますね。『冒険者のしおり』です。──ここに注意事項や、初心者の心構えとか、いろいろと書いてあります」

　ぼくは小冊子を受け取った。

　ぱらぱらとめくってみる。姿を出している剣ちゃんと盾ちゃんが、横から覗きこんできた。

《うわぁ……。字がいっぱーい。盾ちゃん読める？》

《おまかせあれ》

　あとで盾ちゃんに読んでもらおう。

「あとしおりのいちばん最初にも書いてありますが、いちばん大事なのが──こちら、『冒険者カード』となります」

　窓口のテーブルの上に、すっと、小さなカードが出てきた。

「これが冒険者カードです。なくさないように気をつけてくださいね。偽造はできませんし本人以外使えませんので、なくしても盗まれても、悪用される心配はありませんが、再発行されるまで、ギルドによる特典や便べん宜ぎや保護が受けられなくなります。つまり人権もなくなるっていう意味です」

　人権……って、なんだっけ？

　そんなの持ってたことって、あったっけ？

「さて。普通ならここで詳しくレクリエーションをはじめるところなんですけど……」

　と、エミリィはそこで言葉を区切った。

　ぼくの後ろに目をやる。

　あっ……!?

　後ろに並んでいる三人に、ぼくは気がついた。

　三人組はぼくを見ている。

　ぼくが窓口を占領しているものだから、ずっと番が回ってこないのだ。

「あ……、う……、え…と……」

　三人を見る。エミリィを見る。両方を交互に見る。

　ぼくがうろたえていると、エミリィが言った。

「……待たれている方々がいらっしゃるようですのでー。詳しいことは、そちらの方々に教えてもらったほうがいいかもですねー」

　にこっ。

　あ……。つまり。窓口が混んできたので、とっとと帰れ、ということかな？

　あれでも？　教えてもらう……？　そちらの方々に……？　って？

　ぼくは三人組に目を向けた。三人が見ているのは……。窓口のエミリィではなくて──ぼく？

　三人がじっと見ているのは、ぼくだった。

　男の子が一人。女の子が二人。

　男の子が、ぼくの肩をがっしりと摑つかんできた。

「なあー！　おまえ！　戦士なんだろ！　うちのパーティに入らないか!?　──てゆうか、入れ！」

「おやめなさい。ロウガ」

　女の子の片方が、手にした樫かしの木の杖つえで、男の子の頭をごちんとやる。

　容よう赦しやない。

　男の子は「痛ってえええ」と、うずくまり、その彼のかわりに、女の子が、ぼくに向く。

　魔法使い？　そういう系のローブに身を包んだ女の子だった。髪は銀色。












　目の色は赤い。すごく整った顔立ちをしている。

《きれーな女の子ねー》

《かわいいですねー》

《ちがうわよ。盾ちゃん。こーゆーのは、美人、ってゆーのよ》

　剣ちゃんと盾ちゃんがコメントを入れながら歩き回る。女の子の周囲を回って、しげしげと見つめている。

　見えないとわかっていても、ぼくはちょっと困ってしまった。

　本人を前にして、本当は失礼なんだけど……。

「ごめんなさいね。これはつまり勧誘なの。貴方あなたが冒険者登録をしているのを見かけたもので、試験が終わるのを待っていたのよ。合格したのがわかったので、ぶしつけだとは思ったのだけれど、さっそくスカウトしにきたというわけ。──ここまではいい？」

　理路整然と話す女の子だった。

　なんか、いいか？　──と、聞かれているようなんだけど。

　展開が早すぎて、ちょっとぼくにはついていけない。

　それ以前に、なんでぼくなんかがスカウト？　──とか、そういうことをされるのかが、まったくわからない。

　ぼくなんかが……。なんで？

「ちがうよアルテミスちゃん。まずはこういうときには、おめでとう！　──って、そう言わなきゃ！　──おめでとう！」

　もう一人の女の子が言う。

　明るくて元気な女の子だった。魔法使い系の女の子──アルテミスとは違って、布製だけど鎧を着てる。スカートから脚が出てる。

「わたし。ノノです。ノノリリヘルフェムエリムファンスアルテシオヘイムファサラティアっていうのが本名なんですけど」

「え……、う……？　ノ……、ノノ？」

　ぼくは〝本名〟を言ってみようとしたけども……。舌嚙んだ。

「──ってカンジで、覚えるの絶対無理なんで！　ノノでいいです！」

《ゲンキな女の子ねー》

《剣ちゃんに……、ちょっと似ているかしら？　こういう娘、あるじさま、好きかもー？》

《そうなの？》

　剣ちゃんが、こっち向いてそう言う。ぼくは困っていた。他の人と話しているときに、剣ちゃんたちと話したら、変なやつだと思われる。

　てゆうか。好きとか嫌いとか。そもそもないし。

　だって〝人〟はぜんぶ苦手だし……。

「そして俺がパーティのリーダーの──ロウガだっ！　こっちの巨乳はアルテミス」

　うずくまっていた男の子が、すっくと立ち上がると、そう叫んだ。

　また、ごちんと、樫の木制裁。アルテミスは容赦ない。こわい。

「ロウガ……。あなたには一つ言っておきたいことがあるのだけれど。……いいえ、二つね。まず一つめ──。あなたがなぜ、いつのまにかリーダーになっているのか？　そして二つめ──。私が巨乳かどうか、どうしてあなたが知っているのかしら？」

　アルテミスと呼ばれた女の子は、べつに特に胸は大きくない──と思う。

　盾ちゃんと見比べてみる。うん。普通……だと思う。

　だぼっとしたローブのおかげで、よくわからないのだけど。

「い、いや……それはっ！　つ、つまり……！」

「つまり？」

「いや！　ちがう！　覗いてなんかいない！　決してない！　おまえが隠れ巨乳だったなんて俺は知らない！」

「疑わしきは罰しろ、という格言があるの、ご存じ？」

「いや、疑わしきは罰せず、の間違いでは……？　──って!!　痛ってえええ──っ!!」

　ごっちーん、と、また天罰が下った。

　樫の木の節くれは大きくて、いかにも痛そうで──。ぼくは思わず首をすくめてしまった。

「アルテミスちゃん──。彼。見てる」

「うわやだ。ごめんなさい。いつもはこんなおてんばじゃないのよ。私」

「うん。だよね。いつもは三発。今日は一発」

「二発だろ……」

　男の子は、また頭を抱えてうめいている。

　彼──ロウガは、道着？　とかいう、ゆるめの服を着ている。

　なんの職ジヨブなんだろう？　さっきの「冒険者のしおり」を見れば載っていたりするのかな？　……字、読めないけど。

「こんなところで立ち話もなんだな。──俺たちの馴な染じみの酒場があるんだ。そこにいかないか？」

　ぼくは──うなずいた。

　イエスかノーで答えられる質問なので、助かった。





step.14　スカウト






　連れてこられた場所は、なんと、ぼくが毎日、葡萄酒を運んでいた、あの酒場だった。

　そういえば……。この三人って……。

　酒場で見かけていた──ような覚えがある。

　覚えがあるっていっても、雰囲気とか声をうっすら覚えているっていうだけなんだけど。

　ぼくは表に出るとき、〝人〟の顔なんて見たりしない。ずっと地面ばかり見るようにしている。

　剣ちゃんと盾ちゃんは、店の中をものめずらしそうな顔をして、うろつき回っている。

　二人を連れて表に出たことはないし。長いこと古物店の店内だけしか知らなかったそうだし。

　二人は本体からあまり離れることはできないけれど、数メートルくらいまでなら動けるらしい。そんなことも今日知った。

　今日は色々なことを知った。

「俺は見ての通り格闘家──拳士でね。──タンクを探していたんだ」

　道着を来た少年──ロウガはそう言った。
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「〝やわらか拳士〟よね。樫の木で殴ったぐらいで、なにを大げさな」

「おまえ前衛やれよ！　絶対やれるよ！」

「私はアルテミス。──魔法が得意よ」

「なんの魔法か言うべきなんじゃねえの？　魔法使い様？」

「──!!」

　アルテミスは、「覚えてなさいよ」的な顔をする。

「そ、その……、私の職ジヨブは、つまり……」

　帽子を取り、体の前に抱えこみ、揉もみ揉みと皺しわを作りながら──彼女は言う。

「いわゆるひとつの……、対極にある魔法の系統を共に使えるような、そんな万能なもので……」

　理路整然としゃべる彼女にしてはめずらしく、ひどく、もってまわった言いかたをしている。

「はっきり言えばいいだろ？　〝賢者〟──って」

「──ばっ!!」

　ロウガを一度睨にらんでから、ぼくに向き直って──アルテミスは言う。

「……はい。〝賢者〟です」

「けん……じゃ？」

　ぼくはなんとかそう聞き返すことができた。

　知ってる場所に来て落ち着いたのと、目の前のこの三人が、そんなに悪い人ではないと思えたから。

　特にこのロウガとアルテミスの二人のやりとりは、剣ちゃんと盾ちゃんがいつもやってる「じつは仲のいいケンカ」みたいで──。

　本当のケンカじゃないんだって、ぼくなんかにもわかった。

「あ、あのね……、呆あきれてるでしょう？　〝賢者〟を標ひよう榜ぼうするなんて──。でもこれは、冒険者ギルドにできた新しい職ジヨブ名のことでね」

「ひょ……ぼう？」

「標榜は、かたるってことよ。噓うそを言って名乗るニセモノっていうこと」

　アルテミス。難しい言葉を知ってるね。

「つまりうちの魔法使いは、ニセモノの賢者で──痛てえええ!!」

　ごすっ。樫の木杖の天てん誅ちゆうが下った。やわらか拳士は、また頭を抱えていた。

「ギルドにできた新しい制度で、攻撃魔法と治療魔法。両系統を修める職ジヨブにそういう名称を付けることになったんだから。私が賢者様を標榜……しているわけではないし。仕方がないでしょう？」

「じゃ、なんでおまえは恥ずかしがっているわけ？」

「だ、だって──！　賢者様っていったら、この世に一人の〝大賢者様〟のことをいうわけで──。ええ。わかっているわよ。Ｌｖ１の賢者とか。笑いにしかならないってことくらい」
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　ぼくはちょっと話についていけてなかった。

「ねえ……。彼。レムルくん。話についていけてないみたいだよー？」

　ノノが気を利かせてそう言ってくれた。

　ノノはずっと肘ひじを突いた上に顎あごをのせて、ぼくの顔を見ていたから、気づいてくれたんだと思う。

「え？　どこから？　なにか変なこと、私、言ったかしら？」

「ねえレムルくん。〝賢者〟って、なんだか知ってる？」

　ノノがぼくに聞いてくる。

　よかった。イエスかノーで答えられる質問だ。

　ぼくは当然、首を横に振った。

「レムルくん。〝賢者〟って、知らなかったってー」

「私はなんのために恥ずかしがっていたのかしら……」

「じゃあレムルくん。〝テイマー〟は知ってる？」

　ノノが言う。ぼくは首を横に振って返す。

「わたし。職ジヨブは調教師テイマーなの。弓とか鞭むちとか使えるけど、あんま上手じゃなくて──。あ。職ジヨブと関係なく、薬草はいっぱい持ってるし採るの得意なんで。──いつでも言ってね」

　と、ノノは大きなカバンを持ち出した。

　カバンを開くと、中からは、たくさんの葉っぱが──。

　葉っぱを数枚取り出すと、ノノは──なんでか、食べはじめた。

　もっしゃ。もっしゃ。

　なにかするのだろうか？　さっき「薬草」とか言ってたから、それを実演してみせてくれるのだろうか？　葉っぱをよく嚙んで作るのが「薬草」というものなのだろうか？

　もっしゃ。もっしゃ。


[image: ]　　　　　　　



　ノノは葉っぱを嚙んでいる。

　よく嚙んでいる。

　そして──。

　ごっくん。

　飲みこんじゃった。

　……あれ？

「あっ。ごめなさい。見たら食べたくなっちゃって。いまの葉っぱは、薬草じゃなくて、これ、食べられる葉っぱなんです」

「出たよこの葉っぱ女」

　ロウガがまた言う。ノノが目を向けると──びくう、と、頭をかばった。

「ねえ。アルテミスちゃん。……シロちゃん。喚よんでいい？」

「いいんじゃないかしら。今日は特に冒険する予定もないですし」

「じゃ、喚んじゃいますねー」

「ま。待て！　そんな葉っぱ女よばわりしたぐらいで！　それはないだろ！　だろっ!?　葉っぱ女っ！」

　目を軽く閉じると、ノノは、つぶやきはじめた。

「──汝なんじ、シロ・ブランカよ。我の求めに応じ、彼方かなたより出いでよ……」

　椅い子すに座ったノノの近くに、幾重にも重なった円と十数本の直線によって構成される、幾何学模様が現れる。

　うわ。うわ。うわ。──これ！　魔法っ!?

「──おねがい！　助けて！」

『──わおーん！』

　円と直線の幾何学模様の中から、なにかが飛び出した。

　それは子犬くらいのサイズの──。

　じゃなくて──、本当に、それは子犬だった。

「うわあああぁ！　やめろ！　俺は犬アレルギーなんだ！」

「犬じゃないです！　シロちゃんはオオカミです！　やっちゃえ！　シロちゃん！　もふもふの刑！」

　子犬が「もふもふ」と、じゃれつく。

　ロウガが、わー、ひゃー、うぎゃー、と、大げさに悲鳴をあげる。

《わー。かわいー。こっちおいでー》












《あら可愛かわいらしい。こっちいらっしゃい》

「あれ？　どこいくのー？　シロちゃん？　まだロウガさん生きてるよー？」

「殺すな!!」

　シロと呼ばれた子犬？　仔こオオカミ？　──は、剣ちゃんと盾ちゃんに呼ばれて、そっちに駆けていった。

　二人の手でじゃらされているが、傍はた目めには、床にごろごろと転がって、一人遊びをしているようにしか見えないだろう。

「わたし。まだＬｖ１のテイマーなんで。仔オオカミを一日一回しか喚べないんですけど。でもシロちゃん可愛いですよねー。ねー？」

　ええと。イエスかノーで答えられる質問で、助かった。

　イエス。イエス。こくこく。

「──はぁぁ。うちの女どもはまったく凶暴だぜ。選択肢があったら、他のやつと組──いえっ！　なにも文句なんてないぜっ！　一緒に組めて光栄だなぁ！　あーははは！」

　ロウガは椅子を起こすと、どっかと座った。

「──ていう感じで。うちは前衛が足りてない。特にタンクがいないわけだ。──って。おま？　タンクって、わかる？」

　ノー。ノー。ぶんぶん。

「しおり、読めよ。もらったろ？　しおり？」

「よむ……、まえ……に、ここ、きた……から」

　ぼくはなんとか言葉を繫いでそう言った。

　もうすこし普通に話せるようになれるといいんだけど。

　剣ちゃんと、盾ちゃんと、オバちゃんたちと話すときには、ぜんぜん普通に話せているんだけど。

「あー、そっか。そうだっけ。わるいわるい。──タンクっていうのは、戦士とかナイトとかガーディアンとかパラディンとか、クルセイダーとか」

「どこの世界にＬｖ１のパーティに入ってくれる上位職がいるっていうのよ。それにクルセイダーなんて、この大陸で、ここ五十年、転職成功した人はいないっていう超上級職じゃない」

「守りの要となる職ジヨブが、俺たちには必要なんだ」

「このやわらか拳士が、もうすこし固ければ、兼任できたんだけど」

「拳士ってのは！　攻撃のプロなんだよ！　防御はしねーんだよ！」

「なので私たちと同じ、Ｌｖ１の戦士を探していたのよ。Ｌｖ１同士だったら対等だと思わない？　最近、冒険者のなり手って、少ないみたいで……。私たち、三週間も待っていたんだけど。冒険者登録をした新人は数人。そのなかで戦士は貴方あなた一人だけ」

　そういえばこの三人は、そのぐらい前から、この酒場によく見かけていた。

　そっか。ずっと仲間を探していたんだ。

「貴方にとっても悪い話ではないと思うの。貴方も冒険に出るなら仲間を探さなくてはならないはずだし。いまから空きのあるパーティを見つけるには時間もかかると思うし。それに戦士に欠員のあるパーティが見つかったとしても、Ｌｖ１だと、入れてくれないこともあるかもしれないわよね。……だけど、うちなら即採用。……人柄も、うちのやわらか拳士よりは良さそうだし」

「柔らか、言うな」

「ノノは？」

「えっ？　あっ──シロちゃんが懐なついているので、いい人だと思いますー」

　いまオオカミの子犬は、ぼくの足元にじゃれついてきている。

　剣ちゃんと盾ちゃんも足元でじゃれあっている。

「俺は男が増えるなら大歓迎だっ。これで多数決を取られても対等に持ちこめる。──ま。可愛い女の子だったら、そっちでもよかったんだがなーっ！」

「最低」

「あのロウガさん？　そういうことは、思っても、あまり口に出さないほうがいいと思いますよ？」

「え？　なんで？　どこがだめだった？」

「存在全部」

「あ。わからないんでしたら……、いいです」

　なんだかぼくのことを、すごく買ってくれているみたいなんだけど……。

　でもぼくには、自分にそんな価値があるとは思えなかった。

　だいたい、〝試験〟だって、なんかあっけなく終わってしまったし……。

「ぼく……は、つよ…く、ない……けど」

　ぼくはそう言ってみた。

　これで伝わる？　もっといっぱいしゃべれないと、だめ？

「ゴリアテ師から、一本、取ったんでしょう？　ほんの数分で。──あれ、ここ何週間かの、最短記録よ？」

「そう！　そうです！　みんな苦労してるんですよ。戦闘職の人」

「こいつ。この〝攻撃〟が専門の、このやわらか拳士。一時間もかかっていたわよね」

「ふっ……。俺の奥義を、まさか見せることになったとはな……」

「しかも。一本取ったその方法ってのが、〝死んだふり〟なのよね。……心配して近づいてきたゴリアテ師に──」

「どのような勝ちかたであれ！　勝ちは勝ちだ！　やつの甘さが敗北の原因だ！」

「はいはい。……言ってなさい。もう止めてあげないから」

　アルテミスとノノは、いーっ、とロウガに舌を突き出してから、ぼくに向いた。

　二人の並ぶ顔の両隣に、剣ちゃんと盾ちゃんの顔が並んでいる。いまの「いーっ」って顔を真ま似ねしている。

「てなわけで。あまり心配しなくていいから。このへっぽこは、言うまでもなくへっぽこだし。かく言う私も、Ｌｖ１で──あと、さっき聞いてたでしょ？　攻撃と回復と両系統の魔法は使えるんだけど、専門のウィッチには威力と種類で及ばないし。プリーストほど強い回復ができるわけじゃないの。どっちつかずっていうか、器用貧乏っていうか、……ああもう、私、自分でなに言ってんだろ。──つまり、認めたくはないけど、私も〝へっぽこ〟なわけなのよ」

「やーい、へっぽこー、へっぽこー」

「わたしも──。シロちゃんはまだ子供ですし。一日一回しか喚べないんです。Ｌｖが上がればシロちゃんが大きくなって回数も増えますけど」

「へっぽこー、へっぽこー」

「うそ！　大きくなっちゃうの!?　シロちゃんそのままのほうがいい！」
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　アルテミスが叫んだ。

　皆の視線が集まっているのに気づいて──はっと我に返って、おほん、と咳せき払ばらいをひとつ。

　そしてやわらか拳士は、二人からガン無視を食らっている。

「だから。へっぽこ同士。……やっていきましょう？」

　アルテミスのよく整った顔に、微笑が浮かぶ。

　彼女はぼくを見ていた。ノノも見ている。ロウガも見ている。

　三人とも笑っている。

　ぼくは、人に笑顔を向けてもらったことは……。これで何度目だったろう？

　剣ちゃん盾ちゃんには、いつも笑顔をもらっている。

　でも〝人〟からもらうのは、ひょっとしたら、これがはじめてかも……？

　さっきエミリィにも笑顔をもらったけど、あれはどうも、営業スマイルな気がしてならない。

　でも皆の笑顔は、本当の笑顔のように思えた。

　けれどぼくは、迷っていた。

　いまは戦士が必要だから、笑いかけてくれているのだろうけど。そのうちきっと、ぼくを嫌う。

　きっとそうなると、ぼくは思っている。

　ぼくが迷った顔を続けていると──。

「あっ……、そうね。そうよね。いきなり返事をくれっていわれたって、困るわよね。ゆっくり考える時間も必要よね」

　アルテミスがそう言った。

「んだよ。即答しろよ。返事は、はいかイエスにしろよ」

　どすっと、アルテミスの肘鉄が、ロウガのみぞおちのいいところに決まる。ロウガはおなかを抱えてテーブルに突っ伏した。

「返事は、いますぐじゃなくていいから。じっくり考えてからでいいから」

　アルテミスはそう言ってくれた。

　正直、ぼくは、ほっとしていた。

　どうすればいいのか。うちに帰って、よく考えてみよう。





step.15　剣ちゃん盾ちゃんオバちゃんと相談してみた






《ふぅん。あんたはつまり、怖いのかい》

　家に帰って、相談してみた。剣ちゃん盾ちゃんオバちゃんを並べて、その前に座って、自分でもはっきりしない気持ちを打ち明けてみた。

　オバちゃんは、ぼくの言葉をじっくり聞いたうえで、そう言ったのだった。

「そっか……。そうなんだ」

　ぼくは納得した。

　冒険者になるために冒険者ギルドに行った。冒険者になることができた。それだけでなくて、仲間になってくれと言われた。

　とんとん拍子に物事が進んでいったのに、なぜ、その場で返事ができなかったのか。

　それは、ぼくが、怖かったからだ。

　人と関わること。

　仲間を持つこと。

　それが怖かった。

　剣ちゃんと盾ちゃん、あとオバちゃんは、友達？　仲間？　家族みたいなものだと、ぼくは思っている。でもそれは彼女たちが〝物アイテム〟だからだ。人間の仲間なんて、持ったことがない。二度の人生のなかで、一度もない。

「剣ちゃんは……、どうしたらいいと思う？」

　ぼくはそう聞いてみた。

　床に置かれた剣ちゃんの上に、人の姿が浮かびあがって──。その彼女は、きょとんと小首を傾かしげていた。

《うん？　あたしの意見？　やってやってー》

　剣ちゃんは気楽な感じにそう言った。

《あの人たちと、ぱーてぃ？　とかいうの組めば、冒険に行けるんでしょ？　ぶった斬れるんでしょ？　そうなんでしょ？》

「うん。そう」

　ぼくはうなずいてあげた。そこに関しては、

《あたし。あるじの敵、ぜーんぶ、ぶった斬ってやるから。信じて》

「うん。信じてる」

　けど問題はそこじゃなくて……。

　剣ちゃんには、これは、ちょっと難しい問題だったようだ。

「盾ちゃんは、どう思う？」

　こんどは盾ちゃんに話を振った。こういう話は、盾ちゃんのほうがわかってくれると思う。

《あの人間さんたち。いい人のように思いましたけど》

「ぼくも……、そう思った」

　ぼくがうまくしゃべれずにいても、ずっと待ってくれていた。急せかしたりしなかったし、イラついたりもしていないようだった。

　人の前に出ると、ぼくはいつも、うまくしゃべれなくなってしまう。剣ちゃん盾ちゃん、あとオバちゃん、道端の石ころ──〝物アイテム〟たちと話す時には、ぜんぜん平気なのだけど。

　ぼくはいつも、人と関わるたびに苦しい思いをしてきた。

　前の人生では、たくさん、何回も繰り返された。

　こっちの人生では、一度もないのだけど。誰とも関わらないようにしてきたからだけど……。

《ぼうや》

　オバちゃんが言った。

《オバちゃんはね。心配してたのさ。ずっと一人のあんたのことをさ。……ほら。人間さんたちって、いつも群れているものじゃないか。酒場にやって来る連中だって、一人で飲むやつは滅めつ多たにいなくて、だいたい仲間同士で一緒にいるしね》

　オバちゃんは、長年、酒場の樽たるをやってきていただけあって、経験豊富だ。ぼくなんかよりも、よっぽど、色々なものを見聞きしている。

「ぼく。どうしたらいかな」

《怖いんだろ》

「うん」

　ぼくはうなずいた。

《でもやってみたいと思ってるんだろ》

「うん」

　ぼくはまたうなずいた。

　はじめは純粋に、剣ちゃん盾ちゃんのためだった。

　冒険者になるための試験を受けて、試験官の人に認めてもらったり、戦士が必要だと言われて誘われたりして、本当をいうと、ちょっぴり嬉しかった。

　自分でも、冒険者をやってみたいと思った。ちょっぴりだけど。

《じゃあ、やってみればいいさね》

　オバちゃんは、そう言った。

「オバちゃん……」

　背中を押してもらえた気分だ。

《嫌なことがあったら、すぐこの部屋に戻ってきていいんだよ》

　オバちゃんはそうも言ってくれた。

「うん……。うん……」

　ぼくはうなずいた。何度も何度も。

　盾ちゃんは微笑ほほえんでうなずいてくれていた。

　剣ちゃんは、ぽかんとした顔でぼくを見ていた。





　　　　◇






　翌日の昼。ぼくは例の酒場に行った。

　アルテミスとノノとロウガと、あとおまけでシロちゃんにも、自分の口で、「仲間に入れてください」と、きちんと言った。

　そうして、ぼくの冒険者生活がはじまった。




















Ａｃｔ３　ぼくと仲間のこぢんまりとした冒険




step.16　冒険計画という名の作戦会議のこぢんまりとした一部始終






　いつもの酒場。いつもの昼すぎ。

　ぼくらは冒険のための「作戦会議」をやっていた。

「冒険者には決まった仕事というものはないけれど。〝探索〟と〝討とう伐ばつ〟と〝護衛〟と、この三つが、おもな仕事といわれているわ」

《ふんふん。この娘って。頭いいのねー》

　剣ちゃんが感心している。理路整然と話すアルテミスはたしかに理知的な感じがする。

　そりゃ魔法使い──〝賢者〟だしね。賢者って呼ぶと、なんでか嫌がるので、「魔法使い」と呼ぶのが、うちのパーティの暗黙の了解だ。

〝うちのパーティ〟とか、普通に言えちゃっているぼくは、なんかすごい。〝ぼくのトモダチ〟とか言っちゃうのと同じぐらいすごい。

　ただ、パーティの〝仲間〟であることは、いま「パーティの今後」の作戦会議に出席していることでも明らかだけど……。

〝トモダチ〟といえるのかどうかは自信ない。

　そもそも〝トモダチ〟なんて持ったことがないから、どういう状態が〝トモダチ〟であるのか、そもそも知らない。

「その三つのほかにも、密偵スカウト、人捜しマンサーチヤーの仕事なんてのもあるけど。それをするにはそれなりの人員が必要だから、私たちのパーティには向いてないわね」

《ふむふむ。ふんふん。──なんかすごい本格的ね！》

　剣ちゃんは身を乗り出して聞いている。いちばん熱心に聞いているのが、剣ちゃんかもしれない。

　盾ちゃんのほうは、テーブルの下で仔こオオカミをあやしている。

「おいおい。レムル。おまえ。もっともらしい話にだまされてるぞー」

　ロウガが言う。鼻毛を抜いて、ふっ、と吹く。

「ロウガ。あなたは黙ってて。あなたが話すと、ややこしくなるんだから」

　アルテミスは、すごい嫌なものを見る感じで、ロウガに言った。

「その密偵スカウトっていうのはー。浮気調査のことなー。んでもって人捜しマンサーチヤーっていうご大層な名前の仕事は、迷子のペット捜しなー」

「シロちゃん役に立ったよねー」

「ワン！」

　ノノが言うと、テーブルの下のシロは尻尾しつぽを振って、嬉うれしそうに吠ほえた。

　オオカミってワンって鳴いたっけ？

「あとドブさらいと、引っ越しの手伝いと、配達っていうのも、あったっけー」

　へー。色々な仕事がもらえるんだ。すごいなー。

　とか、思っているのはぼくだけで……。

　盾ちゃん剣ちゃんは、その話を聞いて、なんか石像みたいな顔になっている。

《それ……、剣、いらなくなくね？》

《盾……、なくてもよろしいのでは？》

「だってしょうがないでしょう！　これまでは戦士がいなかったんだし！」

　樫かしの木の杖つえを手にして、アルテミスはぷるぷるとしている。

　ロウガは反射的に頭をかばって身をすくめている。

　今回ロウガはぶたれるようなことをやっていない。鼻毛を吹いて、たぶん事実？　と思われることを言っただけ。

　だからアルテミスも樫の木で「ごっちーん」とやらないで終わった。

「迷宮に潜ろうとするなら、それなりの準備ってものが必要でしょう。バランスの良いパーティ。綿密な計画。充実した装備。どれひとつでも欠けた状態で挑むのは、自殺行為よ」

《装備！　装備！　はいここ！　剣ありまーす！》

《盾もここにおりますよ～》

「あの……、ぼく……は、戦士……だから。もう……、足りる……？」

　ぼくはそう言ってみた。

　ぼくがゆっくり、間違わないように発音するのを、みんなは辛抱強く待ってくれている。そのせいで、つっかえてしまうことも、言葉が出なくなってしまうこともなく、最後まで全部一度も間違えずに、言い切ることができた。

　皆にはカタコト戦士と思われちゃっているような気がする。

　剣ちゃんや盾ちゃんやオバちゃんと話すときには、普通に話せているんだよ？　……でもみんなそんなの知らないしなー。

「う、うん。ば、バランス……は、いいわよね。戦士。やわらか拳士。回復もできる魔法使い。薬草タンクの動物使いテイマー。……と、まあ、四人パーティとしては、あらゆる事態に対処可能なバランスの良い組み合わせって言えるかも。……うん」

　あとなんだっけ……？　綿密な計画だっけ？　それをいまやっているところなわけで……。

「迷宮……、どこ……？　……行く？」

　ぼくはもう一度頑張って、そう聞いた。

〝探索〟と〝討伐〟と〝護衛〟と──。

〝密偵〟と〝人捜し〟と──。

〝ドブさらい〟と〝引っ越し〟と〝配達〟の仕事があると聞いた。

　その中で剣ちゃんと盾ちゃんが活躍できそうな仕事は、迷宮探索と、討伐と、護衛と、その三つだということは、ぼくにもわかる。

　護衛は、ただ護衛するだけで終わってしまって、まったく機会がないかもしれないので、探索と討伐の二つだ。

「あのねレムル。迷宮っていうのは危険な場所なのよ？　この近くにあるリムルアース大迷宮は、上層、中層、下層と、初級冒険者から上級冒険者まで、幅広く冒険の行える場所ではあるけれど、そのいちばん難易度の低いとされる上層でさえ、かなりの危険が待ち受けているわけ」

「じゃ……、討伐……、のほう」

「討伐なんてもっと危険でしょう。手を焼くような強いモンスターを退治する仕事なんだから。それこそ、腕に覚えのある冒険者が受けるべき仕事よ。私たちだと、５Ｌｖ──いいえ、10Ｌｖは早いわね」

「そう……、なんだ」

　なるほど。ぼくは納得した。

「じゃ……、探索……、で」

「わかる！　わかるぞレムル！」

　ロウガが僕の背中をばしばしと叩たたいてきた。

「おまえ、ナヨナヨしてるけど、やっぱ男だなー！　血湧わき肉躍る冒険が！　したいよなー！　あれだろ！　おまえも自分の力を試したいんだろ!?」

　べつにぼくが試したいわけではなくて──。剣ちゃん盾ちゃんに生きてる実感を持ってほしいだけなんだけど。

　そこを省略すると、まあその通りなので、ぼくはうなずいた。

「だろ！　だろ！　俺だって必殺技を試したい！」

「あんたの必殺技は〝死んだふり〟でしょう」

「ばかを言え。俺だって修行したんだ！　こんどのは凄いぞ！　名付けて──！　〝もっと死んだふり〟だっ！」

「やわらか拳士のあんたが、ちょっとピンチになると、とっとと死んだふりをして……！　敵が後衛である私たちに押し寄せてくるから！　だから危なっかしくて、迷宮なんて潜れないんでしょうが！」

「落ちつけ。落ちつけって。……な？　だから〝戦士〟を待っていたんだろ？」

《あー！　いいな、いいなー！　これ？　迷宮？　ってところに、もう潜っているってことだよねー？　いいなー！　あたしも斬りたーい！　斬る！　斬る斬る斬る！　斬るーっ！》

　剣ちゃんが言う。

《ふふ……ふふふっ。うふふふふふっ。お守りします。お守りしますよ。あるじさま》

　盾ちゃんは上機嫌だ。

「ねーねー？　他にも採集のお仕事とかは？　ギルドの掲示板に貼ってあったクエストがあったけど。薬草一山一〇Ｇ。毒消し草一山七Ｇ」

　ノノが言う。

　耳慣れない言葉がでてきた。

「ゴー…ルド？　……って？」

「ああ。公用通貨の単位よ。この街では昔ながらの銀貨も使われているけど。冒険者業界では、もうほとんどＧゴールドになっているわよ。一Ｇと、銀貨一枚とは、だいたい、同じぐらいの価値かしら」

　ぼくは一日銀貨一枚で暮らしている。内訳は家賃が一か月で銀貨二〇枚。パンには銀貨八枚。残りは貯金だ。

　だけど冒険者の稼ぎはすごい！

　薬草一山で、なんと、ぼくの一〇日分だ！

「でもあれ、仕事として、おいしくないでしょ？　野山をさんざん駆け回って、三人で八山くらい、採れるかどうかで……」

「そのうちの七山は、ノノが一人で採ってるけどな」

「えー、ちゃんと探せば、みんなもそのくらい採れるってー。ぜったい採れるよー」

「私たちだって、ちゃんとやってます。ノノみたいに薬草を見つける特別な目は持ってないの」

「薬草の子はね、光ってみえるの。ここにいるよー！　って、言ってきてるの」

「ほらね」

「収穫の少ない日は六〇Ｇってみるべきよね。平均してまあ七〇Ｇだとして、それを三人で割るならいいんだけど、これからは四人で割ることになるわけだし、レムルが一人増えても、たぶんノノ依存の収穫量は変わらないと仮定できるから……」

　アルテミスはノートを開いて、なにか計算をやっている。

　すごい。アルテミスは字が読み書きできるだけでなくて、なんと、計算もできる！

「ほら。一人あたま一五Ｇ。一日の収支が、だいぶ赤字になってしまうわけ」

　え？　一五Ｇ……で、赤字？

　一日に銀貨一五枚あって……、ぼくの半月分で……、足りないの？

　なぜ？

　ぼくの表情を、計算への疑念と受け取ってしまったのか、アルテミスはノートにさらさらと数字を書いてゆく。

　もちろん、ぼくには読めないけど。

「計算は、こうなのよ。これまでは三人で薬草採集をやって平均七〇Ｇでしょ。宿代が一日に二〇Ｇ×二部屋で四〇Ｇ。それに最低限の食事代が三人で三〇Ｇは必要だから、七〇Ｇあってもギリギリだったわけ。今後は宿代は変わらずで食費が一〇Ｇ増えると計算して、ちょうどぴったり一〇Ｇ足りなくなる計算ね」

　ノートの数字を見ていてもわからないが、聞いていたらわかった。

「俺にいい考えがある！」

　ロウガが言う。

「なによ？」

「いま男女別の部屋を取っているだろ？　それを一部屋にすれば！　なんと！　一〇Ｇが浮く！」

「却下」

　アルテミスが冷たく言った。

　ノノも最初は愛想笑いを浮かべていたが、しばらくしてから真顔になって、「やだ」とロウガに言った。

　ぼくの食費とか……。一日一〇Ｇもいらなくて、週に銀貨二枚……二Ｇもあれば充分なんだけどなぁ。

　あと宿になんて泊まる必要もないし。部屋があるから。

　狭いけど。一人が寝たらもういっぱいだけど。路地裏で寝るよりはすこしマシ、というだけのスペースだけど。

　みんなすごい豪華な生活をしているんだなぁ。……とか、ぼくはそう思った。

　きっと、ふかふかのベッドとかで、寝ているのかな？

　なんの仕事をするべきか。議論はその後も、あちこち各方面に紛ふん糾きゆうした。ぼくはあまり発言が得意でないので、ずっと聞いているだけだった。

　最後のほうでちょこっと発言したのと、あと最後の「評決」には参加した。

　冒険行きたい組が二名。

　それ以外の仕事（薬草摘つみ希望）組が一名。

　アルテミスは……、なぜか「保留」としていた。

　評決が割れると、また決まらないから、というのが、彼女の理由。

　よくわかんないけど。

　頭のいい子のすることだから、きっとぼくにはわからない理由なのだろう。

　ぼくたちは、冒険することが決まった。

　明日、迷宮に行く。





step.17　リムルアース迷宮①　～入り口前～






　迷宮の入り口までは、片道三十分ほど。

　すごく近い。

　というか……。

　もともと迷宮の入り口のほうが先にあって、その近くの川辺に人が集まるようになり、そのうち街になってしまった、という経緯があるっぽい。

　ぼくたちの街は、じつは冒険者の街だった。

　ぜんぜん知らなかった。毎日生きるのに必死だった。正確には、部屋から出ないでいることに必死だったほうだけど……。

　入り口は、自然の洞窟みたいに見えた。

　真っ暗で深い穴が開いている。どこまでも奥深く続いているような気がする。

「たいまつ──よし。火打ち石──よし。ロウソク──よし。ロープ──よし」

　洞窟の入り口前で、アルテミスが荷物を解いて、中身の確認をやっている。

　なにが必要なのか、ぼくにはよくわからない。だからアルテミスにみんな任せている。

　迷宮探索……というものは、「冒険者のしおり」を盾ちゃんに読んでもらったんだけど、じつのところ、よくわかっていない。

　体験してみていないことに想像をめぐらせるのは、ひどくむずかしい。

　いっぺんやってみたほうが早い。

「冒険のための作戦会議」でも、いざ冒険をすることに決まったあとで、どんな準備がいるだろうか、という話が、延々と続いていたので──。

「いっぺん行ってみたほうが、いいんじゃない？」と、ぼくは言った。

　アルテミスは、どうも一回で冒険を成功させるつもりみたいなんだけど……。だから用意周到に準備をしているのだけど……。

　ぼくは、そんなこと、起きるわけがないと思っている。

　準備はそれなりに大事だと思うけど。でもそれよりも大事なことは、いっぺんやってみて、どんなことなのか実感が持てるようになることだと……。

「袋、大中小セット──よし。保存食は……。今回は様子見だから必要はないんだけど。いちおう念のため三日分──よし。水も──よし」

　アルテミスはすべてを指差し確認。ようやく全部完了。

「おま。几き帳ちよう面めんすぎ。出かけるときにも点検していたろ」

「誰かさんがこっそり道中で食べて食糧を減らしたりしなければ、私だって、二度も三度もやったりしないんですけどね」

「だ、誰だろうなぁ～」

　ロウガは鳴らない口笛を、ぷー、すー、と吹いている。

「ノノー、葉っぱ拾いもいいけど。出発準備の確認。ちゃんとやってくれる？」

「あー、はーい！　ごめんなさーい」

　洞窟脇の茂みから、ノノが駆け戻ってくる。

「これ、これ──。役に立つ葉っぱ見つけたんですよ。これ──麻ま痺ひが治る葉っぱでー」

　葉っぱがまた増えた。じつはこの迷宮までの道すがらでも、葉っぱはいくつも増えていた。

　ノノは薬草カバンを開けて、薬草の数と種類を確認。

　それぞれの種類ごとに、いち、にい、さん、たくさん──と数えて、終了。

　アルテミスより圧倒的に早く終わった。

　そのあいだにロウガは準備体操をやっていた。

「よし！　出てこいモンスター！　俺の必殺技をおみまいしてやるぜ！」

「死んだふり、滅めつ多たなことでは使うんじゃないわよ？　戦士のレムルに負担が行くんだから」

「死んだふりをして油断をさせたあとで、背後から襲うまでが必殺技だ！　一人じゃそこまでコンボが繫つながらなかっただけだ！」

「レムル。……準備運動もほどほどにね。本番のときに疲れちゃってたら、元も子もないから」

「え？　あ……。うん……」

　ぼくは剣ちゃん盾ちゃんを振って、いつもの型をやっていた。

　二人が──とくに剣ちゃんが、エキサイトしちゃってしょうがないので、そうしていないと落ち着いてくれない。

　でもなんか止められたっぽいので、やめておく。

　朝から晩までやっていたことだから、数分やそこらで、疲れたりはしないんだけども……。

　一通り確認が終わったあとで、アルテミスは、ぼくたちに言った。

「迷宮内は、全一〇階層に分かれているわ。まあ私たちには当面関係がないけれど。今日は一階にしか行かないし。入り口近辺を少し回るだけ。夕方前には帰るから」

「でも……、食糧……、三日分？」

　ぼくは聞いてみた。さっき指差し確認で、食糧は四人で三日分って、そう言ってた。

「もしものときのためよ。迷って出られなくなって、餓死……とか、嫌でしょう？」

「餓死……」

　それは嫌な死にかただなぁ。

　引きこもりをしていると、このまま餓死しちゃうのかぁ、と思うことがある。けっこうある。だからよく知ってる。

「さて。じゃあ準備はいいなーっ！　入るぞ！　入るぞー！　うおー！」

「待って」

　逸はやるロウガを、アルテミスが止める。

「いちばん重要なことを、まだ決めてないわ」

「なんだよ？　はやく決めようぜ？　なんだか知らないけど」

「リーダーが誰なのか、それを決めておかないと」

　え？　という顔を、皆がした。

　まじまじと、アルテミスを見返す。

　え？　君じゃなかったの？　──という顔だ。

「え？　私？　いえいえいえ！　私！　そんな柄じゃないから！」

「おまえ。あれだけ仕切っていて、いまさらリーダーじゃないとか言われても……」

「だから私、そんなんじゃないっていうの。せいぜい参謀とか学級委員長とか、そんな役目ならともかく、ぜったいリーダーじゃないから」

〝がっきゅういいんちょう〟って──、なんだろう？

「よし。じゃあリーダーは俺だ！」

　ロウガがそう言ったが、女の子二人は華麗にスルーして──。

「でもわたしもー、そういうのとはー、違うと思うし」

　ノノが言う。

「テイマーっていうのは、動物に対してリーダーシップを持つ存在ではないのかしら？」

「わたし、向いてないと思うんですよう……」

「ノノ。人はね。リーダーに生まれてくるんじゃないの。リーダーになるのよ」

「だったらアルテミスちゃんがなってもいいんじゃない？」

「うっ……、墓穴ほったわ」

《ねえ。なんの話ーっ？》

　ぽわっと姿を現した剣ちゃんが、首を傾かしげている。

　剣ちゃんは「はやく斬りたーい！　早く行こう！」って感じ。ロウガとおんなじタイプ。

「リーダーっていっても、戦闘とかになったとき、戦うのか撤退するのか、そういう合図を出す役ってことよ？　とっさの判断をする人を、一人に決めておこうっていう話。時間があるときの相談なら、皆ですればいいでしょ」

「戦闘リーダーか！　じゃあやっぱり俺で決まりだなっ！」

　ロウガが言う。皆はなかったかのように話を続ける。

「だいたい私、魔法を唱えなければならないし。呪文の詠唱中に、『みんな！　撤退して！』とか叫ぶの？　暴発しちゃうわよ」

　戦闘のリーダーは誰に決まるんだろう。──と、ぼくは結論が出るのを待っていた。

　そしたら、いつのまにか、皆の視線はぼくに集まっていた。

「レムルくん……、戦士だから、口は自由ですよね？　戦闘中でも？」

　ノノが言う。

「え……？」

　まさかぼくなんかに矛先が向くとは思わなかったので、ぼくは、びっくりした。

「いちばん前面で戦うのが、レムルなのだから。敵が強いか弱いか、いちばんわかるのも、あなたってことよね？」

「え……？」

　アルテミスなら、きっと、ぼくは向いてない、と、そう言ってくれると思っていた。

　それなのに、なんだか──薦められちゃっている？

「そういえば俺も死んだふりで忙しいかもしれないからな。しゃべったらバレちゃうしな。レムル。おまえが適任なのかもしれないな」

　ロウガまでそう言う。

　死んだふりをする気、まんまんだね。

「えと……、逃げる……、合図？」

　ぼくは、聞いてみた。

　ちゃんとした文章として言えなくて、カタコトになってしまうのが、自分でももどかしい。オバちゃんや剣ちゃんや盾ちゃんたちと話すように、普通に話せるようになる日は、くるのだろうか……？

「そ。私たち、一緒に戦ったことだってないんだし。お互いがなにをやれるかだってよく知らないんだし。だから戦闘の指揮なんていったって無理があるのよ。だから逃げる合図だけでいいと思う」

《あるじ！　逃げる必要なんてないんだから！　あたしがみんな、やっつけてやるから！》

《あるじさま？　逃げるタイミングくらいだったら、わたしでも、お手伝いできると思いますよ》

　なんだか知らないけど。ぼくは〝リーダー〟になってしまった。

　きちんとできるかな？　だいじょうぶかな？

　さあ！　いよいよ！　ダンジョンに突入だ！





step.18　リムルアース迷宮②　～地図をつけよう～






　洞窟を入ってしばらくゆくと、周囲が自然物から、急に人工物っぽくなった。

　石畳に石組みの壁。

　壁にはところどころ、たいまつ？　……じゃないと思うんだけど、先端の光っている棒が取り付けられていた。

　明かりがなくても通路はそれなりに見通せる。目が慣れればもっとよく見えるようになるかと。

　たいまつ、いらなかったね。

　という目を、アルテミスに向けると──。

「し、しかたないじゃない。私だって、入ったことないんだし──。中がこんなふうになっているなんて、しおりにも書いてなかったし」

　べつに責めているわけじゃないんだけど。ローブの裾をしわくちゃにしている。

　地下一階から三階までは、初心者向けのフロアだって、エミリィさんも言っていた。それで整備済みになっているのかもしれない。

　壁に据えてある、たいまつ？　──みたいなやつも、よく見ると、冒険者ギルドの印が刻まれている。

「なんか。がらんとしてるなー。なんの気配もないなー。ここ本当に迷宮かよ？　敵、どこだー、敵」

「ばかね。モンスターには出会わないに越したことないでしょ。だいたいまだ入ったばかりだし。入り口付近でいきなり遭遇エンカウントとか、どんな危険地帯よ」

「危険が俺を呼んでいる」

　ロウガがそう言う。言葉だけだと、とても頼もしく見える。

　でも必殺技は「死んだフリ」。

「いいこと？　間違えないでね。私たちの目的は〝探索〟よ。なにかお金になりそうなものを持ち帰るのが目的で、交戦するのが目的ではないわ」

「でもモンスターを倒せばドロップするんだろ。ドロップ品は、高く売れるだろ」

「それは、そうだけど……」

「モンスターと戦わないと、Ｌｖアップしないだろ。お宝を持ち帰ったって、金にはなるかもしれないけど、俺たちずっとＬｖ１のままだろ？」

「それも、そうなんだけど……」

　アルテミスは戦いたくないみたい。

　でもごめん。ぼくは戦うために来ているんだよね。戦うため「だけ」に来ているといっても過言じゃない。

　剣ちゃんも盾ちゃんもすごくやる気。

　今日は本当の〝実戦〟になるかもしれない。

　無理はしないし。強いと思ったらすぐに逃げる合図を出すつもりだし。生きてお家に帰るまでが冒険だと思っているし。

　でも「戦う」ために来ているのは、間違いがない。

「あ。待って。分かれ道」

　道が十字路になっていた。前と右と左の三択だ。

「右かしら。右手法っていうし」

「左がなんとなく好きー」

「男はまっすぐに決まってる」

　意見が完かん璧ぺきに分かれた。

　えーと。……ということは？

「え……？　ぼ、ぼく……？」

　ぼくの入れる一票で、進む方向が決まってしまうっぽい。

　リーダーが決めるんじゃなくて、時間があったらみんなで話しあって決めるという話だったけど。

　これ、ぼくが決めているのと、同じなのでは？

　剣ちゃんと盾ちゃんにも聞いてみた。

《敵のいるほう！》

《敵がいるほうが素敵だと思いますわ》

　話にならない。

　ぼくは盾ちゃんの裏側に、十字を一個書いた。そこから線を右に伸ばしていった。

「じゃ……じゃあ……、右、で……」

　アルテミスが「右手法」とか言っていた。理由を言ってくれていたのが彼女だった。

　なんでも、知らない迷宮では、右か左、どちらかの壁を、ずっと伝ってゆけば、遠回りにはなるものの、そのうちに全部を回れてしまうのだという。〝冒険者のしおり〟にそう書いてあった。

　その後、ぼくたちは分岐がくるごとに、「右手法」で進んでいった。盾ちゃんの裏側の印もそのたびに増えていった。

「やっぱり。ちょっと違っているわよね」

　アルテミスが〝冒険者のしおり〟を取り出して、眺めている。ぶつぶつとつぶやいている。

　そこには迷宮一階の案内図が載っているのだが、その地図の下には、「ユルムの月第一三日版──とあって、これは三か月前の日付だ。

　なぜかダンジョンは、その形が変わってゆくのだという。

　一年前の地図は、まるで別物で、まったく役に立たず。三か月前の地図も、もうあてにならない。

「ねえ？　誰か地図書いてくれてる？」

　アルテミスが言う。

　え？　という顔を、皆がした。

　まじまじと、アルテミスを見返す。

「え？　私？　なんで私？　いつ私に決まってたの？」

「いや。そういう几帳面なのは、絶対、おまえかと……」

「あ、あの……、ぼ、ぼく……」

　ぼくは盾ちゃんの裏側を見せた。

　地図……、っていうのも、おこがましいけど。十字路かＴ字路か直角か、それぞれの分岐や角からの距離も、壁の明かりの個数で書いてある。明かりはだいたい等間隔なので距離のかわりに使えると思った。

〝字〟はまだまだ勉強中のぼくだったが、〝数字〟だけは覚えた。十種類しかないので、覚えるのはすぐだった。

「すごい！　レムル！　あなたやるじゃない！」

「すごいですー、すごいですー。ははぁ、なるほどー。明かりの数で距離を測っているんですねー」

　アルテミスが褒めてくれる。

　ノノも褒めてくれた。

　ぼくは自分が心配だったから、印を付けていただけなんだけど。

　はぐれたら入り口まで戻れるか自信なかったんで……。

《あるじー、褒められたねー。なんだかよくわかんないけど、あるじ、すごい？　やったー！》

《さすがです。あるじさま》

　剣ちゃんと盾ちゃんも喜んでくれている。よくわかっていないのが、剣ちゃんらしい。

「おまえ。几帳面なやつだなー。女みたいだなー」

　ロウガ。いまそれ、全世界の女の子を敵に回したよ？　いまここにいる二人も、なんか嫌なものでも見るような目を、一瞬向けたよ？　うちの二人も、すごい嫌な感じに舌打ちしてたよ？




　ぼくたちの迷宮探索は続いている。

　まだぜんぜん「敵」には遭遇していない。





step.19　リムルアース迷宮③　～はじめての罠わな～






　ぼくたちはダンジョンの中を進んでいた。

　見える光景に変化はないけど、盾ちゃんの裏側に書きこんだ地図は、けっこう大きくなってきていた。だいぶ回ったことになる。

　地図を書きこむ場所がなくなってしまった。もっと通路を右に伸ばしたいのに、盾ちゃんの端まで来てしまった。

　困ったな。

《あるじさま。余白が必要ですか？》

　盾ちゃんが言った。これまで書いた部分が、ずずっと動いていって、余白が生まれた。

《こういうこともできますよ》

　いままでの部分が消えて、まっさらになった。「二」と隅に書かれている。

　なんと！　二ページ目があらわれた！

《うふふっ……、こんなこともできますわ》

　さっき書いていた一階の地図がまた現れた。大きくなったり小さくなったりした。

　なんと！　縮尺が変わった！

《なによそのくらい。あたしだってできる……と、思うわよ》

　剣ちゃんの体はスリムだから、書く場所ないよね。

「どうしたの？　立ち止まって？」

　アルテミスたちが立ち止まって、ぼくを見ている。

「あ……、いや、だいじょ……ぶ。書く……とこ、できた……から」

　ぼくは説明した。いつもながら説明に苦労する。

　でもみんなはぼくがゆっくりと話すあいだ、急せかしたりしないで待っていてくれる。イラついたりもしないし、もちろん、早く言えなんて怒鳴ったりもしない。

　本当はもっとちゃんと話せるんだけど。オバちゃんや剣ちゃん盾ちゃんと話しているときには、普通にみんなみたいに話せているわけだけど。

　きっと、ぼくはそういう人だと思われているんだろうな。

　本当はちがうんだけど。そうじゃないんだけど。

　でもありのままを、そのまま受け入れられるということは、なんだかとても、すごいことだと思った。

　ぼくが「話すのが苦手な人」でも、みんなは受け入れてくれるんだ。

　新しくできた余白にマップを書きこんで、ぼくが歩き出そうとした──その時だった。

《あぶないよー》

　え？　なにか声が聞こえた。ぼくは歩きかけた足を、また止めた。

「また、どうしたの？」

　アルテミスたちが怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

　剣ちゃん盾ちゃんの声とも違う。ほかの〝声〟が、さっきたしかに聞こえた。

（ねえ……、聞こえた？）

　ぼくは盾ちゃんに言った。口くち許もとを隠すようにして、皆からはわからないぐらいの小声で聞く。

《なにか〝声〟がしましたわね？》

《うん。なんか聞こえたねー》

　やっぱり。ぼくの錯覚ではなかったらしい。

　ぼくは皆に「しいーっ……」と仕草で合図すると、皆の立っている場所の、すこし先まで行ってみた。

《ニンゲンさん、あぶないよー》

　たしかに声が聞こえてくる。

　もう少し先。何メートルか前方から、声は聞こえてくるようだ。

　ぼくは、思いきって、話しかけてみることにした。

「ねえどこにいるの？　きみはだれ？」

《石ーっ》《石だよー》《みんな石ーっ》《足元ーっ》

　返事が返ってくる。いくつもあった。
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「なにがあぶないの？　教えてくれる？」

　相手はたぶん「床石」──。ぼくは彼らに話しかけた。

「ねえレムルどうしちゃったの？　誰と話しているの？」

「レムルくん、普通に話せたんだー」

「なんだなんだ？　あいつ？　おかしくなっちゃったのか？」

　皆が言う。ぼくのことを変なふうに思ってる。

　でも「危険」を知らせてくれる床石さんたちと話すことが先だった。

《いつも見てるのー》《ぼくたち見てるよー》《そこ歩くと、ニンゲンさんたち》《痛いよー》《ぐさって》《いくよー》《いくのー》

「罠わな？」

「え？　罠？　──どこ？」

「ええっ？　罠ですかっ！　どどど、どこですかっ!?」

「えー？　なんもないぞー？　レムル。おまえ、間違えてんじゃないのかー？」

　ぼくが言うと、皆が口々にそう言ってくる。

「きみは……、罠？」

　ぼくは壁の一角に見当をつけて、声をかけてみた。

《うむ。我は罠なり。獲物を串刺しにするものなり。そこのニンゲン。もう三歩、前に出よ》

「いやだよ。串刺しになっちゃう」

　ぼくは皆に振り返った。

「たぶんあそこから、槍やりかなにかが飛び出してくる」

「槍!?　……なんでそんなのわかったの？」

「いや、まあその……、なんとなく」

　ぼくは言葉を濁した。説明したら、信じてもらえるかなと思った。

「さっきのひとりごとって、罠を探すときの儀式とか、なにかですかー？」

　ノノがなにか素敵な誤解をしてくれている。そのままにしておこうと思って、ぼくは曖あい昧まいにうなずいた。

「うん、まあ……そんな感じ」

「じゃあ、どこから槍が飛び出してくるのかわかれば、危険はないな。おいノノ。シロのやつ喚よべよ。あいつに行かせて、罠の場所、確認しようぜ」

「ねえそれ。もし本気で言ってるんだったら、すっごい軽けい蔑べつするよ？」

　ノノが言う。

　いつもニコニコしている彼女だが、いまは顔から笑みが消えて──ロウガを見ている。

「ええええっ!?　だってあいつ、消えたって、また出てくるだろ!?　なんでだめなの！　なんでなんだ！　おいちょっ──!?　やめろ！　人でなしを見るような目で、俺を見るなーっ！」

「あんたが行けば？　ほら得意の死んだふりで」

「ば──ばかっ！　槍に刺されたら死ぬ！　ほんとに死ぬ！　──うわあぁ！　押すなよ！　押すなよ！　ぜったい押すなよ!?　押すなよ!?」

　聞いてみたら、罠は床石さんたちがスイッチになっているとわかった。

　三人の荷物を合わせたら、人、一人分くらいの重さになったので、床石さんたちの上に置いてみた。

　すると──。

　──がしゃん!!

　左右からすごい勢いで、何本もの槍が突き出してきた。

　槍ブスマだ。

　気づかずに通っていたら……、死んでた。

　こわい……。

「やだ……。このしおり、間違ってる……。一階の罠はほとんど撤去済み、って、そう書いてあるのに……」

　アルテミスが青い顔になって、しおりを見つめている。

「ほとんど、っていうことは、いくつかは残っているってことだよね。これからは注意しないと。ぼくが先頭を歩くよ」

　ぼくは皆に言った。

　皆はきょとんとした顔で、ぼくを見ている。

　あれ？　だめだった？　それがいちばんいいと思ったんだけど。

　ぼくなら〝物アイテム〟と話せるし……。

　あとなんとなくわかるようになってきたんだけど。ただの床石と、話をしてくれる床石と、あと壁に埋まってる罠さんと──。よく目を凝こらせば、他の石や壁とちがって、ぼんやりと光っているように見える。

　もちろん本当に光っているわけではなくて、「あ、なんか話が通じそう」っていう感じが、そんなふうに見えている。

　罠さんは人を罠にかけるのがお仕事だから、「あぶないよ」なんて警告してくれないだろうけど。でも罠さんの場所は見分けられると思う。そして面と向かって話しかければ、罠さんは、自分がなんの罠であるのか、意外とあっさり打ち明けてくれる気がする。

　教えちゃったら罠を避けられるとか、そういう悪知恵はないんだよね。〝物アイテム〟たちはシンプルなので、噓うそついたり隠したりはしない。みんな正直者。

　騙だましたりするのは「人間」だけ……。

「ぼくなら盾もあるし、万一、罠を見つけ損なっても、みんなよりは無事だと思うんだ。ほら。アルテミスはローブだし、ロウガは道着だし、ノノも手足出てるし」

　ぼくはもうすこし説明してみた。

　みんなは……、というと。

「すごい……。レムルがいっぱいしゃべってる……」

「え？」

「レムルさん。普通に話せたんですねー」

「え？」

「なにおまえ？　これまでのはキャラ作りだったのか？」
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　ぼくは、かーっと、真っ赤になった。

〝物アイテム〟と話したあとだったから、つい流れで、いっぱいしゃべってしまった。

　いや……、それでいいんだけど。普通に話せたほうがいいんだけど。

「ぼ、ぼく……、盾……、あるし……」

「ああっ。戻っちゃった」

「わ、罠……、見つけ──」

「レムルさん。無理しなくていいですよう。ちゃんと伝わってます」

「おま。面倒くさいから。そのキャラ作りやめろって」

　意識したら、また元に戻ってしまった。

　アルテミスとノノは、優しい。だいじょうぶだよ、という顔で、ぼくを見つめてくれている。

　ロウガはちょっと優しくない。なにか誤解している。

　キャラ作り？　……って、どういう意味なんだろ？




　ぼくたちは迷宮を攻略中。

　罠……は、あまり怖くない。





step.20　リムルアース迷宮④　～隠し部屋～






　ぼくたちは迷宮の中を進んでいた。

「しかし……、なんも出ねえなー、このダンジョン」

　ロウガが言う。

「いいことでしょう。モンスターと戦うのが冒険者の仕事ではないわけ。財宝を持ち帰るのが、冒険者の仕事よ。戦いが起きないなら、それにこしたことはないでしょう」

　アルテミスが言う。

「そういえば……、エミリィさんが言ってましたよ。なんだか最近、大絶滅？　──とかがあったらしくて、それでモンスターが、一回、根こそぎになって……すごく減っちゃったって」

「大絶滅？　なにそれ？」

「さあ……。詳しくは知らないですけど。なんか？　……とっても強い人？　が来て、このダンジョン中のモンスターを、根こそぎにしていっちゃったとか？」

「そんなことできるわけがないでしょう。強いって、それ、どれだけの強さなのよ？　パーティなのか個人なのかはわからないけど。人が迷宮生態系の大絶滅なんて起こせるわけがないでしょう」

「わたしも聞いて、うっそだー、と思ったんですけど……。でもこの感じからすると、ほんとなのかなー、と思ったり？」

　皆が世間話をしている。

　ぼくは前方に注意を向けつつ、マップを書き足しつつ──。通路を進んでいた。

　マップはだいたい埋まってきた……と、思う。

　盾ちゃんの内側を上下にスクロールさせて見ていっても、通っていない部分は、なさそうだ。

　二階に下りる階段も見つけてある。もちろん、下りていってはいないけど。

「いま。どのあたり？　……どんな具合？」

　全景が入るようにして見ていると、アルテミスが地図を覗のぞきこんできた。

　ぼくが盾ちゃんの裏側を見るには、腕を掲げれば済むんだけど。彼女がそれを見るためには、ぼくの腕の内側に入りこむ必要があって──。

　ぼくとアルテミスの体は、ほとんど、くっついた。

　女の子がこんな、体温を感じるくらい近くに来たことなんて、はじめてで──。

　ぎょっとして、びっくりして、そしてぼくは動どう悸きが速くなってしまった。

「この地図。なにか変なのよね」

　なんだかいいにおいがする。

　剣ちゃん盾ちゃんとは、こんな距離になるのはしょっちゅうだけど。それどころか、よく重なり合ってたりするんだけど。

　でも二人は、生身じゃないから、においなんてしないから……。

「ね？　聞いてる？　なにか変なのよ。この地図……？」

　彼女がぼくを見る。その肌はすごい白くて、きめが細かい──。目は赤い。髪は銀色なのは知っていたけど、睫まつ毛げも銀色なんだ。

「聞いてる？　って、言ってるんだけど？」

　彼女の手が、ぼくのほっぺをつねる。

　痛い痛い痛い。

　ぼくはようやく正気に返った。

　地図を書き間違えたってことかな？　アルテミスはそのことを言っているのかな？

　ぼくがそんな表情をしていると、アルテミスは──。

「ああ、そういうことを言っているのではなくて──。そう受け取ったのなら、ごめんなさい。私。たまに、言いかたがきついって言われるのよね。自分では気をつけているつもりなんだけど。地図が変って言ったのは、あなたの書いた地図が間違っているという意味ではなくて、そうではなくて、ほら。このへん──。壁に囲まれた場所なんだけど、ここだけ、なにもないでしょう？」

　アルテミスが細い指でさしたところは、たしかになにも書かれていなかった。

　他はだいたい、部屋があったり通路があったりして、なにかあるものだけど、その一角だけ、四方を壁に囲われていて、空白地帯となっている。

「ここ……、私も覚えているんだけど。たしかに四方は壁だったわよね。でもほら。こうして地図を書いてみるとわかるけど。この区域の内側に、なにかあるのは、間違いないと思うんだけど。……どうかしら？」

　ぼくは、こくこく、と、うなずいた。

　話すの苦手病は、人を意識するとひどくなるとわかった。

　女の子にインサイドに踏みこまれると、特にそう。いまちょっと、たぶん一言も話せないと思う。

「じゃあマップ中央に戻りましょう。なにかあるわ。──絶対」

　ぼくたちは、その場所に戻ってみた。

　分かれ道を一つ書き忘れたのかと思ったけど……。

　その一角を、一周、ぐるりと回ってみて、やはり間違えていないということがはっきりした。

　どこにも通路はない。でもこの内側に、なにかある。

「たぶん隠し扉とか、隠し通路とか、そういう仕掛けだと思うんだけど……」

　アルテミスが言う。

　また地図を見るためにぼくの腕の内側に入ってきているので、ぼくは無用にドキドキしてしまう。

「盗賊シーフでもいれば、わかると思うんだけど……。私たちじゃ見つけられないかも……」

「レムルの前に一人、盗賊シーフがいたじゃないか。あれ勧誘すればよかったんだ」

「速攻、高レベルパーティに引き抜かれていったでしょう。盗賊シーフなんて戦士以上の高倍率なんだから。あとロウガが、女はもういやだとか男女差別してゴネるから──」

「いやあ。レムル！　男同士っていいもんだなぁ。なぁ。そう思うだろ？」

　ロウガは都合が悪くなると、すぐにぼくの近くにくる。アルテミスとロウガに挟まれて、ぼくは困ってしまう。ぼくを巻きこまないでほしいんだけど。

《ねえ。敵。まーだー？》

《うひ？　……あ、敵ですか？　あるじさま？》

　剣ちゃんが眠そうに言う。盾ちゃんなんて、マジ寝てた。

　朝からハッスルしすぎていた二人は、いまはもうこんな感じ。

　皆の話を聞いているかぎりでは、どうも盗賊シーフがいないから、この奥の秘密の部屋？　──を、諦あきらめようかっていう話になっているようだ。

　なにかあるような感じがするのに、もったいないと、ぼくは思った。

　帰るまえに、一度試してみるべきだろう。

「すいませーん。誰かいませんかー」

「あはは。レムル。ばかだなぁ。いるわけないだろ」

「ばかはあなたよ。──さっきのあれでしょ？　罠を見つけたときのあれ」

「レムルさんのルーティーンって感じなんでしょうか？」

「なんでこいつ。戦士なのに、盗賊スキル持ってんだ？」

　皆が色々と言っている。

　べつに盗賊スキルじゃないんだけど。転生時にもともともらっていた「物アイテムと話せる力」というだけで……。

　しかも話せるというだけだから、こうして話しかけないとならなくて──。

　きっと傍はた目めには、「アブナイ人」に見えているはず──。

　壁をずっと回りながら、壁に向かって話しかける「アブナイ人」を演じつづけていると──。

《我は秘密の通路なり》

　そう答えが返ってきた。同時に壁の一面が、ぼんやりと光って──いるように見えた。

　この壁──。隠された壁は、呼びかけに答えて自己主張してくるまで、光って見えなかった。

「秘密の通路は……、どうやって開けるの？」

《秘密の合い言葉を用いれば──我は、道を開かん》

「秘密の合い言葉って、なに？」

《ヒラケゴマ》

　教えてもらった。

　いいのかなー、とは、思うのだけど。

　隠し通路さんの役目は、秘密の合い言葉を言ったときのみ、道を開くというもので──。

　秘密の合い言葉を守ること自体は、役目のうちではないらしい。だから気にしていないっぽい。

　本人が気にしていないのだから、ぼくも気にしないことに決めた。

「えと……、わかった……、けど……。開ける？」

　皆に振り向いて、そう聞いた。

「もちろん開けるわ」

「開けて開けてー」

「おう！　開けろ開けろー！　なんかよくわからないけど！　すごいぞ！　レムル！」

「ヒラケゴマ」

　ぼくは言った。

　その途端、なんの変哲もなかった壁が、左右に、ごごごご、と分かれていった。

　一本の長い通路が奥までのびている。その先に、扉が見えた。

　ここに来るまで、いくつかの部屋を見つけていたが、なにもなかった。そしてなにもいなかった。

　開けられた宝箱とか、割れたツボとか、なにかの骨？　そんなものはいくらか見つかったけど。すでに他の冒険者が漁あさっていったあとだった。

　ダンジョンはその形が変わってゆく。

　部屋も新しく生まれたときには、また未開封の宝箱を備えて現れるし、一度荒らされた部屋でも、そのあと棲すみ着いたモンスター（ゴブリンなど）が、宝箱に「だいじなもの」をしまうこともある。

　だが街からも近く、冒険者も多いこのリムルアース迷宮の地下一階には、手つかずの場所は残っていないようだった。

　この秘密の通路の先を除いて──。

「この道の先に行った人間って、誰かいる？」

　ぼくは秘密の通路さんに、そう聞いてみた。

《我が生まれてからは──ない》

　返事が返ってきた。

「あ、はははは……。レムルのひとりごと。ちょっと怖いわよね」

「ご、ごめ……、気を……、つける」

「いいからいいから。気にしないで。急に普通になるから、ひとりごとだって、すぐわかるし」

　アルテミスが引きつった笑いを浮かべている。手をひらひらと返される。

「ぼく……、先頭……、皆、うしろで……」

「俺は拳士だからな。レムルの脇な」

「私たちは後衛だから、後ろにいるわよ？」

「あっ！　えっ！　えっと……、シロちゃん喚よんどく？　喚んどいたほうがいい？」

「ノノは弓を構えておいて」

「いいけど？　あたらないよー？」

　皆が準備する。

　ぼくも、剣ちゃんと盾ちゃんを──。

《………》

《………》

　寝てるし。

　手にした剣で、壁をカツン、と叩いた。

　腕につけた盾で、壁をごん、と叩く。

《うわわ！　なになになに！　敵っ!?》

《ふえっ!?　あるじさまあるじさまっ!?　お守りします》

「まだだから」

　盾ちゃんと剣ちゃんを起こして、ぼくも準備完了。

　ロウガがなにを勘違いしたのか、ぼくを真ま似ねて、壁にパンチを決めている。

「……行く、よ」





step.21　リムルアース迷宮⑤　～宝箱があったけど～






　がちゃり。

　扉を開けて中に入る。

　鍵がかかっていないことも、罠がついていないことも、すでに確認済み。

　部屋の中は──わりと、がらんとしていた。

「なにもないの？　……いや、待って」

　部屋の隅のほうに木箱があった。

　あれってひょっとして〝宝箱〟とかいうもの？

　そしてまるで宝箱を守るかのように、そのまえにうずくまる、ずんぐりとした──。

　なにかの生き物がいた。

　ゴブリンとか？　コボルトとか？　大おお蜘ぐ蛛もとか？

　しおりに書かれていたモンスターの数々をぼくは思い浮かべた。

　……のだけど、なんか、どれとも一致しない。

　モンスターっていうより、単なる大きい動物？

「あれ。アルマジロンっていう動物ですよ」
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　ノノが言う。

　モンスターじゃなかった。単なる動物だった。

「動物？　モンスターじゃないの？　なんでダンジョンに？　──それって、どういう生態？」

　ノノは動物が得意らしい。薬草も得意だから、野外生活一般が得意なのかもしれない。

　そのノノが言うには──。

「ええと。アルマジロンは、体は大きいんですけど。気性はわりと穏やかで……。脅かしたりしなければ、襲ってきたりはしません。でもナワバリ意識は強いので、巣を襲われたときには、死に物ぐるいで戦うこともあります」

「え？　じゃあここって、巣、っていうことなんじゃ……？」

「そうなりますね。ちょっとすぐに出てみましょう。それで外で作戦を──」

「なんだモンスターじゃないのかー！　おい！　こら！　こいやー！　かかってこいやー！　動物なら怖くないぞ！　オラァ！」

「ちょ──バカ！　話聞いてたの!?　刺激するな！」

　アルマジロンは、ロウガの大声で、びくっとなった。

　そしてこっちに気がついたのか、こちらに頭を向け、低いうなり声をあげて威い嚇かくしはじめた。

「ちょ──、ちょ──！　ちょ──！　ノノっ！　あれなだめられない？　手て懐なずけられない？　テイマーって、動物と仲良しの職ジヨブよねっ!?」

「テイマーはお友達になった動物さんを喚べるのであって、お友達になるところに関しては自力なんですけどー」

「じゃあ、自力でやって！　お友達になって！」

「すっかり怒っちゃってますよう。だめですよう」

「おら！　こいやー！　かかってこいやー！　うちのパーティのタンクが相手だーっ！」

　ロウガが、ぼくをすいっと前に押し出す。

　ぼくは盾を構えた。剣も構えた。

　いつもの構えになると、すうっと心が落ち着いてゆく。

　アルマジロンが体を丸めた。一抱えほどもある、巨大なボールとなって、こちらに向けてゴロゴロと──。

「うわわわわわわ！」

「きゃああぁーっ！」

「きた！　きたきた！　きたあぁ──っ！」

　後ろで皆が叫んでる。大騒ぎになってる。

　しかしぼくは落ち着いていた。

　これまでの練習の通りに、まったく同じ動作で、剣を──。

　剣を振った。……んだけど、すかっと、空振りをした。

　あれれ？

　ぼくは自分よりも大きい相手を想定して、練習をしていた。

　アルマジロンは一抱えほどもある大きいボールだけど、その高さは、ぼくの腰よりも低くて──。

　ぼくが剣を振ったところには、なにもなかった。

　だめだった。

　練習通りに体は動いたけど。……練習通りにしか動けなかった。

　ぼくは転がってくるボールに跳ね飛ばされて、壁に叩き付けられた。

「ぎゃー！　ぎゃー！」

「うわこっちくんなーっ！」

「アルテミスちゃん！　魔法！　魔法使って！　やっつけてー！」

「そっちこそシロちゃん喚びなさいよ！　魔法は時間がかかるんだからっ！」

　アルマジロンは、壁で反射して、縦じゆう横おう無む尽じんに部屋の中を転がり回る。

　みんなは轢ひかれないように逃げ回るばかり。

　チームワークはめちゃくちゃだ。

「──シロちゃん！　お願い助けてッ！」

　ノノの呼びかけに呼応して、空間に魔方陣が開く。

　わおーん！　──と、勇猛な鳴き声とともに、仔こオオカミが出現した。

「わう！　わうわうわうっ！」

　仔オオカミは、ノノを守ろうとして──すかさずアルマジロンに飛びかかった。

　──だが。

「きゃうん！　きゃうん！」

　跳ねとばされた。ダメだった。大きさがそもそも違った。仔オオカミは子犬サイズだった。

「ぐわあああ！　やられたあぁぁーっ！」

　ロウガが倒れた。アルマジロンに当たってもいないのに、なんでか、死んだ。

　ばったりと倒れる。

　ぼくは起き上がった。

　背中を壁に押しあてて、なんとか立ち上がろうとしている。

《あるじ！　はやく立ってはやく！》

《あるじさま！　つぎは受け止めますから！》

　剣ちゃんと盾ちゃんに励まされて、ぼくはなんとか、剣と盾とを持ちあげて構えた。

　ごろごろと壁で跳ね返っていたアルマジロは、アミテミスのほうに向かっていた。

　アルテミスは樫かしの木の杖つえを掲げて、なにか呪文？　を唱えている。

　魔法使いが魔法を使うところを、ぼくは、はじめて見た。

　足が完全に止まって動けなくなることも、はじめて知った。目も半眼に閉じちゃっているからまわりも見えていないのかも？

　アルマジロンはその無防備のアルテミスに迫ろうとしていた。

「やあっ！　やあっ！　やあっ！　──お願い当たってーっ！」

　ノノが部屋の隅で弓を構えて、矢を連射している。

　五本のうちの三本は外れて、二本だけ当たるけど、アルマジロンの装甲は硬くて、刺さりもしない。矢は跳ね返っただけ。

「ぼくが守る！」

　ぼくは飛び出した。

　剣を命中させることはできないけど──アルテミスがなにかするまで、守るだけなら！

　盾ちゃんを構えて、アルテミスの前に飛び出した。

　回転して迫る巨大なボールを、がっしりと受け止める。

　すごい衝撃がきた。

《あるじさま！　踏ん張って！》

　足腰に力を込める。踏ん張る。

　踏ん張ったその足ごと、ずずずっ！　──と滑って、何メートルも押されてゆく。

　だけどアルマジロンの大回転を、なんとか止めた。

「よし油断したな！　くらえ！　俺の必殺キック！　そしてキック！　もっとキック！」

　死んでたはずのロウガが、アルマジロンに攻撃している。

　キックを連発。

　ちょ！　ちょ！　ちょ！　こっちに押すの、だめだからーっ！

「──炎熱の魔神アーネストよ、灼しやく熱ねつの王姫よ、我の求めに応じ、我が敵を焼き滅ぼさん……」

　ぼくの稼いだ時間で、アルテミスは呪文を完成させる。

「──炎弾フアイアスプレツドっ!!」

　杖の先から炎の塊が撃ち出された。

　アルマジロンに命中する──。

　矢も通さなかった装甲だけど、炎はさすがに効いたようで──。

「ブモオオオオオ──！」

　アルマジロンは大きな声で鳴いた。

　これまで無言で転がり回っていたのに、こんなに大きな鳴き声で鳴くとは思わなかった。

　そして──。

　転がるのをやめて、普通に走って、ダッシュして──。開けたままのドアから、走って逃げていった。
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「あ。……逃げた」

「逃げちゃいましたね……」

「はっはっは！　逃げたぜ！」

「……」

　皆がそれぞれ、ぽつりと洩もらす。

　ちなみに、アルテミス、ノノ、ロウガ、そしてぼく。

《えっ？　あれっ？　おわりー？　あたしの出番はーっ？》

《あるじさまをお守りできました……。はふう》

　そして剣ちゃんと盾ちゃん。

　盾ちゃんは満足してるけど、剣ちゃんは不満ぎみ。だって剣は一回も当たっていない。

「えっと……？　これ？　戦闘……、終了……、ってことで、いいの？」

　アルテミスがぼんやりと言った。





step.22　リムルアース迷宮⑥　～宝箱、開封！～






　部屋に残ったのは、宝箱が一つ──。

　あとは木のテーブルの上にある、光を放つ燭しよく台だい──。

　これには冒険者ギルドのマークが付いていないから、「戦利品」として持ち帰っていいんだと思う。しおりにもそう書いてあったし。

「これ……、何が入っているんだと思う？」

「なにが入っているんだろー？　ワクワクしますねっ」

「俺の活躍、みんな、ちゃんと見てたか？　見てたか？　ふっ……、惚ほれるんじゃないぜ？」

　皆は宝箱に興味津しん々しん。一人だけ違うけど、ガンスルーされてる。

「開けてみましょうよ」

「まって」

　アルテミスが宝箱の蓋ふたに手を伸ばそうとするので、ぼくは慌てて止めた。

　冒険者のしおりを出してきて、ページを開いて、アルテミスに見せる。

「なに？　そこ読むの？　えーと……、ダンジョンで見つかる宝箱には、罠わなが仕掛けられていることもあります。盗賊シーフの人に任せましょう……って、うち、盗賊シーフなんていないじゃない」

　よかった。伝わった。罠があったら危ないって伝えようとした。

　ちゃんと伝わってくれたようだ。

「え？　じゃあなに？　私たち、せっかく宝箱を見つけたのに、開けられずに帰るわけ？　え？　え？　え？　なによそれ？」

　いえあの。ぼくのことをそんなに睨にらまれても──。

「構いやしないよ。罠があるかもしれないってことだろ。じゃあ、ないかもしれないわけだ。開けてみればわかるぜ！」

「じゃあロウガさん開けてみてください」

「うっ！　いや、それは……。そうだ！　シロのやつに開けさせよう！　あいつはダメージ受けても平気なんだろ！　消えるだけだろ！」

「シロちゃんはさっき喚んじゃったから、今日はもう喚べません。あとシロちゃんがどうやって開けるんですか。ロウガさんすこしは考えてから物を言ってください」

　ロウガがノノにやられている。いつもほんにゃりニコニコとしているノノだが、たまにはぴしりとやる。

　いつも笑顔な子から、笑いが消えると、すごく迫力がある。

　そういえばシロちゃん、もういなくなってる。どこから現れてどこに消えるのやら。

「悔しい……。きっと魔法の巻物スクロールが入っているのに違いないのに」

「残念です……。きっと見たこともない薬草とかポーションとかが入っているのに」

「くそう……。無念だ。きっと格闘家の武器が入っているはずなのに」

　皆がそれぞれ悔しがっている。

　でもそれ、中身の予想じゃなくて、中身の希望だよね。

「レムルは？　……なにが入っていると思うの？」

　え？　ぼく？

　ぼくは特に希望なんてないかなぁ。

「やっぱり、装備品？　もっといい剣とか？」

《ひいぃぃぃ！　やだぁ！　あるじ！　だめよ！　他の娘に浮気なんてしたら許さないから！　ていうか！　捨てないでええぇ！》

　だいじょうぶ。だいじょうぶ。剣ちゃんと離れたりしないから。

「──それとも、盾？」

《いやあぁぁぁ！　あるじさまと離れるのはいやですぅ！　──はっ！　そうです！　あるじさま！　右手と左手に盾を持ちましょう！　両盾使いになりましょう！　もう一人までなら浮気もＯＫです！》

《ちょっとそれ！　あたしどうなるの！　盾ちゃんの裏切りものーっ！》

　盾ちゃんは、こんらんしている。

　だいじょうぶ。だいじょうぶ。盾ちゃんとも離れたりしないから。

「開けられないなら、宝箱ごと持ち帰るっていうのはどうかしら？」

「こんな重そうなの……。誰が運ぶんだよ？」

　女の子二人の目が、ロウガに集中する。

「俺えええっ──!?」

「でも動かしたら、これ、罠が動いちゃうんじゃないでしょうか？　うーん……、お外で……、野外で作る罠でしたら、わたし、すこしはわかるんですけど……。こういう罠のほうは……、全然で……」

　やっぱり盗賊シーフが必要みたい。

「そういえば、おい、レムル。……さっきはどうやって、罠とか隠し通路とか、見つけてたんだ？」

　ロウガに呼ばれる。

　考えるのはアルテミスたちのお仕事──と思っていたぼくは、室内の物色をやめて、たたたーっと、走っていった。

　なに？

「おまえ、罠とか隠し通路とか、見つけていただろ？　この宝箱に罠が仕掛けられているかどうかも、わかるんじゃないのか？」

「そういえばそうよね。戦士なのに、なんでわかるのかしら？　不思議なんだけど」

「レムルさんすごいですよねー。これもわかりますかー？」

　そっか。聞いてみればいいんだ。

「……聞いてみる？」

「聞くとわかるっていうのが不思議でならないのだけど。……それでわかるなら、やってみて」

「もしもし。起きてますか？」

　ぼくは宝箱に話しかけた。

「ほんとに聞いてるし……」

「すごーい、すごーい」

「いやこれ聞いてるわけじゃないだろ。こうやって調べてるんだろ」

《いるよー》

　返事があった。

《罠は、かかっていますか？》

《あるよー》

「……あるって」

「ほんとに聞いたみたいに言うのね」

「すごーい！」

「ちっ。罠。あるのかよ……。どんな罠なんだ？」

「どんな罠ですか？」

　ぼくはまた聞いてみた。

「直球ね」

「すごーい！」

「手も触れないで、こんなんで本当にわかるのか？」

《どくばりー。あけると、ぴょんと、とびだすのー》

「毒針だって」

「やだっ！」

「こわいですー！」

「ど、毒か……そいつはヘビーだなっ」

　みんなは怖がっている。

　罠があると判明した。罠の種類もわかった。

　そこでぼくらは対策会議。

「ねえ。毒だったら、あえて開けてあえて受けるっていうのは？　ノノが毒消し草、たくさん持っていたわよね？　それで毒を受けてから消せばいいんじゃない？」

「名案だ！　問題は、誰がそれをやるのかっていうことで──なぜだ！　なぜおまえら俺を見る！」

　ぼくは見ていないけど、女の子二人が、ロウガに熱い視線を送っている。

「おまえらちょっとひどいぞ！　俺の扱い、ひどくないか！」

「ごめん。いじめすぎた」

「ごめんなさい。でもロウガさんがいけないんですよ？　シロちゃんにやらせる、なんて言うから」

　ロウガはちょっと反省した模様。

「じゃあレムル。おまえがやってくれ」

「〝じゃあ〟ってなによ！　〝じゃあ〟って！　やっぱりロウガ、あなたがやりなさい！」

「ロウガさんひどいです。やっぱりひどいです。しんじらんないです」

　女の子二人、シロちゃんのときよりも猛反発。

　よかった。

　みんなで「やって」とか言われたら、どうしようかと思ったー。

　やったかな？　どうかな？

　それよりもぼくには名案があった。

　皆の話を聞いていて、ぼくは不思議だった。皆は毒針をまともに受ける話をしている。

　なにも受けなくてもいいんじゃないかな？

　罠の種類は毒針だとわかっているのだから、それが当たるところにいなければいいんじゃないかな？

　皆にそれを話してみた。

「そういえば、そうよね。なんで気づかなかったのかしら」

「レムルさん、すごいですー！　すごいすごい！」

「なんだ。それならそうと、はじめからそう言えよ」

　念のため、毒針の飛び出す方向も、宝箱さんに聞いておく。

《まっすぐー。びょ～んって、まえにでるよー》

　なので、皆で宝箱の後ろ側に回りこんで、そして後ろ側から宝箱の蓋を開いてみた。

　びょ～ん！

　なにかが飛び出した。よく見えなかったけど、たぶん〝毒針〟──。

　そのまま部屋の隅まで飛んでいった。

　罠は一度作動したきり。ほかには、もう、なにもないみたい。

「やったわ！」

「やったー！」

「やったな！　おい！」

　やったぁ！　宝箱、開封、成功ーっ！

　その場で喜んでいたぼくたちは、はっと気がついて、皆で宝箱の前に回りこんでいった。

　中を見ないと。中身を見るまでが宝箱開封です！

「巻物スクロール……、じゃない」

「薬草……、でもなかったですね」

「防具──なのか？　これは？　でも拳士用じゃなさそうだなぁ」

　入っていたのは、三角形の赤い金属パーツが三片と……。あと……。

「……ひも？」

　僕らはそれを取り出してみた。

　金属パーツは紐ひもで繫つながれている。同じ形の三角の二片が繫がったものと、そっちよりも大きいものが一つ。

　どっちも紐と三角形……。

　金属製の鎧よろい……なんじゃないかと思うんだけど。それにしては、妙に、守る部分が少なそう。

「これ。身に着けるものだとしたら……。こんな感じ？」

　アルテミスがローブの上から、体にあててみる。

　一つは胸のところ。もう一つは腰回り。

「うわっ。これっ……、ちょっと……、えっちくない？」

「お、女用かっ──。アルテミスおまえ、それ着けろよ。防御力あがるかもしれないぞ？」

「いやよ。絶対にお断り」

「俺はそれ知ってる。戦士のお姉さんが着けていたのを見たことがある。すごいカラダをしたすごいお姉さんが、水着みたいなアーマーを──」

「だから絶対に嫌」

　とりあえず、戦利品として、袋にしまう。燭台とこれで、戦利品は二つとなった。

「さて。引きあげますか」

　アルテミスの言葉に、誰もがうなずいた。

　もう一階のマップは完成したし。

　今日の初冒険は、もともと「様子見」だった。一度、戦闘をやったら、引きあげるぐらいの予定だった。

　それが一度も戦闘が起きなかったので、一階を全制覇してしまったわけだけど……。

　時間を忘れて冒険していたけど、いまどのくらい経たったんだろう？

　外に出たぼくたちは、星の綺き麗れいな夜空を見て──。

「夜になってるーっ!?」

　こんなに時間が経たっていたなんて──。

　ダンジョンの中は、時間がわからない。

　これからは気をつけよう。
















step.23　戦利品を換金する






　夜道を急いで、街へと戻った。

　冒険者ギルドはわりと夜までやっている。昼は遅いかわりに、夜は遅くまでやっている。

　その窓口受付時間のギリギリのところに、ぼくたちは滑りこむことに成功した。

「あら。お帰りなさいませ～。どうでした？　はじめての冒険は？」

　いつもニコニコ笑顔のエミリィさんに、こっちは、ぐいっ──と、指でサインを作って返す。

　Ｖサインが二名。親指を立てたサインが一名。なんか親指の位置の間違ったサインが一名。

「怪け我がもなく帰ってきてくれて、それがなによりですよ。私たち。いつも心配しているんですよ。担当の冒険者の方々が、帰ってくるかって、いつも心配で……」

「モンスター。出ませんでしたから」

「あら、そうでした？」

「いや出たろ？　最後のあれが──」

「どっちなんです？」

「アルマジロンが出たんですよう」

　アルテミスが言い、ロウガが反論し、ノノが言う。

　ぼくはおもに聞いてる係。話すのはみんなに任せる。

「アルマジロン？　……それ単なる動物ですよね？　なんでダンジョンに？」

「え？　モンスターじゃねえの？」

「だから言ったでしょう。動物だって。もう忘れてんの？」

「いや？　強かっただろ？　すげえ手こずったろ？　俺たち？　だからあれはモンスターだろ？」

「だから動物だって」

　モンスターと動物の違いは……。

　冒険者のしおりに、書いてある。

　まず一般的に、普通の動物よりも、モンスターのほうが強い。

　もちろん動物のなかにも、強いものはあって──。最強クラスのモンスターとタイマンを張れるぐらいの強い動物も、いることはいる。

　だがあくまでも動物は動物だ。

　動物とモンスターの区別は、明確にあるのだ。

　モンスターという存在は、世界の歪ゆがみが生み出すもので──。通常の生物とはいくつかの違いを持っている。

　なにもないところに、突然、発生することがある。

　ゴブリンみたいに繁殖して増えるものもあるけど、全滅させて封鎖していたダンジョンでも増えていたこともあるそうで、やはり、どこかから発生してくるのだそうだ。

　モンスターは凶暴だ。人や動物を見境なく襲う。

　よって冒険者の仕事の多くの部分は、モンスター退治となる。

　モンスターを倒したときには、〝ドロップ〟と呼ばれる現象が起きる。コインやアイテムが落ちるのだ。

　Ｇゴールドが、最近、主要通貨になってきているのも、そのせいだ。冒険者が集めてきた「Ｇ」と書かれたコインが、旧来のお金──銀貨に取って代わろうとする勢いだ。

　また、モンスターを倒すと、ぼくたちは〝経験値〟を得る。

　ぼくら自身には実感はないけど、冒険者ギルドの計測器で測ると数字になって出てくる。

　すごい上級の職ジヨブには、経験値やＬｖやステータスなんかを調べるスキル？　とかいうのもあるらしいけど、それはぼくら初心者冒険者には、関係のない話だろう。

　経験値が貯たまると──Ｌｖアップするらしい。Ｌｖアップなんてしたことがないから、どんなんだかわからないが、しおりによれば、ステータスが上がったり、新しいスキルを覚えたり、自動的に覚えないまでも習得できる条件が整ったり──色々と、いいことがあるらしい。

　ちなみに動物を倒した場合には、そういうのは、一切ない。

　肉や毛皮やツノやツメが手に入るだけだ。

　だから冒険者は、あまり動物とは戦わない。モンスターのほうが、はるかに〝おいしい〟からだ。

　だけど、〝単なる動物〟とされたアルマジロンも、けっこう、手て強ごわかったんだけど……。

「モンスターがいないって……。まったくもうっ……。まーたオリオンさんたちが大絶滅させてたのかしら……。まったくもうっ、困るなぁ。いい男だったら、なんでもしていいってわけじゃないのよね……」

　エミリィさんは、ぶつぶつと言っている。

　ぼくらの視線に気がつくと──。ぱっとスマイルがその顔に戻った。

「ああ！　はいはい！　モンスターと出会っていないなら、換金アイテムは、なにもないですね──って、ありますか？　どれ？」

　ぼくたちは、魔法の燭しよく台だいと、あと、宝箱から見つけた例の謎の防具？　──を、カウンターに載せた。

「あら。めずらしい。ビキニアーマーですね」

「びきに？　アーマー？」

「主に女戦士の方が身に着ける防具ですよ。──ファッションで」

「これって防御力高いんですか？」

　アルテミスがちょっと期待した声で聞く。

「ふふふっ。あなたたちも女の子ならわかりますよね？　ファッションっていうのは──我慢です！」

「あ。はい。わかりました」

　アルテミスとノノは、わかったっぽい。

　ロウガとぼくは、よくわかんない。

　アルテミスがしょんぼりとなっているので、それでだいたいわかったけど。

「防御力が高いわけではないので、あまり高くは売れないんですよ。初冒険おめでとう！　のお祝いを込みで、五〇〇Ｇってところですね」

「五〇〇！」

　しょんぼりとなっていたアルテミスが、目をまんまるにして驚いている。

　Ｇゴールドで言われると、ぼくはよくわからなかったので……。

　銀貨のほうで換算することにする。

　ええと……。一Ｇは、だいたい銀貨一枚だから……。

　……え？

　銀貨五〇〇枚[image: ][image: ]っ!?

「あとギルド印なしの燭台と、宝箱が出たってことは、新規領域を探索してきたのではないですか？　マップがあったら、それも買い取れますよ」

「えっ？　マップって売れるんですか？」

　アルテミスがまた驚いている。ぼくも驚いている。

「ええ。わりと高く買い取らせていただいています。下層はそれぞれの冒険者さんたちの自由交渉にお任せしていますが、上層の三階まではギルドで買い上げますよ。冒険者のしおりにも地図が載っていたでしょう？」

　そのしおりのマップが、ぜんぜん違っていて、役に立たなかったんだけど……。

　はっ!?　……ということは、ぼくらのマップは、高く売れるのだろうか!?

　なんにも戦果がないって思っていたけど。

　筆記用具を借りる。

　ぼくたちはロビーの片隅で、盾ちゃんの裏に書いたマップを、手分けして書き写した。

　掃除のおじさんがモップを持って、ぼくらの足を、ごつんごつん、と襲ってきていたが、ぼくらは気にせずマップを書き写した。

「あらら……。ぜんぶ再構築されちゃったんですね。……やっぱり大絶滅のせいかしら？　淘とう汰た圧がかかって、ダンジョンも進化してる？　……ああいえ。こちらの話で。それでは、一階全域の新規マップということで、一〇〇〇Ｇ。お支払いします」

「一〇〇〇!?」

　アルテミスが目を見開いている。

　さっき五〇〇と言われたときの、ちょうど二倍ぐらい、目を大きく見開いている。

　なにかおかしかったのか。エミリィはくすくすと笑っていた。

　一五〇〇Ｇの詰まった革袋を手に、冒険者ギルドを出たぼくたちは、しばらくふらふらと、現実感のないまま──歩いていた。

　地に足がついてない感じ。

　出かける前には、薬草採集をやって、一日に七〇Ｇとか言っていた。

（剣ちゃん盾ちゃん。……一五〇〇Ｇって、七〇Ｇの何倍？）

　ぼくはこっそり聞いてみた。

《わかるわけないでしょ。そんなの》

《二一日分とすこしになりますよ。あるじさま》

　盾ちゃんすごい。頭いい。剣ちゃんだめだった。

「これで二一日分も暮らせる……」

　ぼくが盾ちゃんから答えをもらったあとで、アルテミスもそう言った。Ｇゴールドの入った袋を胸にぎゅっと抱えこんで、そんなことをつぶやいている。

　アルテミスも計算できるんだ。あったまいー。

「すごいねー。すごいねー。すごいねー」

「これでもう薬草摘みしなくていいのね……」

「いや薬草摘みはしようよ。あれ楽しいよー？」

「おい。持ち逃げすんなよ」

「するわけないでしょ。あなたが私をどう見ているのか、わかったわ」

「すまん言い間違えた。スラれるなよ。──大金なんだから」

「えっ。うそ。やだ。……ちょっとロウガ。持っててくれない？」

「俺。いまけっこう。じーんときた。……俺。けっこう信頼されてたんだな」

「そりゃ仲間だし。持ち逃げする度胸と甲か斐い性しようなんてあるわけないし。ロウガだし」

「褒めてんのか、けなしてんのか、どちらかにしてくれよ」

　みんな、笑っている。

　お金ってすごいなー。みんな、こんなに笑顔になるんだ。

「今日はお祝い？　お祝いするーっ？」

「ああごめんなさい。今日は宿に帰ってぐっすり寝たいわ。……あとお風呂入りたい」

「俺も……、ぐっすり寝たい」

「疲れがとれる葉っぱ、あるよ？　食べる？」

　アルテミスとロウガは疲れた顔。さっきまで興奮していたけど、なんだか急に疲れが出た感じ。

　ノノは葉っぱを、もっしゃもっしゃ食べている。

　ぼくもなんだか急に疲れてきた。いつもならそろそろ寝る時間。

「じゃ……、ぼく……、こっち」

　分かれ道がきた。宿に戻るみんなと、部屋に戻るぼくとで、方向が違う。

「レムル。明日。いつもの店でね」

「レムルくーん。よい眠りをー」

「また明日な！　レムル！」

　手を振って別れた。

　ロウガはぶんぶん腕を振る。

　女の子たちが、指先だけひらひら振ってくるのって、あれ、カワイイな。




　ぼくの「はじめての冒険」は、こうして終わった。




















Ａｃｔ４　冒険の合間の街での暮らし




step.24　冒険終わって。つぎなる目標






　はじめての冒険が終わって──。翌日の昼過ぎ。

　ぼくはみんなと待ち合わせている酒場に向かっていた。

「痛たたた……」

《どしたの？　あるじ？　体痛いの？》

《あるじさま──どこかケガでもしましたか？》

「いや……、だいじょうぶ。筋肉痛……っていうやつ。……たぶん」

《あたしたち、それ、わかんないわよ？　キンニクってないもの》

《……でもあるじさま。きつそうよ？》

《ケガならわかるわよねー。刃こぼれイヤよねー》

《わたしもへこんだりするのは困るかしら。傷が付くのは、あるじさまを守れた証で、嬉うれしいのですけど》

　普通に歩いているだけでも、体のあちこちがぎしぎしいってる。

　昨夜はまったくなんでもなかったのに、寝て起きたらこんな感じ。

　ぼくはおじいさんみたいな歩き方で、なんとか酒場に到着した。

　みんなは……、いるかな？

　入り口から堂々と入っていけばいいんだけど。

　なんでかぼくは、入り口に体半分隠すようにして、店内を覗のぞきこんでいた。

「あっ、ほら、来たわよ……。レムルー！　こっちこっちー！」

　アルテミスに見つかってしまった。手招きされる。ノノとロウガも手招きしてくれる。

　みんなに呼ばれて、ぼくはようやく、店に入ってゆくことができた。

　なぜなのかはぼく自身にもわからないのだけど、みんながいないんじゃないか……なんてことを、ぼんやりと考えていた。

　みんながいた。よかった。ぼくはすごい幸せになった。

「こいよー、おいレムルー、なにやってんだー」

　ぼくのことを笑顔で呼んでいる。

　店の奥にいるマスターが、こくん、とうなずいてきた。

　この店は無口仕様。「いらっしゃい」なんていう声はかからない。

　この店には前から毎日きていたけど。〝客〟として店に入るのは、これで二回目くらいで……。ぜんぜん慣れない。

「おまえ。遅っせえよ。もう昼飯くっちまったよ」

　席に着くと、ロウガが言った。

「え？」

　みんな。ここで食べてたんだ。

　すごい。ごはん。外で食べてる……。

「おまえもなんか頼めよ」

「ぼ、ぼく……、たべて……きた、から……」

　ぼくのごはんは一日二回。パンとチーズ。あとオバちゃんの葡ぶ萄どう酒しゆ。

　パンはカチ割るのに石がいるほど堅いけど、葡萄酒に浸すと、柔らかくなっておいしくなる。

　パンとチーズとで、一か月分で銀貨八枚。

　こんなお店で食べたりしたら、いったい、いくらするのだろう……？

「レムルさん？　なんかさっきから動きが変ですけど？」

　ノノが僕の体を見て、そう言った。

「えと……、なんか……、筋肉痛で……」

　今日、ぼくは寝床から起き上がるのに、すごく苦労してしまった。

　気づいていなかっただけで、じつはすごく体に負担がかかっていたんだろうと思う。

　冒険が日帰りでよかった。

　Ｌｖの高い冒険者たちの本格的な冒険は、ダンジョンの中で休んで、何日もぶっ通しでやるものらしい。

　もしそんな冒険だったら、二日目に体がこんなことになっていたわけで……。想像すると、ちょっと怖い。

　そういえば、ぼくたちはろくな休憩も取らないで、朝から晩まで、ぶっ通しで冒険をしていた気がする。

　はじめは一回戦闘をしたら街に帰るつもりだった。

　たしかにそうなったわけだけど、戦闘は最後の一回しか起きなかったけど。

　ずっと戦闘が起きなかったものだから、ぼくたちは、ずっと冒険を続けてしまったわけだった。

　だからこんなに疲れてしまった。

　なにも起きなくても、なにも見つからなくても、定期的に休憩を取らないといけないんだ。

　次の時には気をつけよう。

　──と、そのことを皆に伝えようと思ったんだけど。

　すごく不可能に近く思えた。挫ざ折せつした。

　冒険のときに、ぼくが気をつけていればいいかな。

「そういえば、私も体がだるくて……」

　アルテミスが言う。

「魔法使いは軟弱だなー。運動が足りないんじゃねえの？」

「運動は！　……まあ、そうかも。足りていないかも。うん。反省してる。……した。本を読む時間をすこし減らして、明日から、走ったりしてみようかなと」

「どうせ思っただけで、やらないほうに、一Ｇ賭かける！」

「やるわよ！　……本当にやるわよ。できるわよ。……たぶん」

「シロちゃん喚よんで、一緒に走るー？　シロちゃん走るの大好きだよー？」

「ノノ！　あなたって天才！」

「そういうあんたも走りなさいよね。ロウガ」

「走ってるよ。毎朝一〇キロ」

「え？　朝、宿からいなくなるのって、それが理由？」

「おまえは俺をなんだと思っているんだ？　拳士ってのは修行が厳しくて有名なんだぞ？」

「ねえ。道場だかどこかだか、そこにいたときって、毎朝、何キロ走ってた？」

「……二〇キロ」

　ロウガは白状するように、苦い顔で、そう言った。

「なまってるなまってる。サボってるサボってる。……だいたい、道場を飛び出してきたのだって、修行が厳しくて逃げてきたんじゃないの？」

「おまえだって魔法学園とかゆーの？　そこから逃げてきたんじゃねえの？」

「あ……。うん。墓穴掘ったかも。まあそのうち話すけど……。いまはちょっとカンベンで──」

　ん？　話、おわっちゃった？

　しんみりとして、話は止まったまんま。

　みんなの会話を楽しく聞いていた僕は、ちょっと残念だった。

　自分はいっぱい話せないけど、みんなの会話を聞いているのは好きだった。

「はじめての冒険……、思っていたのと、なんか違ったわ」

「そうか？　そうだな。俺も思っていたのと違ったかな」

　アルテミスが言う。ロウガもうなずく。

　あ。また話がはじまった。ぼくは聞いた。

「わたしは、もっと怖いと思ってました」

　ノノが言う。

「もっと怖いって……？　たとえば、どんなふうに？」

　アルテミスが怖々と聞く。

「たとえば誰かの手足がなくなっちゃうとか。目が片方なくなっちゃうとか」

「きゃー！　きゃあああーっ！　きゃああーっ！」

「うわー！　うわわわーっ！　わわーっ！」

　ノノは声を潜めて、怖い話でもするような感じに──。

「もっとひどいことなんかも……。たとえば誰かが死んじゃって……」

「ひゃー！　ひゃああぁ！　いやあああぁ！」

「うわあぁ！　うわわわわ！　わああぁーっ！」

「おなかから内臓でちゃって、腸を引きずりながら、でも死にきれなくて……」

「ぎゃーっ！　ぎゃあああーっ！」

「わーっ！　わーっ！　うわーっ！」

　みんなは悲鳴をあげている。

「ロウガさん！　死んじゃったぁ！　──って、わたし、泣いていたり」

「こら。なぜ俺が死んでる。殺すな」

「あんたいつも死んでるじゃないの。まっ先に死ぬし」

「あれは技だろ。フリだろ」

「ほんとに死んだって、たぶん戦力的に変わらないと思うわよ」

　さっきまで悲鳴をあげていたのに、みんな今度は笑っている。

　楽しいなぁ。

　ぼくは皆の速度に追いつくのは無理そうだけど。今頃になって笑っていた。

　笑えた。……と思う。

　たぶん。できてる。

　鏡、とかいうものを買って、笑う練習をしたほうがいいだろうか？

「……さて。次の冒険がそんな悲惨なことにならないように、色々、話しあっておきたいんだけど」

「話しあうって、なにをさ？」

「まずお金の使い道でしょ」

「ぱーっと使おうぜ！　景気よく！」

　ロウガが言うが、アルテミスは完全スルー。

「──あと反省会でしょ」

「うげっ……。反省とかしないでいいよ……。後ろ向きなのはカンベンだぜ。前を向いて行こう。そのために今日を楽しく生きよう！」

「あなたはいつでも楽しく生きてるでしょうに」

「まずは打ち上げ！　お祝い！」

「だから無駄遣いは──」

「うまいメシと、おいしい酒！」

「う……、ま、まあ……。お、お酒くらいなら……」

　これまでぴしりとした態度でいたアルテミスだったが、「お酒」のところで、なんだか急に態度が軟化した。

　うん。なんだかみんなで、打ち上げ？

　そんな感じの会が、これからはじまるようだった。





step.25　打ち上げ？　食べてます飲んでます






　見たこともない「ごちそう」が並んでいる。

　すごいおいしい！　ぼく！　こんなにおいしいもの、食べたことない気がする！

「これなに！」

「鶏の唐揚げよ」

「これは！」

「それはフライドポテトー」

「これは！」

「それは冷やしトマトだろ」

　ぼくが聞くと、みんなが教えてくれる。

《たべものいっぱいで、いいわねー》

《あるじさま。愉たのしんでくださいねー》

《ねーねー、あるじ？　〝おいしい〟って、どんな感じ？　剣で斬ったときと、似たような感じー？》

　剣ちゃんと盾ちゃんも嬉しそう。「食べる」とか「おいしい」っていうのは、二人にはよくわからないみたいだけど。

　二人はぼくにだけ見える姿を現していた。酒場の中を移動して、ニコニコと笑顔でまわりを見ている。雰囲気を愉しんでいる。隣の席のおじさんたちを間近から覗のぞきこんでいたりする。

「おま。こんなんで、なに感激してんだよ？」

「まあね。お祝いっていっても、お金が有り余っているというわけでもないしね。質素と倹約は大事なことよ」

「あー！　もっとごちそうが食いてーっ！　丸焼きとかマンガ肉とか食いてーっ！」

　これで〝質素〟だったみたい……。ぼくにとっては文字通り見たこともないごちそうなんだけど。

「ねえねえ、サラダに葉っぱ足していい？　足していい？　ごちそうにしていい？　いいよね？」

　ノノはサラダの上に葉っぱを足している。あ……でもなんか、ハーブの葉っぱを足したら、おいしそうになった。

「ねえレムル？　ところであなた、さっき普通に話せてなかった？」

　はっ！　……そだった！

　ぼくは口をきゅっと結んで、手で膝をぎゅっと摑つかんだ。

　いやべつにわざとやっているわけじゃないんだけど。

　意識しないときには、たまにできることもあるけど、意識しちゃうと、だめだった。急に口が重くなってしまって、しゃべれなくなる。

　剣ちゃん盾ちゃんとオバちゃんと話すときには、平気なんだけど。

「まあ焦らなくていいわよ。べつにレムルがそういう人だってわかっているから。ああ〝そういう人〟っていうのはべつに悪い意味でなくてね。言葉はすくないけど、いい人だってわかっているから。──大口ばかり叩たたく、どこかのやわらか拳士と違ってね」

「英雄王に！　俺はー！　なるっ！」

　口のまわりに白いヒゲを生やして、ロウガが言う。

「あーもう！　ちょっとロウガ、あなた飲んでんの？　エールなんて!?」

「おまえだっていつもワインを飲んでんじゃん」

「ワインは水よ」

「じゃエールも水だ！」

「あ。じゃあわたし、ハチミツ酒でー。すいませーん。おねえさーん！」

　ノノが元気に手をあげる。

　ひらひらしたスカートから長い脚を出してるお姉さんが、はーいただいまー、と声をあげて、両手に皿とジョッキを持って駆け回っている。

　この店は昼はマスター一人だが、夜には看板娘さん？　とかいう女の子が増える。夜に来たことなかったから知らなかった。

「レムルは、なんにするの？」

　アルテミスにそう聞かれる。

「あ……、ぼ……く……、水で」

「せっかくだからなにかお酒でも飲みなさいよ。心配しなくてもパーティのお金から出すから平気よ」

　お酒って、飲んだことない……と思ったけど。

　ちがった。あった。毎日飲んでた。

　オバちゃんの葡ぶ萄どう酒もお酒のうちだった。水がわりで飲んでいた。

　ああうん。葡萄酒ってお水だね。アルテミスの言うとおりだね。

「お酒……、あるから……」

　腰に吊つるした革袋を見せる。オバちゃんの葡萄酒が入っている。

　昨日の分と今日の分。二日分が溜たまっていた。昼間、マスターに渡すのをなんとなく忘れてしまって、まだここにある。

「ええ？　持ちこみぃ……、ま、まあ、こっそりとね……？」

　声を潜めて、口くち許もとに指をあてて、しーっとやって、アルテミスは言う。

　あれ？　なんだかいけないことみたいな……？

　まわりを見る。他のお客さんを見る。

　みんな注文をして食べている。

　あれ？　なんだかみんな、注文したものばかり飲食をしているような……？

《ねえあるじー、ひょっとして、こういうとこって、この店にあるものしか飲んだり食べたりしちゃ、だめなんじゃないの？》

《ええっ？　そうなのかしら？　でもその葡萄酒は、あるじさまのものでしょう？　自分のものを飲んだらいけないなんていうのは、それは理屈として、おかしくないかしら？》

《あたしに言われても知らないわよー。だけど、そうなんじゃないの？》

　剣ちゃん盾ちゃんの話は結論が定まらない。そういえば人間の世界に関することは、〝物アイテム〟たちは詳しくない。

　詳しくないというよりも、理解できない、というほうが近いのかも？

　たとえば〝物アイテム〟たちは、〝お金〟というものを一向にわかってくれない。

　お金のことを「キラキラしたちっちゃいまるいやつ」とは思っても、それがなんのためにあるのかということを理解しない。

　こんど「お金」と話してみようかな。自分たちのことをなんだと思っているのか。

　どこかに話せるお金、いないかなー？

「えと……、あの……、やっぱり……、だめ？　……だよね？」

　革袋を握りしめて、アルテミスに聞いてみた。

「だからこっそりとね」

　こっそりと、というからには、やはりだめなのだろう。本当はいけないことなのだろう。

　足をぺろりと舐なめられたので、ぼくは、テーブルの下を見た。

　シロちゃんが、三角形におすわりをして、へっへっへっへと、舌を垂らしている。

〝打ち上げ〟にシロちゃんがいないとかわいそう、ということで、ノノが喚よんだ。

　これも〝こっそりと〟なのだろうか？

《あるじー、シロちゃん、〝なんかちょーだい〟って言ってるよー》

　なんかって、なんだろう？　お肉？　唐揚げとか？

《あるじさま。ワンちゃんは骨が好物なんですよ。古物屋さんの店の前で、よく犬が骨をおいしそうに食べていました》

　そうなんだ。

　ぼくはスペアリブの食べ終わったあとの骨を、テーブルの下に落としてあげた。こっそりとねっ。

　シロちゃんは骨を囓かじっている。ほんとだ。楽しそう。

　でも犬じゃなくてオオカミなんだけどな。

　ぼくもこっそり葡萄酒を飲んじゃおうかなぁ。

　オバちゃんの葡萄酒、おいしいと思うんだよね。ほかの飲み物なんて水しか飲んだことがないので、比べることはできないんだけど。

「ああでも残念。マスターに聞いたら、あのワイン、今日は入っていないんですって。せっかくのお祝いなんだから、あれ、飲みたかったなぁ……」

　コップのワインをちびちびと飲みながら、アルテミスが言う。

「ワインなんて、どれもおんなじだろ」

　ロウガが言う。こっちは口許にまた白い泡のおヒゲをつけている。おじいさんみたい。

「ぜんぜんちがうわよ！　私これでもけっこうなワイン通を自負しているんですけど。あんな美お味いしいワインに出会ったことは、はじめてで──」

「Ｌｖ１ワイン評論家に、カンパ～イ！　──えっひゃっひゃ！」

　ロウガに茶ちや化かされて、アルテミスはぎりっと奥歯を嚙かみしめる。その顔がコワイ。

「……まあ。ロウガなんかにわかるわけないわよね。あんたなんて、酔えればいいっていうクチでしょう？　エールでもなんでもいいんでしょ。純度百のアルコールがむしろ最高なんでしょ」

「ロウガさんじつは飲んでないですよ。これエア飲酒ですよ。泡を口につけてるだけですよ。減ってないです」

「へ？」

「おいおいおい。ノノ。ひどいなぁ。ちゃんと見てくれよ？　泡、舐めてるだろ？」

「うっわ……。なに？　飲めないのに飲んでるフリ？　……だっさ」

「ださいと言ったか？　いまおまえは俺のことをださいと言ったか？」

「言ってないわよ。〝やわらかい〟って言ったのよ。聞き間違えたんじゃないの？　このダサやわらか拳士」

「言った！　いまのは確かに聞いた！」

「あー、あれ飲みたかったなー。あの葡萄酒。飲みたいなー。……なんていうの？　とにかく筆舌につくしがたい味なのよ」

「おい。Ｌｖ１ワイン評論家。自分の存在意義を自分で否定してないか。筆舌するのが評論家の仕事なんじゃないのか」

「……」

　アルテミスは、じろっと睨にらみ返す。しばらく言葉を探して天井付近を見て──。

「……あえて表現するのであれば、とても美しく女性的な貴婦人に、抱きしめられている感じ？　飲むと、ワインの滋養が全身に広がってゆく感じがするわ。そして気づくと、私は一面の葡ぶ萄どう畑に立っているの。雫しずくの一滴一滴に、大地と青空と太陽の味が凝縮されているのよ」

「……なんか俺も、飲みたくなってきた。そのワイン」

「ざまあみなさい」

　ぼくは席を立ち上がると、マスターのところにいった。

　アルテミスが話している「あのワイン」が、なんだかわかってしまったからだ。味を言葉で表現してくれたら、「あああれかー」とわかってしまった。

　マスターに、オバちゃんの葡萄酒の入った革袋を突き出す。今日は二日分なので二つある。

「……。」

「……。」

　ぼくも無言。マスターも無言。

　無言言語で通じ合う。

　銀貨が二枚、カウンターに置かれる。

　ぼくは革袋をマスターに渡して、銀貨を受け取った。

　そしてぼくは、もらったばかりの銀貨を、すぐにカウンターの上に、ぱちりと置いた。

「……。」

「……。」

　無言言語で、マスターと通じ合う。

　マスターは革袋を渡してくれた。そして空のジョッキも、二つ、付けてくれる。

　うん。通じた。やった。

　いまぼくは、まずマスターに「葡萄酒」を売った。

　そして次にマスターから「葡萄酒」を買った。

　これでこの葡萄酒は、この店で買ったものになる。堂々と飲める。

　空のジョッキだって付けてもらえたし。

　ぼくは葡萄酒とジョッキを手に、皆のところに戻った。

「え？　……なにこれ？　まさかあの幻の葡萄酒？」

　アルテミスが切れ長の目をぱちくりとさせて、そう言う。〝幻〟が付いちゃっている。

「……どうしたの？　これ!?　今日は入荷してないって、さっきマスター言ったのに……」

「いま……、入荷……、て、いうか……、ぼく……、が……」

　ぼくは自分が葡萄酒を卸おろしていた？　ということを、たどたどしい言葉で、なんとか説明した。

　もっとちゃんと普通に話せるようになりたいなぁ。

　オバちゃんや剣ちゃん盾ちゃんと話すときみたいに、みんなと話せたらいいんだけどなぁ。

「ええっ!?　そうだったの!?」

「あ、そういや俺、思い出したぞ？　なんか昼ぐらいにいつも葡萄酒を持ってきていたやつがいて──あれが！　レムル！　おまえだったのかー！」

「え？　そんな人いたっけ？　──ああごめん。お、覚えているわよ？　う、うんっ──覚えているからね？　わ、私、記憶力には自信あるんだからっ」

「ごめんなさーい。ぜんぜん覚えてません」

　ロウガはぼくを覚えていたみたい。アルテミスは覚えていなかったみたい。ノノもそうみたい。

　ぼくもみんなのことは、冒険者っぽい三人がいるなー、くらいしか気にかけていなかったし。

　その頃には、まさか自分が関わりあうなんて思わなかったし。

　冒険者の若者三人に、という意味ではなくて──。そもそも、世の中の人と自分が関わりあうなんて、想像もしていなかった。

　自分はずっと引きこもりで──。部屋から出ず──。オバちゃんと剣ちゃん盾ちゃんと、ずっと一緒に暮らしてゆくのだと思っていた。

　ぼくは椅い子すに立てかけた剣ちゃんに触れた。盾ちゃんにも触れる。

《どしたの？　あるじ？》

《あるじさま？》

　トモダチができたよ。これはすごいことなんだ。

　剣ちゃんと盾ちゃんのおかげなんだ。

　口に出して言うのは、ちょっと無理。

　だから心の中だけで、二人に感謝を捧ささげた。





step.26　酔ってませえぇ～ん、酔ってませんからぁ～






　宴うたげは続く。

　ワイン好きのアルテミスは、ぼくの葡萄酒を、おいしそうに飲んでいる。

　革袋の一つめは空になってそこらに転がっていて、とっくに二つめの革袋を傾けているのだが……。

　ぽちょん。ぽちょん。

　何滴か垂れるだけ。二つめの革袋も、いま、空となった。

「あら～？　終わっちゃったわ～」

　アルテミスは言う。

　残念だったね。

　ぼくは目で返事を返した。

　オバちゃんの葡萄酒は、もうそれでおしまい。

「あははー、おわっちゃったー、おわっちゃったー」

　けらけらけら、と、ノノも笑っている。なにがおかしいのか、ぼくにはよくわからない。

「レムル。おかわり」

「……ない、よ」

「なんでないのよ～？」

　なんで……って、言われても？　はじめから二つしかないし。

　アルテミスが全部飲んじゃったよね。ロウガが「俺にもくれー！」とか言ってたけど、樫かしの杖つえでごつんごつん制裁されて諦あきらめてたし。

「毎日……、一袋……だけ、だから……」

「なんで一袋だけなのよ～？」

　それはオバちゃんが毎日出せるのが、その量だから。

　前に無理してもらったことがある。剣ちゃん盾ちゃんを買ったとき、その日だけはオバちゃんに無理をしてもらって、何杯分も出してもらったけども。

《ねえ。あるじー？》

「なに？」

　剣ちゃんが話しかけてきたので、ぼくは聞き返した。

「あははははは！　レムル。剣と話してるー。あはははは。またやってる～。おっかしー。……ねえノノ。ほら、おかしいわよ～？」

「わたしだって～、シロちゃんとお話できるもんね～、ねー！　シロちゃん！」

「わう！」

　ノノがシロちゃんを、ぎゅーって抱きしめている。

《この人たちってさー》

「うん？」

「あはははは！　あは！　あはははは！」

　アルテミスがぼくを指さして、笑ってる。

　ノノは葉っぱ食べてる。おやつ用の食べられる葉っぱだけでなくて、薬草とか毒消し草なんかも、もしゃもしゃ食べてるみたいなんだけど……。いいのかな？　あれって？

　まあ体に悪いものじゃないだろうけど。

　ロウガは寝てる。だいぶ前に沈没していた。

《ねえあるじー？　この人たちってさー？》

「うん？　だからなに？」

《オバちゃんがよく言ってる、〝ヨッパライ〟っていうのに、なっちゃってない？　みんな？》

「え？」

《あらそういえば。オバさまのお話に出てきた通りですわ》

　二人に言われて、ぼくは、まじまじと皆を見た。

　笑ってる。食べてる。寝てる。

　まわりの人たちを見る。時刻はだいぶ遅くなっているようで、店は満席。ウエイトレスの女の子は大忙し。

　そして店内には、これは見間違えようもないけれど──〝ヨッパライ〟がたくさんだ。

「ねえ～、もうないの～、どうしてないの～？」

「ない……、から、ないよ」

「ないからないだって～！　ないだって～！　あはははは！　……どこがおかしいのよ？」

　アルテミスはヨッパライになっていた。

　なに言ってるのかわからないようになってしまっている。

　ぼくもなにを言われているのか、よくわからない。

「もっと持ってきなさいよ～。いつもどこから持ってくるのよ～？」

「えと……、うちから」

「はーい！　レムルくーん！　うちってどこですかー？　──って、おうちあるの？　すごーい！」

「よし！　じゃあみんなでレムルんち行こうぜ！」

　ロウガが、むくりと起き上がってそう叫んだ。

　あれ？　酔い潰つぶれていたはずでは……？

「ばかおまえ、こんなん〝死んだふり〟に決まってんだろ。俺一杯しか飲んでねえし。死んだふりしていれば、酔っ払いに絡まれないからなっ！」





　　　　◇






　マスターにお金を払って店を出る。

　パーティの全資金の入った革袋を、アルテミスが椅い子すの上に忘れているので、ロウガがしっかりと回収してゆく。

　支払い額は……。

　うわぁー。一〇〇Ｇも出ていったぁ！

「店で食うと高けえなぁ」

「ほんとだね……」

　ぼくとロウガはしっかりした足取り。ぼくは葡萄酒をぜんぶアルテミスに取りあげられちゃっていたので、エール一杯しか飲んでない。

「酔ってませえぇ～ん、酔ってませんからぁ～」

「……へいき？」

「あれぇ？　シロちゃんどこー？　どこ行っちゃったのー？　いないよー？」

「もう還かえったって」

　ぼくとロウガは、それぞれアルテミスとノノに、肩を貸して歩いていた。

　二人ともぐにゃぐにゃしていて、自分一人で歩いてくれない。

「おい。レムル。──言っとくけどな、おまえ、変な気を起こすなよ？　そーゆーのは、紳士じゃねえからな？」

「へん……な、気……、って？」

「二人が酔っ払っているからって──って！　みなまで言わすな！　わかるだろ？」

　ぼくは考えてみた。考えてみた。考えてみた。

　……わかんないけど？

「おいちょっと、そっちと替われよ」

「……そっち？」

　ロウガはノノに肩を貸している。

　ぼくのほうはアルテミスに肩を貸しているわけだけど……。それを替われっていう意味なのかな？

「どうせなら。俺。巨乳のがいい」

　はい？　意味わかんないよ。

「巨乳！　ゆーな！」

　アルテミスは突然、叫んだ。ヨッパライとは、突然叫ぶものである。

　意味はわかんないなりに、なんとなく、交代しないほうが〝紳士〟なんじゃないかと思った。





　　　　◇






　部屋に皆を入れる。

「うわっ！　狭っ！」

　ロウガが言う。

　入れる前に「狭いよ？」と言っておいたんだけど……。

　ぼくの借りている部屋は、とても小さい。

　オバちゃんの樽たるを置くと、人が一人寝転ぶといっぱいとなってしまう大きさだ。

《おや？　お客様かい？》

「ただいま。オバちゃん」

「あははははー、話してるー。話しかけてるー。こんばんわー。おじゃましまーす！　樽のオバちゃーん」

《ああいらっしゃい。ヨッパライは大歓迎だよ》

　オバちゃんはアルテミスに言っている。もちろん聞こえていないけど。

《しかし驚いたね。ぼうやが嫁を連れてきた》

「ちがうから！」

《──で、どっちなんだい？　まさか二人ともかい？》

「だからちがうから！」

「あはははー！　一人ツッコミしてるー！」

「あ……、ごめ……、座って……、そのへんに」

　みんなが腰を下ろすと、部屋の中はもういっぱいになってしまった。四人で座って、足や肩を触れ合わせずにいるのがむずかしいという感じ。

「葡萄酒～、葡萄酒ちょうだい～、樽おばちゃ～ん」

　アルテミスがオバちゃんに抱きついている。

《あいよ》

　オバちゃんのコックのところから、どぼどぼ出てきた。

　オバちゃんは久々のヨッパライを見て、上機嫌で葡萄酒をいっぱい出してくれる。

「ほらー、ノノもー、飲みなさーい」

「わたしワインはあんまり～、ハチミツ酒が好きでぇ～……って！　うわ！　これ！　すごいおいしい！」

　はじめてオバちゃんの葡萄酒を飲んだノノは、びっくりした顔。

　ぼくは自分自身が褒められたみたいに嬉しくなった。

「俺も俺もー！」

　お酒が得意でない？　ロウガも革袋をもらって、

「ちょっとあんた。ロウガ。私はあんたに、言いたいことがあるのね」

「なんだー。うはははは。俺様になんでも言ってみろー」

　みんな陽気だ。みんなもう完全にヨッパライだ。

「巨乳！　ゆーな！」

「ゆうぞー！　巨乳！　隠れ巨乳ーっ！」

「ばーろー！　苦労してんのよー？　してんだからね？　重いし肩凝こるし。走ると取れちゃいそうだし痛いし。みんなじろじろ見てくるし。男の人だけじゃなくて女の人も！　だからこんなダボッとした服で隠してんのよ？　わかる？　ねえわかる？」

　アルテミスが隠れ巨乳だった説は、やっぱり正しかったっぽい。

　ヨッパライになってるから自分で白状しちゃってる。

「うわあ！　ヤバい！　ロウガなんかの隣にいたら妊娠しちゃう！」

　アルテミスはいきなり立ち上がると、ぼくの隣によたよたと歩いてきた。

　バランスを崩して、最後には倒れかかってくる。

　ローブの下に隠された噂うわさの〝巨乳〟が、ぼくの手のなかに収まって──。

「ごめ！　ごめん！　ごめ……、ほんと……、ごめ……」

「はい。葡萄酒……。もっとちょーだい！」

　慌てて謝ったのだが、ヨッパライはぜんぜん気がついていないっぽい。

　ヨッパライすごい。ある意味すごい。

「えええーっ？　ロウガさんがー、わたしの隣ですかぁー？　たすけてー、シロちゃーん！　にんしんさせられられられ──？　ええと、なんだっけ？」

　ノノはすっかり出来上がってしまっている。喚よばれて出てきたシロちゃんが、くうん？　と小首を傾かしげている。

　さっき還ったのにまた出てこられたということは、もう日付が変わっているってことかな。

　みんなですごい夜更かしをしている。

《ほら。ぼうやもお飲みー。ヨッパライにおなりー》

　どれだけ酔っても、ここはぼくの部屋。安心してヨッパライになれる。

　ぼくはオバちゃんの葡萄酒をいっぱい飲んだ。

　ぼくもヨッパライになった。





　　　　◇






　朝がきた。

　ぼくたちは折り重なるようにして眠っていた。

　四人で寝そべるような広さはないので、みんなで雑ざ魚こ寝ねだ。誰かの手足を勝手に枕に使って寝てる感じ。

　ぼくが起きたときには、ちょうどいい感じの柔らかい枕が、頭の下にあって──。

　誰の胸だったりしたのかは、言うまでもない。

「み……みず、だれかお水……、ちょうだい。あ痛たたた……、頭……、痛っ……」

「うわぁ……、えっ？　きゃっ。やだぁーっ。ちょっとちょっとちょっと。ロウガさん頭どかしてください」

「う～ん……、あと五分っ……」

「やっちゃって。シロちゃん」

「う……わぁ！　なんだおまえ！　シロ！　おまえ！　顔なめんな！　やめ──って、ばかっ！　もう──しかたのないやつだなぁ！」

　みんな起きたっぽい。

　共同住宅の一階の水みず汲くみ場まで行ってきて、お水を持ってきてあげる。

　アルテミスは〝二日酔い〟というやつだろう。おいしい、おいしいって、いっぱい飲んでいたし。

「あ……、そっか。私たちって……、レムルの部屋に来て、そのまま飲んでたんだっけ……」

　水をたくさん一気に飲むと、アルテミスは、ようやくすこし、しゃっきりとなった。

　ここがどこか。どうしてここにいるのか。ようやく思い出したようだ。

　昨日はぼくはとっても楽しかった。

　なんと！　トモダチがぼくの部屋にやってきていた！

　……部屋、狭いけど。

「あの……、ご、ごめんなさい……。なんだか醜しゆう態たいを……、いろいろ、見せてしまったみたいで……、ほんとに、その、ごめんなさい」

「いやリバースまではしてないぜ」

「そんなのするわけないでしょ！　そんなのしてたら自害するわよ！」

「おいおい。ゲロ程度で死んでたら、じゃあ、お漏らしとかしたら、いったいどうするんだよ？」

「最低」

「はーい。おなかが空きましたー。シロちゃんも、おなかが空いたって、いってまーす」

　ノノも飲んでいたのに元気。

　昨日、毒消し草も食べていたからかな？

「葉っぱ食ってろよ」

「それが……。なんでか、ないんですよぅ……。全部なくなってて。ねえレムルくん？　わたしの葉っぱ、知らないですか？」

　ぜんぶ君のおなかの中だと思うよ。





step.27　薬草を摘つむだけの簡単なお仕事






「だいたい、いつもこのへんで採集をやっているんです」

　冒険から帰ってきて二日目の昼すぎ。

　ぼくたちは街のすぐ近くの森の中にきていた。

　すぐ近く、とはいっても、街道が延びている東西方向ではなくて、壁をずっと回りこんでゆく北側の森だから、他の人の姿なんてない。

　遠くに見える壁がなければ、遭難の心配をしなければならないぐらいの深い森の中だった。

　このあいだの冒険で稼いだ大金がまだまだ残っているので、ぼくたちは気軽だった。

　当面──。数日か十数日ぐらいは、食べるものと寝るところの心配をしなくていい。

　次の冒険もまだなにをするのかは決めていない。

　いつもの酒場でお昼ごはんを食べたあと、今日はなにする？　という話になって──。

　ノノが「わたし薬草採集に行かないと」と言ったので、みんなで手伝うことになった。

　どうせ今日の予定はなにもなかった。

「だけど、なんでなくなっちゃったんでしょう……。おっかしいなー。まだたっぷりあったんだけどなぁ……」

　ノノがぼやく。カバンは空っぽ。ぎっしり詰まっていた薬草は跡形もない。

　だけどぼくは知っている。ノノが昨晩食べちゃったんだよね。もっしゃもっしゃと。

《ねー、あるじー？　なんか斬るの？　斬る斬る？》

《なにか狩りでもされるのですか？　あるじさま？　お守りします？》

　剣ちゃん盾ちゃんが聞いてくる。

　薬草を探すって二人には説明したのだけど、二人の知らないことなので、ピンとこなかったみたい。

「じゃあ、これから探します！　薬草の見本──があるといいんですけど。いま一本もないから。みんなで頑張って探してくださーい！」

「はーい」

　ノノが言う。専門家の話に、みんな、はーいと返す。

「なので薬草っぽいのを探してくださーい！　毒消し草がいいでーす！　痺しびれ消し草だと、もっといいでーす！」

「はーい」

　皆で返事する。

　知らない草を探すとか。すごいむずかしそう。

　ぼくにできるだろうか？

　みんなは知っているのかな？　どれが薬草でどれが毒消し草とか、わかるのかな？

「じゃ、開始でー。……いこ、シロちゃん」

「わう！」

　みんなで手分けして、藪やぶの中に入っている。

　ノノはさっそく何本か見つけているっぽい。〝薬草アイ〟を持ってる。すごい。

　シロちゃんも鼻を使って探している。

「おー、あったあったー！　俺！　一本目ーっ！」

「私だって一本目、見つけたわよ！　これ毒消し草よね？　葉っぱがギザギザのやつ。そうよね？」

「あっ、はい、それはたぶんそうでーす」

「俺なんて二本目見つけちゃったもんねーっ！」

　茂みのあちこちから声が聞こえる。

　みんな次々見つけだしている。すごいなぁ。

　あと競争みたいになってきている。

　なんだか楽しい。

　ぼくも探した。……んだけど。まったく見分けがつかない。

　困ったなぁ。

《ねえあるじ？　いちいち探さなくても、聞けばいいんじゃないの？》

「え？　聞くって？」

《ああ。そうですそうです。話しかければ答えてくれると思いますよ。薬草さんと毒消し草さんと、痺れ消し草さんたちが》

「あ。そっか」

　ぼくは理解した。

「ねえみんな教えてくれるー？　薬草さんたちー？　毒消し草さんもー？　いたら返事してくださーい？」

　ぼくは周囲の草に話しかけてみた。

「あっ。レムルさんの〝ルーティーン〟ですね！　負けません！　薬草のことなら、わたし、負けませんよー！」












〝ルーティーン〟ってなんだかよくわからないのだけど。

　皆の前で〝物アイテム〟と話すと、なんだかそんなふうに誤解される。

　集中する？　──だとか、そんなふうな〝儀式〟みたいなものと思われているらしい。

「薬草さんたちー？　どこー？」

《ここだよー》《ここよー》《ここにもいるよー》

　あちこちから声が返ってきた。うわぁ。けっこういるんだ。

「きみは、薬草？」

《うん。そうだよー》

「摘んでもいいかな？」

《いいよー。でも根っこは残しておいてねー。またはえるー。おっきくなるからー》

「ありがとう」

　ぼくは薬草を摘んだ。

《こっちもつんでー》《こっちもこっちもー》

　つぎつぎ呼ばれて、つぎつぎ、摘みに行く。

　すぐに手に持てる量を超えてしまったので、大きなカバンを持っているノノのところに渡しに行くと──。

「えっ？　レムルさん？　──もうそんなに!?」

　ノノはすごく驚いていた。

　彼女もたくさん集めているんだけど、ぼくの半分くらいの感じ。

「また……、もてくる」

　ぼくは薬草の束をノノに押しつけると、そう言って戻ってきた。

　なんで人相手だとうまく話せないのかなー。「もてくる」じゃなくて「持ってくる」だよね。

「毒消し草さーん、どこですかー？」

　さっきは薬草だったから、こんどは毒消し草さんたちに呼びかける。

《おうよ。あしもとだぞ》《なんかようか？》《ここにもいるぜ》

　毒消し草さんたちは、薬草さんたちに比べるとワイルドな感じ。

「ぼくたちの冒険に毒消し草さんたちが必要なんです。一緒に来てもらいたいんですけど」

《おう。あたまさげるニンゲンははじめてだな》《いいぞ。つれてけ》《どんな毒だってなおしてやっぞ》

　毒消し草ブラザーズにも一緒に来てもらった。

　またすぐに手で持ちきれないぐらいの束ができたので──。

「ええっ!?　毒消し草──レアなのに、こんなにっ!?」

　ノノがなんか驚いている。

　ノノも毒消し草を見つけていたけど、まだ数本。ぼくの持ってきた毒消し草ブラザーズは数十本。

「また。もてく──」

　ぼくは束を押しつけると、また戻ってきた。

　だからそこ、「もてく」じゃないよね。「持ってくる」だよね。さっきと比べてまた一文字減っちゃったよね。

　薬草。毒消し草。つぎは痺れ消し草かな。

「痺れ消し草さん、どこですかー？」

《ここじゃ》《はよつれてけ》《わしらレアじゃぞ》
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　レアというわりには、たくさん見つかった。

　一束作ってノノのところに持っていくと……。

「もてきた」

　花束みたいにして、ノノに差し出した。

「すご……、これ見つかりにくいのに……。こんなにたくさん……」

　そうなんだ。

「つぎ……、なに、とる？」

「あの……。じゃあ。薬草で」

「わかた……」

　ぼくはまた戻ってくると、薬草を探した。

　薬草さんたちに声をかけて、「はーい」「はーい」などと声がかかるところを、つぎつぎとあたって、薬草を一山、二山と作っていった。

　毎回、ノノのところに運ぶのは大変だから、いくらかまとめてから持っていこうと思って──。

　五山目を作ったところで、ぜんぶ抱え……られないので、盾ちゃんをひっくり返して地面に置いて、その上にぜんぶ載せた。

《あら。こんなふうに役に立つこともできたんですね。……私》

《なによ。ずるい。盾ちゃんだけ。あたしだって役に立てるわよ。あるじ。使いなさいよ》

　剣ちゃんがそう言ってくるが……。うーん……。剣ちゃんには、いまちょっと手伝ってもらえることはなさそうだ。

　五山分の薬草を盾ちゃんに載せて、ノノのところに運んでゆく。

「ほら見てください。レムルさん。──わたしもこんなに集めました！」

　ノノは一山分の薬草を集めていた。

「……え？　なにそれ？　……そんなに？」

　ぼくは運んできた五山分を、ノノの一山の隣に置いた。

　うん。これで薬草が六山分。すごいすごい。こんなにたくさん集まった。

「おーい……、俺もこんだけ採れたぞー」

「ここにいたのね。ねえ。これだけしか採れてないんだけど」

　ロウガとアルテミスも茂みの奥からやってくる。みんなでばったりと出くわす。

「──うわっ！　なんだそれ！　すげえ量！」

「えっ!?　そんなにたくさん──いったいどうやって!?」

　ロウガとアルテミスが驚いている。二人が手にしていた花束ぐらいの薬草が、ぽとりと地面に落ちた。

　シロちゃんが、へっへっへ、と走っていって、二人の落とした薬草の束をくわえて戻って、ぺいっとぼくらの山に加える。

　どのくらい集めるのか聞いていなかったけど。ずいぶんたくさん集まったから、もう足りるかな？　どうかな？

「わた……、わたし……、負けちゃったあぁぁ！　や、薬草集め……、自信あったのに……、レムルさんのほうが、ぜんぜん……、すごくて……」

　え？　あれっ？

　ノノがなんか、ぐしぐしとやっている。はなをすすって……、そして──。

「びえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！」
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　泣いちゃった！

「ちょ──！　ノノ！　落ちついて！　ね？　落ちついて！　勝ち負けとか関係ないから！　ノノがすごいのはみんな知ってるから！　ね？　ねっ？　ねっ？　ねーっ!?」

「びえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！」

「女ってすぐ泣くよな」

「ロウガ！」

「な……、なんだよ？　俺が泣かしたんじゃねえだろ？　……ねえよな？　今回は？」

　ロウガが困った顔でぼくを見る。

　ぼくはもっと困っていた。

　なんだかよくわかんないけど！　ノノを泣かしちゃったみたい！





　　　　◇






「ごめんなさい……、落ちつきました……」

　しばらく泣いて、アルテミスのローブの胸元に大きな染みを作ってから、ノノはようやく泣きやんでくれた。

「ぼ……、ぼく……、ご、ごめ……、ぼく……、だめだた」

　なにがいけなかったのか、なんかまだよくわかっていないんだけど。

　女の子が泣いちゃったんだから、たぶんぼくが、いけないんだと思う。

「レムルさんは悪くないです。わたしがいけないんです。わたし。薬草探しだけは自信があって……、それでレムルさんに負けちゃったんで、悔しかったんです。……わたしって、こんなに負けず嫌いなコだったんですね。自分でもびっくりです」

　ずっとぺろぺろやって慰めてくれていたシロちゃんの背中を撫なでながら、ノノは言う。

　さっきあんなに泣きじゃくっていたなんて思えないぐらい、けろっとしている。

「え？　なに？　なんなの？　レムルが薬草五山採ってきたんで、おま、泣いてたわけ？　ばか？　ばかなの？　金になって、いいことじゃん」

「はい。ばかです。……でもロウガさんには、あんまり言われたくないカンジです」

「お。認めたな？　ばーか。ばーか。ばーか」

「こらロウガ。いい加減にしなさい。……シロちゃん。やっちゃって」

「わおーん」

「うわあぁぁ！　やめろくるなぁ！　顔を舐なめるなぁぁ！」

　みんなの雰囲気がいつもの楽しい感じに戻る。

　ぼくはまだちょっと事態についていけてなくて……。どうしていいのかわからずに立ち尽くしていた。

「なによレムル。気にしてるの？」

　アルテミスがぼくの背中を、ばしっと叩いてくる。

「──つまり貴方あなたが、すごいってことなんだから。胸を張っていればいいんだから」

　そうなの？

「はい。レムルさんはすごいです！　……今回は、もうこれ以上運べないから、これで終わりですけど。……つぎのときには、わたし、負けませんから！」

　あっ……。うん……。

　なんかよくわからないけど、ノノが元気になってよかった。

　ぼくはうなずき返した。

　たぶん、それで合ってる……はず？

　本日のぼくたちの冒険？　は、薬草採集だった。

　ぼくたちは薬草を、すごくたくさん手に入れた。





step.28　ポーション屋さん？　開業？






「これ。作ってみたんだけど」

　ある日の昼。

　みんなでお昼のごはんを食べおわったあと、アルテミスがテーブルの上にガラスの容器を置いた。

　下が丸くなっていて、上には長い首がまっすぐ伸びている。フラスコ？　とかいうんだっけ？

　中にはやや緑がかった液体が満たされている。

《のんでのんでー、あたいはポーション。ケガがなおるのよー》

　じーっと見ていたら、フラスコ……の中身のほうかな？　それが僕に話しかけてきた。

「いまケガしてないよ」

「あら。よくわかったわね。なにも説明していないのに、これがポーションだって」

　ポーションさんに話しかけたのだが、アルテミスが感心した顔でそう返してきた。

　ぼくは真っ赤になってしまった。

「このあいだ薬草をたくさん採ったでしょ。あれを全部売ってもよかったんだけど、あれだけまとまった量があればポーションが作れるし。魔法使いの初歩過程で薬学はやるし。精製のための器具っていっても、お鍋だのかまどだので代用できるし。──で、やってみて、できたのがこれ」

「店で売ってるポーションは、こんな毒みたいな色はしてねえぞ？」

「毒……って、あなたね。市販されているポーションは、精製度合いを上げてるの、でも変わるのってほとんど見た目だけよ？」

「なにいってんだ。見た目は大事だろ？　男だって女だって、まず見た目で相手を選ぶだろうが」

「はいはい。あなたの腐った価値観は置いといて……。まあ実際の効果は市販のポーションと変わらないから。ようするに、原料の薬草をどれだけ使うかってことなのよね。普通のポーションには一山。ハイポーションには五山あるいは上級薬草が一山だとか」

「このあいだみんなで採ってきた薬草。二山だけは売って、残りの山がポーション四つになったんですよぅ」

　ノノが明るい顔で言う。

　ポーションのフラスコがもう幾つか出てくる。机の上に四つのフラスコが並んだ。

「これ全部売れば、なんと一〇〇〇Ｇだぜ！」

「薬草でそのまま売ると一山一〇Ｇなんですけど。そのまま売るより、ポーションに加工したほうが、高くなったんですねー。わたし、ぜんぜん気づかなくって」

「私だって自分がポーション作れることなんて、すっかり忘れてたわよ。小さい頃に習ったきりだったし」

「ええと。待てよ計算するぞ。ポーションだと一瓶二五〇Ｇだろ。薬草一山だと一〇Ｇなんだよな。俺たちこのあいだ、ささっとやって六山くらい採ったわけだろ。一日ずっと頑張れば、二〇山くらい採れるんじゃないのか？」

「それ休憩時間入れてないでしょう。一五山ぐらいにしておきなさいよ」

「じゃあポーション一五個として……、アルテミス、二五〇かける一五は？」

「三七五〇」

　アルテミスは一瞬で答えを出す。アルテミスすごい。あたまいー。

「え？　じゃあなに？　俺たちって、一日で三七五〇Ｇも稼げちゃうってこと？」

「そうなるわよね」

「そうなりますよね……」

　みんなうなずいている。

　そうなるんだ。

　ぼくもうなずいた。

「え？　え？　え？　じゃあなに？　俺たちって、すげえ金持ちになれるっていうこと？」

「そう……、なるんじゃないの？」

「ええと……、そ、そうかも？」

「あ……。でも、ポーションを何個か売るくらいならいいんだろうけど。そんなにたくさん、毎日卸すってなったら、ポーションギルドに入らないとならないわよ？　無許可でやっていたら、怒られちゃうわよ？」

「入ればいいんじゃね？」

「あ。そっか。入ればいいのね」

「薬草摘つみのギルドってありましたっけ？」

「採った薬草、ぜんぶ自分たちで使えば問題ないんじゃないかしら？　市場に流さなければ薬草で商売していることにはならないし。ポーションのほうだって自己消費するなら、ギルドに加入する必要はないわけで」

「そっか。そうですねー」

「しっかしポーションって高いんだなー。誰が使うんだ？　こんなもん？」

「私ら冒険者が使うわけでしょ」

「うげっ。──一つ二五〇Ｇもするもんを？」

「そりゃ、私たちみたいなＬｖ１のパーティにとっては二五〇Ｇは大金だけど。高レベル冒険者にもなると……。ほら、うちの宿の一番高い部屋。ロイヤルスイートルームっていう部屋。あれ一泊五〇〇Ｇもするじゃない？」

「うげっ。俺らの一週間分の生活費……」

「そういえば、このあいだ聞きましたー。高レベル冒険者が、一〇〇万Ｇもするお屋敷を、ぽんと即金で買ったとかー」

「うげっ。ひゃくまんって……。俺たちの、なんにちぶん……？」

「三九年と少々ね」

「ウワサでは、その冒険者さん。なんと、その一〇〇万Ｇを、たった一日で稼いできたとか……」

「うげっ。……ばくはつしろ。……もげろ」

「ロウガ。……下品よ」

「それがわかるおまえも大概だと思うがな」

「なんですか？　……もげる？　なにを？」

「ま、まあ……、そういう人たちにとってみれば、二五〇Ｇなんてタダと同じようなものじゃないかしら……。ああほら、そういう人たちって、普通のポーションなんて使わないでしょ？　使うとしても、ハイポーションとかフルポーションとか、そういうので……」

「高レベルの上位職とかになると、〝リジェネ〟とかゆーのがあるらしーぞ？　三分も待ってりゃ、ポーション一本分ぐらい自動回復するらしいぞー？」

「く……、雲の上よね。……〝転職〟なんて、ぜんぜん考えたことない」

「レベルの高い人たちの冒険って、一回行って、数千Ｇとか一万Ｇとかになるらしいですよ？　わたし、聞いたことあります」

「なるほど。世の中の仕組みがわかってきたぞ。俺らとか、あとポーション職人なんかの下々の連中は、そいつら雲の上の住人のために、貢みついでるわけだな。ちまちま薬草を集めて、ちまちまポーションに加工して」

「ポーション職人の人たちは、薬草は集めていないと思うわよ。それをやっていたら、ポーション作る時間がなくなっちゃうじゃない。分業制になってると思うわよ」

「自分で集めれば原価ゼロにならね？　儲もうからね？」

「かわりにたくさんの材料を買って、たくさんのポーションを作るわけでしょ。薬草摘みの人から薬草を買って、自分たちはポーションを作る専門。そうやって分業することで、一個一個の利り鞘ざやは少なくても、数を捌さばくことで儲けを確保するわけよね」

「うおー、商売って、そうやってるのかー！　俺、拳法一筋だったから、ぜんぜん、知らなかったー！」

「私も魔法一筋だったから……。知識としては知ってたけど、意味については、いまはじめて理解したかも……」

「わたしも自分の集めた薬草がどうなっていたのかって、考えたこともありませんでしたー。ねーシロちゃん。知らなかったねー」

「わう！」

　ぼくなんて、引きこもりだったから、なにもかもいま全部知った感じ。

「なあ……？　俺たちって、このあいだの冒険で、一五〇〇Ｇになったじゃん？」

「もう一〇〇〇しか残ってないわよ」

「え？　もう五〇〇も使っちまったのかよ!?　なんでどうして!?」

「飲食代がかさみました。……これからは倹約するわよ。いつもの状態に戻せば、まだ一四日分は……」

「それなんだけどな。毎日、薬草集めて、ポーションにして売れば、一個で二五〇Ｇだろ。頑張れば一五個で……、ええと、いくらだったっけ？」

「三七五〇Ｇ」

「そう。三七五〇Ｇだ！　これはええと、俺たちのいつもの暮らしだと……？」

「一日七〇Ｇで計算すると、五三日ね」

「そう！　五三日分だ！　てことは、五二日遊んで、一日働くだけでいいってことだ！」

「その計算はどうかしら。ギルドに完成品を納めるのであれば、ギルドの無意味に高い品質を満たさなければならないから、精製工程が増えるし、そんな一日に十何本も作れなくなるわ。あとそもそも、ギルドに加入しなくちゃならないのよね」

「だからポーションギルドに入ってさ」

「ギルドは基本、掛け持ち不可なんだけど」

「え？　そうなの？　──じゃあ冒険者ギルド辞めちまおう」

「ばか」

　アルテミスがそう言ったので、ぼくはすこしほっとした。

　なんだか話が変な方向に行っていた。冒険者を辞める……みたいな？

「ああでも。一日に一五本は無理としても、専業だと、五……七本はいけるかしら？　私とロウガがポーション専門で、ノノとレムルが採集専門になれば、ポーション班のほうは一日ずっと時間が使えるわけだし……。そうすると一日一七五〇Ｇになって……。えっ？　一週間で一二二五〇Ｇ！　何か月か続けたら何十万Ｇで……。ええっ？　これほんと？　じゃあ一いつ旦たん冒険者ギルドを脱退して、ポーションギルドに加入するっていうのも……、それでお金を稼いでから……」

　アルテミスはぶつぶつとつぶやいている。目はじーっと壁を見つめている。

　ロウガとノノに目を向けると……。二人も同じように、壁を見上げて、えへえへと笑っている。

　そっか……。

　ぼくは理解した。

　みんな、冒険者を辞めて、ポーション屋さん？　──になるつもりなんだね。

　ぼくは椅子から立ちあがった。

　壁を見つめて計算してたり、笑っていたりする皆は、ぼくが立ったことにも気づいていない。

　テーブルの下のシロちゃんだけがこっちを向いて、へっへっへっ、とやっている。

　ぼくはそのシロちゃんに、軽く手を振った。

　そして、皆に向けて──。

「ばいばい」

　そう言った。

　そして酒場を立ち去った。
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step.29　仲間探し中






　皆と別れたぼくが向かったのは、冒険者ギルド。

　ホールには冒険者の人がたくさん出入りしている。

　胸の前に大きな札をぶら下げて、ぼくは立っていた。

　札には、盾ちゃんに手伝ってもらって、字を書いた。

「Ｌｖ１　戦士　仲間にしてください」

　──と書いた。……書いてあるはず。読めないから、わかんないんだけど。

　皆が冒険者を辞めて、ポーション屋さん？　──になろうとしていることは、聞いていてわかった。

　だからぼくは皆と別れて、新しい仲間を探している。

　皆とは仲良くなれた気がするし、離れるのは嫌だし、新しく入れてくれる人たちがどんな人たちかわからないし、怖い人たちだったら怖いんだけど──。

　でもぼくは冒険者でいなければならない。

　ポーション屋さん？　──では、剣ちゃんと盾ちゃんは必要ない。

　小一時間ほども立っているけど。誰も話しかけてきたりしない。

　たまに札をちらっと見てくる人がいるけど、ふっ、と鼻を鳴らしていってしまうだけ。

　Ｌｖ１の戦士なんて、さっぱり必要がないみたい。

　だけど何日も続けていれば、そのうちきっと新しい仲間が見つかる……はず。

　アルテミスやロウガやノノたちは、戦士を見つけるのに、どれだけかかったって言ってたっけ？　たしか三週間くらい？

　ぼくもそのくらいは当然覚悟している。三週間どころか、何か月でも立っているつもりだ。新しい仲間が見つかるまで……。

　ぽろって、なんか熱いものが目からこぼれて頰ほおに伝った。

　あれ？　あれあれっ？

　アルテミスやロウガやノノたちのことを考えたら、なんか、そんなふうになってしまった。

　もう終わったことなのに……。

　だめだよね。新しい仲間を探さなきゃいけないんだ。ぼくは。

　盾ちゃん剣ちゃんのために──。

《あるじ……》

《あるじさま……》

　剣ちゃん盾ちゃんが、姿を現した。

　ぼくにだけ見える姿で、彼女たちは、ぼくの涙をぬぐおうと手を伸ばす。

　でもそれは素通りしてしまう。

　だいじょうぶ。ぼくはだいじょうぶだから。





　　　　◇






　日が暮れてきて、表がすっかり夕陽に染まったとき──。












　皆が──ロウガとアルテミスとノノとシロちゃん──が、ギルドホールに駆け込んできた。

「うわあああぁぁ──！　ここにいたあぁぁ！　よかったあぁぁぁ！」

「レムル！　レムルうぅぅぅ！　誤解！　誤解なのよおぉぉ！」

「ほらあぁぁ！　ほらほらみて！　〝戦士　仲間にしてください〟──って！　だから言ったじゃないですかあぁ！　あの〝ばいばい〟って、そういう意味ですってええぇ！」

「わう！　わうわう！　わうっ！」

　あれ？　なんでみんな……？

　なんでそんなに慌てて……？

「わるかったあぁぁ！　わるかったあぁぁ！　冒険者辞めるなんて言わねえからあぁ！」

　ロウガがぼくの足にすがりついてきた。

「ごめんなさい！　ごめんなさいいいぃ！　あれは計算しただけだから！　ポーション屋になんてならないからあぁ！　勘違いさせちゃったら！　ごめんなさい！」

　アルテミスが、ぎゅーっと抱きついてくる。

　隠れ巨……なんとかというのが、なんか、すごくよくわかった。

「あれからみんなで話して、ポーション作りは自分たちで使う分だけにしておこう、ってなって──。やっぱりわたしたち、冒険がしたくて冒険者になったんです。ポーション屋さんになるのは、儲かるかもしれないけど、なんか、やっぱり違うって……みんなでそこまで話して決めたとき、レムルさんもういなくって！　レムルさんいつも口数少ないから、誰も気がついていなくて!?　でもシロちゃんが言うには、〝ばいばい〟って言って出ていっちゃったって──!?　レムルさん！　いやですだめです！　みんな仲間です！　いなくなっちゃ……！　やだ！　いやですようぅぅ……！　び……」

　び？

「びえええええ──ん!!」

　ノノが泣いた。ガン泣きした。

　床にぺったんと座りこんで、わんわん子供みたく泣いてるノノに、ホールにいた冒険者さんたちの視線が集まる。

　女の子泣かしてんの、誰？　──みたいな目が向けられる。

　えええっ？　──ぼくぅっ!?

「ごめんなさあぁぁぃ！　ごめんなさあぁぁぃ！　レムルさあぁぁん！　戻ってきてくださあぁぁぃ！」

「わう！　わうわうっ！」
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《ねえ、あるじー。ほら、なにか言ってあげなさいよー》

《あるじさま。ほら。ぜんぶ誤解だったんですから……》

　剣ちゃんと盾ちゃんも、そう言ってくれている。

　ぼくは──。

「……うん」

　──そう答えた。

　ひとことだけ言うのが、いまのぼくにとっては、せいいっぱい。





step.30　はじめての人斬り






「酔ってませーん！　……酔ってませんからねー？」

　アルテミスがそう言いながら、ぐー、と突き出してくるジョッキに、ぼくは葡ぶ萄どう酒しゆをとぽとぽと注いだ。

　だけどどうしてヨッパライって、みんな「酔ってない」って言うのかなー？

「ちょっと！　れむりゅ！　ちゃんと飲んれんの？」

「……飲んでる、よ」

　ぼくは自分のジョッキを傾けた。ぼくのほうもけっこう飲んでいる。

「れむりゅ！　ちゃんと酔ってゆ？」

　アルテミスはろれつが回っていない。これは本格的に酔っている。

「……酔ってる」

　ぼくもそう言った。ふだんからオバちゃんの葡萄酒を水がわりに飲んでいるせいか、ぼくはみんなみたいにヨッパライになったりしないんだけど……。

　でも今日はだいぶ酔ってしまっている。

　ノノとロウガがそれぞれ用事で、森と道場に出かけていて──アルテミスと二人きりだった。いつもよりお酒の量が増えてしまっている。

　きっとぼくが無口なせいじゃないかな。

　ほら。話しているあいだって、ものを食べたり飲んだりできないから。

「あのねー、れむりゅ、私はいつもこんなに飲まないのよー？　お酒は薬程度って、そう、決めてんの。……でもね。……でもね？　あなたが悪いんだからねーっ！　れむりゅ！」

「……ぼく？」

　ぼくは自分を指さした。

「そう！　だってあなたの持ってくるおしゃけ！　こんなにおいしいんれすものーっ！」

　それはぼくじゃなくて、オバちゃんのせいだね。

　そしてオバちゃんは、アルテミスがヨッパライになったことを、きっと喜んじゃうよね。樽たるオバちゃんの人生……じゃなくて、樽生は、ヨッパライを生み出すためにあるっぽいので。

　もうしばらく飲んでいると──。

「あ……、終わっちゃった」

　革袋の中身が空になった。最近オバちゃんが上機嫌で、葡萄酒がこれまでの何倍も出てきているんだけど。アルテミスが本気飲みすると、ぜんぶ消えちゃう。

「じゃ……、帰りゅ」

　立ち上がった彼女は、ふらふらとしている。

　ぼくは彼女を支える。

「お財布……、また、忘れて……る」

　お金の入った革袋を、アルテミスが椅い子すの上に忘れている。彼女はよく忘れる。ぼくたちの全資金がそこに入っている。どこかに置いておくより持ち歩くほうが安全だって彼女は言うんだけど。酔っ払っていると危ないよね。

　アルテミスを支えつつ、マスターに頭を下げて店を出る。最近「ツケ」とかいうのが利くようになった。毎回払わなくても週一でよくなった。

　みんなの宿のあるほうに進む。

　ヨッパライはぐんにゃりとしていて、すごく重たい。自分で歩いてくれない。

「れむりゅはー……、しんしよねー？」

「うん？」

　しんし、って、なに？

「へんなとこ、つれてっちゃー、らめよー？」

　へんなところって、どんなとこ？

　みんなの宿に向かっているだけだけど？

「ねむーい……、ねていい？」

「だめ」

「いいよねー？」

　だめって言ったんだけど。

　アルテミスの体が、急に重たくなった。

　完全に寝ちゃった人の体って、マジ重い。

　ぼくは引きずられるようによろけて、路地をちょっと入りこんだところで、へたり込んでしまった。

「アルテミス～、起きてよ～」

　彼女の体を揺する。

「だめだよ～、こんなところで～、寝たら～、だめだよ～」

　揺すりたてる。でも起きてくれない。ぜんぜん起きる気配がない。

《あるじ、普通に話せてる》

《あら。寝ている人だと普通に話せるのかしら。それとも酔っているからかしら？》

「ほら～、いくよ～、起きようよ～」

　ぼくもだんだん眠たくなってきた。へたりこんで寝ているアルテミスの上に、こてん、と倒れこんでしまう。

《ちょっとあるじー？　こんなところで寝たらだめよー》

《そうですよあるじさま。風邪を召されてしまいますよ》

　剣ちゃん盾ちゃんの声が聞こえる。

　うん。だめだよね。

　起きなきゃね。起きないと……。

　アルテミスを……。ちゃんと宿まで連れていかないと……。

　……でも眠い。

「おい。見ろよ。こんなところで寝ていやがるぞ。──カモがよ」

「へっへっへ……、こいつら最近、急に羽振りが良くなったガキどもだよな？　カネもってんじゃねーのか？」

　なんだか誰か男の人たちが話している。
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　ぼくは眠くって、ろくに話の内容もわからない……。

《ねえこの人たち、あるじのこと助けてくれるのかなー？》

《親切なニンゲンさんですねー。よかったですねー。あるじさまー》

「おまえ。ちょっと通りのほう。見張ってろよ？」

「ああ。まかせとけ」

「どれ……、カネはどこよ……、ここか？　こっちか？」

　男の人の手が、ぼくの体をまさぐってくる。……なにしてんだろ？

「おい早くしろよ。オスガキじゃねえなら、メスガキのほうが持っているんじゃねえのか？」

「そうかもな……。おっと。この女。チチでっけえー！」

　あれ……？　えっ？

　この男の人たち……、なにしてるの？

「ばか。早くしろって。そんなもん、カネが入れば、娼しよう婦ふんとこで楽しみゃいいだろ」

「ちげえねえが……。ここでヤッちまってもいいんじゃねえのか？　全然起きねえし」

「それはあとだ。まずカネだ」

「そうだな……って、おっと！　あったあった。おおう！　すげえ入ってるぜ!?」

　Ｇゴールドのじゃらじゃらという音がする。

　アルテミスの持っていた革袋を、男の人たちが取りあげてしまったのだと、ぼくにはわかった。

　ちょ──だめだよ！

　それはぼくたちの全財産で──!?

　やめてよ！　持っていっちゃだめだよ!!

　でもぼくの体は動かない。頭は起きてるのに体は寝ちゃっている感じ。ぜんぜん動いてくれない。

《ねえ？　なんかあれ、盗んでいこうとしていない？》

《そう見えますけれど……。そうなのかしら？》

「さあて。カネも手に入ったし……。つぎはお楽しみといこうかぁ～……。へへっ。おい。ちゃんと見張ってろよ？」

「お、おい、じ、順番だからな？　次は俺だからな」

　男の人たちが、なにか言っている。

　なにを言っているんだろう？

　お金を取りあげる以外に、なにをしようとしているんだろう？

《ねえ。なんでこいつら？　アルテミスの体をさわってんの？》

《なにか良からぬことをしようとしていますわ》

《冗談じゃないわよ！　こいつら！　わるいやつね！》

《あるじと仲間に害をなす人たちは、許せません！》

《あるじ！　──あたしに体をまかせて！》

　剣ちゃんがぼくに叫んでくる。

　まかせるって──、いったいどうすればいいの？

《あたしのこと信じなさい！　まかせるって思って！》

　そんなのはじめから信じてる。

　だから。うん──。任せる!!

　ぼくがそう思った瞬間──。急に体が動くようになった。

　だけどぼくが動かしているんじゃない。勝手に自然に動いていた。

　ぼくは起き上がるなり、剣を摑つかんでいた。

《いやあああぁぁ──っ!!》

　上から下に、一直線に剣を振るう。

「ぎゃああああ!!　──腕がぁ！　俺の腕があぁぁ！」

　男の人が二人いた。片方は腕を押さえて、大声をあげている。

　片方は地面にお尻しりをついていた。股間が黒く濡ぬれている。おしっこを洩もらしてしまったのだとわかった。

　そして──。

　Ｇゴールドの入った袋と、それを摑んだ手が、地面にぼとりと落ちていた。

　え？　あれっ？

　ぼくは、いま、なにをしたんだろう？

　なんで手が地面に落ちているんだろう？

「うわあぁ！　やべぇ！　やべえぞこいつ！　うわあぁ！　たす──助けてくれぇ！　殺されるぅ！」

「痛えぇぇ！　腕がぁ！　俺の腕があぁぁ！」

　男たちは腰を抜かして、這はいずって逃げていった。

　そして、その場には──。

　ぼくと、まだ眠ったままのアルテミス──。

　金貨の袋と、男の人の「手」だけが残った。





step.31　はじめての取り調べ






「困ったことになっています」

　エミリィさんは口を開くなり、そう言った。

　ここはギルドの建物の上の階。個室になっている部屋。

〝取調室〟とか、なんかちょっと怖そうな名前の部屋。

　朝、ギルドから呼び出しがあって、ぼくとアルテミスの二人は、いまこの部屋で〝取り調べ〟なるものを受けていた。

　ロウガとノノの二人も心配してついてきてくれたけど、この部屋までは入れなくて、下のホールで待っている。

　いつもニコニコ笑っているエミリィさんが、今日は笑っていない。

　笑顔がないと、ちがう女の人みたい。とっても怖い女の人みたいに見える。

　剣ちゃん盾ちゃんがいれば、感想を聞けたかもしれないけど。

　いま二人ともロウガたちに預かってもらっている。アルテミスの樫かしの木の杖つえもない。

「そんなに畏かしこまらなくてもいいですよ。ギルドは基本的にギルド員の味方であろうとしていますから」

　にこっ。

　あっ……。いつもの笑顔だ。

　ぼくはほっとして、緊張を解いた。

　──と、隣にいるアルテミスから肘ひじ鉄てつをもらう。

　ええっ？　なんで？　なんでいま肘鉄もらったの？

　なに？　なに？　どゆ意味？

「──アルテミスさんも、そんなに警戒しなくていいですよ。貴方あなたがたを容疑者として見ているわけではありませんから。ただこちら側と、あちら側のギルドの言い分とに、重大な食い違いがありますので、その点をはっきりさせたいと考えているだけです。ギルドとしてどういう態度に出るのか、決めなければなりませんので」

　エミリィさんは、また笑顔の消えた顔でそう言った。

「それはギルドに不都合なことがあれば、私たちを切り捨てるって意味ですか？」

　アルテミスも硬い顔で言う。彼女は普段からそんな顔だけど。

「ギルドは構成員を守りますが、無条件にすべてから守るというわけではありません。ギルドの規定を守らなかったときには、残念な結果になることもあります」

「あれは自衛でした」

　アルテミスは言う。

「でも貴方はまったく覚えがないと証言していますよね」

「それは……、そう……、なんですけど」

「盗賊ギルド側の言い分では、彼らは酔っている貴方たち二人を見かけて、介抱しようとしたところ、いきなり腕を切り落とされたといっています」

「噓うそです！」

「ですから貴方は覚えていないんですよね？　酔い潰つぶれていたせいで」

「そ、それは……、そう……なんですけど」

　アルテミスの声は小さくなっていってしまう。

「でも……、レムルが」

　二人の顔がぼくに向く。

　話すことを、ぼくに期待されても困るんだけど。

「レムルさん。貴方の供述によりますと──」

　エミリィさんは手元の紙を見ながら言う。あれはぼくが書いた紙。口で話すのは相当大変なので、紙に書いて出した。盾ちゃんのアイデアだ。代筆も盾ちゃん。

「レムルさん、確認しますが。貴方とアルテミスさんの二人が、路地でうずくまっていたところ、あの二人がやってきて、介抱する素振りなんて最初からなくて、貴方がたを〝カモ〟と呼び、一人が見張りに立ったうえで、もう一人が、Ｇゴールドの入った革袋を探っていた。……間違いないですか？」

　こく。

　ぼくはうなずいた。

「あ。忘れていました。ちょっとこれ持っていてもらえますか」

　エミリィさんは、なにか……、ベル？　みたいなものをぼくに渡してきた。

　なんだろう？　これ？

　指ではじくと、チーンと、澄んだ音が鳴る。

「持っているだけでいいです。鳴らさなくていいです。ていうか、鳴らしちゃだめですよ」

　そうなんだ。ぼくはベルをしっかりと抱え持った。

「……さっきの確認に戻ります。男たちは貴方の持っていたＧゴールド袋を盗もうとしていたわけですね？　そうですか？」

　ぼくじゃなくてアルテミスが持っていたんだけど。

「……アルテミスさんの持っていたＧゴールド袋を盗もうとしていた。……そうですか？」

　うん。そう。

「……はい」

　ぼくがそう口にした瞬間──。

　抱えていたベルが、ちーん、と、澄んだ音色を鳴らした。

　ひとりでに鳴った。

「そして男たちはお金を奪ったあと、アルテミスさんの体をさわり、強ごう姦かんの企くわだてを話していた。……そうですか？」

　ごうかん？　……それ、なに？

　ぼくは首を傾かしげた。

　アルテミスに顔を向けると、めっちゃ硬い表情になっていた。

　そういえばそこについては彼女に話してなかったっけ。ギルドに出した紙に書いただけ。

　体をさわられたことだとか、知ったら嫌だと思ったんだよね。

「……聞いてない」

　アルテミスが青ざめた顔で、ぼそっとつぶやいた。

　ごめん。だから言ってなかったんだけど……。言っておいたほうがよかったのかな？

「ええと。つまり、ひらたく言いますと──。〝ヤッちまおう〟という相談をしていたってことなんですけど」

　やや顔を赤くして、エミリィさんが言う。

　ああ。うんうん。そうそう。

　そんなこと言ってました。

「……はい」

　ぼくがそう口にした瞬間──。

　またもや、ちーん、と、ベルが鳴った。
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　このベル……。いったい、なんなんだろう？

「なのでレムルさんは、そいつの腕をぶった切ってやったと」

「……はい」

　ちーん。

「ぶった切るくらいじゃなくて、ぶっ殺してやればよかったんですよ」

　エミリィさんは言う。

　にこにこ笑顔でそう言う。笑顔コワイ。

「ちがうとこ切ってやればよかったのよ」

　アルテミスが言う。思い詰めた顔で言う。〝ちがうとこ〟──って、どこのことだろう？

「聞き取り調査は以上です。確証が取れましたので、ギルドとしての態度も決まりました。盗賊ギルドに対しては、〝自衛のためのやむを得ない防衛〟として断固たる態度で臨みます。正直、単なる窃せつ盗とうに対してですと、腕を切り落としてしまうのは、ちょっと過剰防衛になってしまうんですよね。でも強姦未遂がつくなら余裕です。ぶっ殺していたって去勢してやったって問題ありません」

　エミリィさんはニコニコ笑顔で、過激なことを言う。

「だいたい、証拠品として残された〝手〟が、しっかりと革袋を摑んでいて放さないんですから。〝介抱しようとした〟って言い分は、苦しいんですよね」

　ぼくたちの全財産は返してもらえていない。革袋に〝手〟がくっついたまま、ギルドが預かっている。

「今回はお疲れ様でした。アルテミスさん。嫌な思いをさせてしまってごめんなさい。……でも貴方も迂う闊かつなんですよ。酔い潰れるまで飲むとか。路地で寝ちゃうとか。女性として無防備すぎます。レムルくんがいなかったら、人生、めちゃめちゃにされていたところでしたよ？」

「……はい」

　アルテミスは殊勝な顔でうなずく。

　そしてチラッとぼくを見る。その視線の意味は……、ぼくにはわからない。

「あと全財産を持ち歩くとかも、やめましょうね。ギルドにはお金を預かる銀行サービスもありますので、ご活用ください。引き出すときに一〇％の手数料を頂きますが、こんなことがあって全財産をなくしてしまったりするよりは良いでしょう？」

「それは……はい。すいません……。手数料を節約するつもりで……」

　アルテミスは赤くなる。

「みなさんそうやって、一度全財産を失ってから、学習されるんですよね。失う前に覚えられたってことで、よかったですね」

「……はい」

　アルテミスはますます赤くなる。真っ赤になってうつむいている。

「盗賊ギルドの方々は、ある意味、〝盗む〟のが仕事といえますので──。〝盗み〟それ自体は黙認なんですよ。気づかなければ自己責任。気づいて現行犯で捕まえなければ、お金は戻ってきませんので」

　そうなんだ。

「……レムルさん。次は腕を切り落とすのはやめておきましょうね。痛めつけるぐらいが〝相場〟です」

　だめなんだ。

「……まあ今回の場合、盗賊ギルド側でどんな〝処遇〟が行われるかは、わかりませんけどね。盗みを働いて失敗したことよりも、盗み以外の強姦という不ふ埒らちな所行に及ぼうとしたことよりも、盗賊ギルドに対して噓うその報告を行い、偽証を働いたことが最も重たい違反条項となるでしょうね。……〝お礼参り〟に関しては、心配しなくても良いようになると思いますよ」

　そう言うと、エミリィさんは片目だけつぶってみせた。

　器用だなー、と、ぼくはエミリィさんの顔を見ていた。





　　　　◇






　エミリィさんの言う〝お礼参り〟っていうのは、なんなのかわからなかったけど……。

　しばらくして、あの二人の死体が、路上に野ざらしにされていた。

　盗賊ギルドが、ギルドの掟おきて（ギルドに対して噓をつかない）を破った者に対する制裁なのだと、街の人たちはそんな噂うわさを話していた。

〝お礼参り〟っていうのがなんなのかは、結局、よくわからなかったけど……。

　あの二人が、ぼくたちに対して、もうなにもできなくなったことだけは確実だった。





step.32　剣ちゃんと盾ちゃんのお手入れ






　しゅっこしゅっこ、しゃっこしゃっこ。

　剣ちゃんの刃にヤスリをかけてゆく。砥と石いしもあるけど、そっちをかけるのは、最後の仕上げ。まずヤスリで刃こぼれしたところをならしてから。

《うふふふふ、あるじに手入れしてもらうの、すきー》

　剣ちゃんは機嫌のいい声をあげる。

《あるじさま～、わたしも磨いてください～》

《だめよー、あたしがいま手入れされてるんだもーん》

《あとでいいですから～》

　うん。あとでね。順番でね。

　最近、剣ちゃんは機嫌がいい。このあいだ人を斬ってからだ。

　そのとき剣ちゃんが刃こぼれしちゃったので、今日はぼくは、一日かけて、剣ちゃんを手入れしている。

　道具だけ買ってきた。それを使って、どう手入れすればいいのかは、剣ちゃん本人が教えてくれる。

　ヤスリがけが終わって、砥石を使いはじめる。

《ああん。もう。あるじ。もっと優しく扱って》

「うん。ごめん」

　砥石は丁寧にやらないとだめみたい。

　ヤスリをかけたときにできたバリを砥石で丁寧に落としてゆくと──。できあがり。

「はい。おしまい」

《ありがとー、あるじ！》

　剣ちゃんが姿を現して、ぼくに抱きついてくる。ほっぺにちゅっとやってくる。

　とはいってもさわれないから、半分通り抜けているのだけど。

「剣ちゃんの鞘さや。ずいぶんぼろぼろになっちゃったね」

　手入れの終わった剣ちゃんを鞘に戻そうとしたとき、ぼくはその鞘がずいぶん傷んでいることに気がついた。

　古物店で買ったときについてきた鞘だ。もとから古びていたせいもあって、使っているうちに、すごく傷んできてしまった。

《しかたないわよー。使ってたら傷むものなんだから》

「これ。直せないかな」

《直すって、どうやるの？》

「うーん」

　剣ちゃんに言われて、ぼくは考えこんでしまった。

「直すんじゃなくて、新しいの作れないかな」

《作るって、どうやるの？》

「うーん」

　また考えこんでしまう。

《お裁縫道具があれば、できるんじゃないでしょうか》

　盾ちゃんがそう言った。

「裁縫道具？」

《ええ。ほら剣ちゃん、覚えてない？　わたしたちのいた古物屋さん。三つとなりに、裁縫箱がいたでしょ？》

《あんまりしゃべらない、あの、つまんない子？》
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　最近ぼくは、けっこうお金を持ってる。

　パーティのお金から、「おこづかい」ということで、すこしもらっている。みんなは使っているけど、ぼくはぜんぶ貯ためているので、何十Ｇぐらいかにはなっている。つまり銀貨何十枚分だ。

　それだけあれば、その「裁縫道具」という子をもらってくることもできるし、剣ちゃんの新しい鞘を作るための材料も買えるはず。

　ぼくは剣ちゃん盾ちゃんを手に、外に出かけていった。





　　　　◇






　裁縫道具さんは、うわさ通り、あまりしゃべらない子だった。

　それでも使い方は教えてくれた。ぼくは慣れない手つきで、教わった裁縫をした。材料の革を切って、糸と針とで、ちくちくと縫った。

　はじめはうまく作れなかったけど、剣ちゃんの形に合わせて何度か直していって、そしてようやく──。

「完成ーっ！」

《うわーい！》

《いいなー。剣ちゃんばっかりー》

　盾ちゃんが羨うらやましそうに言う。

　そんな盾ちゃんに、ぼくは、鞘とは別に作ってあった革パーツを差し出した。

「盾ちゃんにも、はいこれ」

《えっ？　これは……？》

　革のあまりを使って作った固定具だ。これで盾ちゃんを腕に固定することができる。手の握力で握るだけでなくて、腕に結びつけてしっかりと固定するわけだ。

《入れて入れてー。鞘に入れてー！》

《あるじさま。あるじさま。付けて付けて。付けてくださいましー！》

　はしゃぐ二人の声に急かされる。

　革で作ったパーツを盾ちゃんに取り付ける。

　剣ちゃんには鞘を着せてあげる。

　そしたら──。

　ぴかーっと、剣ちゃん盾ちゃんが光りはじめて──。

　その光をまとったまま、二人の姿が現れてきた。二人の半透明の体は光に包まれて、そして二人の姿が変わっていった。

「あっ……？」

　ぼくは思わず声を上げてしまっていた。

　剣ちゃんは服が替わっていた。

　盾ちゃんは服は同じだけど、革製の防具みたいなアクセサリーのようなパーツが増えていた。

《あっ！　──おめかしできた！　お着替えできた！》

《あら？　これ？　素敵ですわ》

《素敵ーっ！　ありがとね！　あるじ！》

《ありがとうございますわ。あるじさま》

　剣ちゃんはくるくる回った。スカートを花びらみたいに広げて、部屋の中を回る。

　盾ちゃんは肩についた革製パーツをしきりに撫でる。

　今日は、二人に喜んでもらえた。

　鞘と固定具を作ってあげたら……。なんかグレードアップしたっぽい……？




















Ａｃｔ５　迷宮第二層へ




step.33　冒険にむけての作戦会議






　いつもの昼すぎ。いつもの酒場。

　いつもこのぐらいの時間に、ここに集まるのがぼくらの日課となっていた。

「お。来た来た。ようやく来た。どうだったー」

　信じられないぐらいおいしいごはんにパクついていたぼくは、ロウガの声に顔を上げた。

　アルテミスとノノの二人が店に入ってきた。

「それＡランチ？　マスター。私にも同じものを」

「わたしもわたしもー」

　二人はぼくらの向かいに座ると、マスターにそう注文を出した。

　昼間のこの時間から店に詰めているのは、ぼくらみたいな冒険者ぐらいなものだろう。常連のお客さんたちも、みんな昼間は仕事がある。

　ぼくらも仕事といえば仕事だけど。

　いま次の冒険に向けての情報収集中。

　このあいだのことがあってから、みんな、前向きに冒険に取り組んでくれるようになった。

　みんなと冒険が続けられて、ぼくはとても嬉うれしい。

　店は半分開いているような閉まっているような、そんな状態。

　店はいまマスター一人。看板娘の女の子も、夜にならないと店に出てこない。

　マスターは夜の営業のための料理の準備──〝仕込み〟をやりながら、ぼくらのごはんをついでに作ってくれている。

「ギルドに寄ってきたんだろ？　どうだった？」

　ロウガが聞く。

　アルテミスとノノの二人は、今日はギルドに寄ってくると言っていた。だからすこし遅くなったわけだ。

「混んでたわよ」

「そーゆー意味ではなくてだな」

「ああ。……ほら。レムルさん。口くち許もとにパンくず、ついてますよー」

　ノノの手が伸びてきて、パンくずを取っていって──ぱくっと食べちゃった。

「俺も俺も、ほら、ここんとこにパンくず」

「自分で取ってくださいねー」

　ロウガがアピールしているが、ノノは取ってあげない。

「新しいしおりはまだ印刷されてなかったけど。地図の写しはもらってきたわよ。──はい。これがいまの地下二階」

「お」

　テーブルの皿を動かして、まんなかにスペースを作る。

　そこに一枚のマップが置かれる。
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「半分ぐらいしかねえぞ」

「半分くらいしかないのよ」

「半分くらいしかないんですよー」

「はんぶん……だ」

《半分だけですわねえ》

《なんで半分だけなの？》

　ロウガ、アルテミス、ノノ、ぼく。そして盾ちゃん剣ちゃんの順で、おなじようなコメントをする。

　ぼくはギルドでもらえる地図が半分だけの理由を考えてみた。

「まだ……、みんな……、行って、ない？」

　考えた理由を言ってみた。

「はい。正解」

　アルテミスがそう言ってくれた。

　やった。正解だった。

《あるじ、すごーい！》

《さすがです。あるじさま》

「俺だってわかってたもんなー！　そんなのわかるぜ。当然だろ？」

　ぼくはマップを手に持った。

　これ、盾ちゃんに書き写しておいたほうが、いいかな？

　と思って、盾ちゃんの裏側に地図を置いてみたら──。

《こうですか？　あるじさま？》

　盾ちゃんの裏側に、地図とおなじ図が浮かんだ。

　あー。盾ちゃん。すごーい。書き写さなくてもよくなった。

「あれ？　もう写しちゃったんですか？　早いですねー」

　ノノが盾ちゃんを覗のぞきこんできて、そう言う。

　ぼくは慌てて、こくこくこく、とうなずいた。

　剣ちゃんや盾ちゃんたちが、不思議な剣と盾だということは、みんなにはまだ話していない。盾ちゃんの裏に書いたマップが、スクロールと拡縮が自在──なんてことも、話していない。

　べつに秘密にしているわけじゃないけれど。

　ぼくの場合、話して伝えることが、まず大変だし。あと〝物アイテム〟と話せるっていうことは……。言っても信じてもらえないんじゃないだろうか。

「エミリィさんが言うには、私たちみたいなＬｖ１の新米パーティは、一階を回るのがセオリーだって。モンスターが大絶滅しちゃっているけど。すこしずつはリポップしているから、運が良ければ出会えるので、そういうのを狩る組が多いみたい。一度に何匹もと戦うこともないし。安全第一なら、そうするのが賢明だって」

「でもよ？　部屋の宝箱は、ぜんぶ開けられちまっているわけだろ？　ここの二階の、マップにない地域。ここはまだ誰も行っていないわけだから、お宝、たくさんあるんじゃねえの？」

「それはそうなのよねぇ……。ああ。まだ見ぬ巻物スクロール……。新しい呪文スペル……」

「普通には生えていないすごい薬草とか……」

「拳士用の武器とか防具とか……。鉄のツメとか、鉢金だとか……」

　みんな。宝箱が大好きっぽい。

　ぼくも宝箱さんは好きだけど。

　のんびりとした、あの感じがいいんだよねー。

《みんなの〝好き〟は、それ、あるじの〝好き〟とは違うと思うわよ》

　剣ちゃんが姿を現して、女の子の姿でテーブルの横に立つ。

　うん。剣ちゃんも好きだよ。

《ありがとー。でもあたしがあるじのことが好きかどうかは、教えたげなーい》

《わたしは大好きですよー。あるじさまのこと》

　盾ちゃんも出てくる。

《ああっ！　ずるい！　盾ちゃん！　ひとりだけ！》

「二階に行くなら、ポーションを一人二つずつは持っておきたいのよね。念のため」

　ポーションは薬草の成分を濃縮したもの。

　戦闘が終わってからなら、薬草でゆっくり治せばいいのだけど、戦闘中の短い時間に治すならポーションが必要だ。フラスコの栓を抜いてぐびって飲んでもいいし、傷に直接かけてもいい。

　Ｌｖの高い冒険者さんたちが、効果の高いポーションの小瓶を、ベルトの周囲にいくつもくくりつけているのを見たことがある。

　冒険に向けての相談が進む。

　今日はポーションの用意をして、そして明日、朝早くからダンジョンに潜るという話でまとまった。

　目指すは──、二階！





step.34　さっそく宝箱






「さあ。ここから先が未踏破領域よ」

　ぼくたちは迷宮第二層にいた。

　ここまで通ってきた道が、マップのあるところ。ここから先はマップのないところ。

　マップにもある通り、下に下りる階段が、通路の脇に見えている。

「ここに階段があったせいで、誰もこの先に行かなかったわけね」

　多くの冒険者は、三階に直行してゆくみたい。

　冒険者のしおりにマップが載っているのがその階まで。宝箱の中身は階が増えてゆくにしたがって良くなってゆく。だから初級冒険者は三階を目指す。

　でもぼくらは初級者でない初心者だから、この先に広がる二階の未踏破領域に用がある。

「二階の地図は、一階よりも高く売れるらしいわよ」

　アルテミスが言う。

　ぼくはマッパー。ていうか、盾ちゃんがマッパー。

　このあいだマップを転写したときに気づいたんだけど。それができるなら、べつにぼくが書かなくてもいいんだよね。盾ちゃんに書いてもらえばよかったわけだ。

　ぼくたちは初級者でさえない初心者なので、地図だって、大事な収入源。

「マップおねがいね。レムル」

「おねがいしまーす」

「たのんだぞー」

《頼まれましたわ》

　盾ちゃんが答える。でもみんなには聞こえていない。ちょっとおかしい。

　盾ちゃんとみんなが話せたらいいのに。

「笑ってる？　レムル」

「ここから先って。入るの。わたしたちがはじめてなんですよね……」

「おまえ。肝っ玉、太てえなぁ。俺なんか怖いぞー」

「死んだふりしていてもいいわよ。置いてくから」

「うちのパーティの女がいちばん怖ええー」

　みんなも笑った。

　ぼくが笑っていたのは違う理由だったけど。

　みんなも緊張が解けてくれてよかった。

《なんか斬っていいやつ出てくるかしら？　楽しみねっ！　あるじ！》

　剣ちゃんは楽しみにしている。

　このあいだ盗賊の人の腕を斬っちゃったときも上機嫌だったけど。今日も上機嫌。

　剣ちゃんはたぶん、斬れればなんでもいい感じ。

　たとえばぼくが人殺しの殺人鬼とかでも、ニコニコしているんじゃないかと思う。

　そうならないように、剣ちゃんが斬っちゃいけないものを斬らないように、ぼくがしっかりしていないとならないと思う。

《さあ行きましょう。あるじさま。お守りします》

「……行く、よ」

「行きましょう！」

「はーい！」

「おー！」

　ぼくたちは、二階の未踏破領域に踏みこんだ。





　　　　◇






「うおーっ！　宝箱ーっ！　はっけーん！」

「あっばか！　ロウガ！　いきなり入ったら！」

　最初に見つけた部屋には、開けられていない宝箱があった。

　ロウガが飛びこんじゃって、そしたら床から、じゃきーん！　と、何本もの槍やりが飛び出してきて──。

「ぐああああぁ！」

　ロウガがばたりと倒れた。

「ロウガ！」

「ロウガさん！」

　アルテミスとノノが駆け寄る。

　ぼくはドアを閉じてから、近づいた。部屋の中に注意を向けて、みんなの後ろを守っている。

「ロウガ！　しっかりして！　ちょっと！　どこやられたの!?　ケガはどこ!?」

「ロウガさん！　死んじゃだめです！　死んじゃやだ！　うわあぁ──ん！」

　アルテミスとノノは、ロウガを助け起こしている。

《あたった？　あたった？》《くしざしー？》《ぷすってなったー？》《なった？　なったー？》

《だめよー。ロウガを突き刺しちゃー》

　床の仕掛け罠わなさんたちを、剣ちゃんがたしなめている。罠さんたちは、とても楽しそう。

　このあいだも思ったけど、罠さんたちって、すごく楽しそうだよねー。

「ロウガ！　ロウガ！　ケガはどこ!?　ノノ！　ポーション！　ポーション！」

「はっ──はいっ！」

「あ。ポーションいらないから」

　アルテミスの膝の上で揺すられていたロウガは、ぱっちりと目を開いた。

「俺。感激だぜ。俺って人気者だったんだな。おまえらそんなに俺が好きなら、俺のカノジョにしてやってもいい──痛っ！　痛てええええっ!!　なにすんだーっ！」

　最後の悲鳴は、ロウガの頭をアルテミスが叩たたいたからだ。

「ケガしてないなら倒れんなーっ!!」

「ロウガさん！　ロウガさん生きてた!!　よかった！　うわ～あぁぁん！」

「奥義・死んだふり回避だ！」

「そこ！　死んだふり必要!?　いらないよね!?　普通に避ければいいだけだよね!?」

「ばか。必要だ。うちの師匠ぐらいになるとな、本当に当たったのを〝なかったこと〟にできるんだぞ？　すげえんだぞ？」

　へー。そんなことできるんだー。すごいなー。

「すごくもないロウガは、いまのべつに当たってもいなかったわよね？」

「おまえさ。心配したなら心配したって言っていいんだぞ？　そしたら俺、おまえの胸で、その巨乳に顔を埋めて泣いてやるから」

「なに言ってるのかまるで意味わかんない」

《ざんねーん》《ざんねんだねー》《つぎをまとうー》《まとうねー》

　床の槍が、出てきたときと同じ速度で、しゃきん、と引っこんだ。

　槍が引っこんだ床は、他の床とあまり違いがあるように見えない。小さな穴が並んでいるが、遠くて薄暗かったら、見分けられるかどうか……。

　でも串刺し床は、どんなものかわかったから、次からは気をつけよう。

　ちなみにぼくは、槍がロウガに刺さっていないことに、最初から気がついていた。

　だからアルテミスやノノみたいに慌てたりしなかった。

　彼女たちに言えばよかったんだけど……。言うの、苦手だから……。

　部屋にあるのは、宝箱とテーブルと燭しよく台だい。

　壁に額縁はかかっているけど、絵は入っていなくて、キャンバス？　とかいう布地が張られているだけ。

　この部屋はおそらくここ一週間かそこらで新しく生まれたもので、部屋に置かれているものは、誰かが置いたわけではなく、発生したときからこの形であったんだ──とか思うと、なんだか不思議な感じがする。

「さーて♪　宝箱っ♪　宝箱っ♪」

　ロウガが歌ってる。スキップしてる。

「そうやって宝箱に駆け寄って串刺しになっちゃえばいいのよ」

「ばーか。この俺様が二度同じ手に引っかかるかよ。──レムル。他に罠はないのか？」

　一回引っかかれば充分だと思うんだけど。

「ほかに罠のひとー、いますかー？」

　ぼくは聞いてみた。

　そして待つ。待ってみる……。待ってみた……。

《どくばりー》

　宝箱のところから、返事が返ってきた。

「罠……、宝箱の、ところまで……、ない。宝箱の罠……、は、どくばり……」

　ぼくはみんなにそう報告した。

「すげえ!?　手も触れずに調べやがった!?」

「なんか……、いつ見てもすごいわよね。レムルのそれ……。どうやっているのか、わからないけど……」

「レムルさんすごーい！　すごいすごーい！」

　みんなから褒められる。

「レムルは手を触れずに宝箱を調べる技を覚えた！　レムルはレベルがあがった！」

　いや。あがってないから。

　遠くの宝箱さんから、たまたま返事が返ってきただけだから。

　宝箱の罠は毒針だったので、例によって、あの方法で開ける。

　みんなで宝箱の後ろ側に回って、箱を開ける。

《びよ～ん！》

　飛び出していった毒針は、空中をぴょーんと飛んでいって……。

　串刺し床の上に、ぽとりと落ちた。

　じゃっきん！　と、また槍が飛び出してくる。

《なったー？》《くしざしー？》《なったなったー？》

《はずれだよー。ぼく。どくばりー》

《どくばりをー》《くしざしー》

《くしざしにー、されたー》

　罠さんたちは、楽しそう。

　さて。宝箱の中身は……。

「あっ──!?　これってもしかして!?」

　宝箱に入っていたのは、紙をくるくると丸めたもの。

　蠟ろうで封印してあった巻物を、アルテミスは広げて──。
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「やっぱり！　魔法のスクロールだったーっ!?」

「スクロール？　それ魔法のなにかか？」

「ねー、なにー？　なにー？」

「………」

　アルテミスの返事はない。ただの夢中の魔法使いのようだ。

　魔法少女は、ぺたんと床の上に座りこんで、巻物を読みふけっている。

「毒の霧ポイズンミスト……？　取得Ｌｖ１。必要職ジヨブ：元素系魔法または生成系魔法。必要ステータス、ＩＮＴ：★★★★。……ふむふむ」

　みんなで横から覗のぞきこんでいるが、ぼくらにはなんて書いてあるのかわからない。

　そもそもぼくは文字が読めないわけだけど。普通の街で見かける文字とは、違う文字で書かれていることだけはわかる。

　きっと魔法使いだけが読める特別な文字なんだろう。

「私……、これ、覚えられるかも……？」

「え？　そうなん？」

「よかったねー！　アルテミスちゃん！」

「ありがとう！　……はぁ。〝賢者〟って、覚えられる呪文は多いんだけど。でもかわりに自動で覚えられる呪文は少なくて……。助かったわー」

「おまえのそれ、ほんと、〝賢者〟でなくて〝プチ賢者〟だなー」

「……やめてくれない？　……やわらか拳士」

「おまえその〝やわらか拳士〟っていうのやめろよなー。俺だってすこしは傷つくんだぜ？」

「〝プチ賢者〟って言って私が傷つくことをあんたが理解したなら、やめてあげてもいい。──やわらか拳士」

「ところでよ？　そのスクロール？　とかゆーの？　使っちまうのもったいなくね？　──それって、売ったらすげえ高いんじゃねえの？」

　ロウガの言葉に、アルテミスが、ぎろり、と目を向ける。

「じゃあロウガ。拳士用の武器とか防具とか出たら、あなた、売るわけね？」

「ばかを言えー。俺が使うに決まってんだろ」

「じゃあ、決まりよね」

「あー、そっかー……。そうなるのか」

　わかってなかったんだね。ロウガ。

　自分の言ってることが、自分の身に返ってきたら、どうなるのかって、ロウガはいつも考えてないっぽい。

　そのへんがすごくロウガっぽい。

「ずっりー、ずっりー。おまえだけ、ずるいなぁ」

「ロウガさん。おめでとー、って言ってあげなきゃだめですよぅ」

　これがロウガとノノの違うところ。

　ノノは人の幸運を素直に「よかったですぅ」と喜べる娘。

　ロウガは「ずっりー」と言うほう。ただし心の中で思うだけでなくて、口に出して言ってしまえる漢おとこのほう。

「ぜんぜんずるくなんてないわよ。運よ。運よ」

「じゃあ、おまえだけ運がよくて、ずっりー」

「なら日頃の行いで」

「？？？　日頃の行いだったら、俺が当たってるはずだろ？」

「忘れてたわ……。あんたはそういうやつだったわよね」

「はっはっは。ようやくわかったか」

「ちがう。あんたの日頃の行いが良いっていう都市伝説じゃなくて……。まあいいわ」

　アルテミスは眉み間けんを揉もんでいる。眉間に寄ったしわしわを伸ばしている。

　ロウガは「勝ぁーちぃー」っていう顔をしている。ロウガは幸せそうでいいなぁ。

「レムルはどう思う？」

「レムルさんはどう思います？」

　アルテミスとノノの二人に聞かれた。

　ぼくはいきなり巻きこまれてしまった。

「えと……、その……、ぼくは……」

　しろどもどろになっていても、みんなは僕の答えを待ってくれている。トモダチっていいなぁ。

「アルテミス……、おめでと」

「ありがとう」

　アルテミスは、にっこりと笑った。





　　　　◇






　たらりらったー♪　らったー♪

　ぼくたちは宝箱から「魔法のスクロール」を手に入れた！

　アルテミスが新しい呪文を覚えた！





step.35　サーベルバニー






　ダンジョン地下二層の探索は続く。

　一階は壁のそこかしこに燭台が設置されていて、どこも普通の明るさで、まったく不自由はなかったのだけど──。

　二階は壁にある明かりの数が減っていた。

　通路の先は常に薄暗くなっていて、心細い。

　明かりを持ってきていればよかったと、痛切に後悔した。

　ぼくたちはこのあいだの冒険で明かりが必要なかったものだから、今回は〝たいまつ〟を持ってきていなかった。

　あれ、かさばるんだよねー。一本が一時間ぐらいしか燃えないから、何本も持つ必要があるし。

　こんどは荷物になっても、きちんと持ってこよう。

　二階がこうだったから、たぶんこの先の三階なんて、もっと暗くなってゆくんだろうし……。

　僕が先頭に立って通路を歩いていると──。

　通路の前方の暗闇の中に、光る点が、二つ──現れた。

「止ま……って」

　ぼくはみんなを止めた。

「なに……か、いる」

「な、なにかしら……、あ、あれ？」

「う、うわー……、うわー……、くるのか？　くるのか？　やるのか？　やるのか？　オウ？　く、くるならこい……、あ、アチョーッ！」

「また動物さん？　……じゃないみたいですね。話が通じません」

　アルテミスが杖つえをしっかりと持ち、ロウガが変な声と変な構えをとり、ノノが背中から弓を外した。

　ぼくはもちろん剣ちゃんと盾ちゃんを構えている。

　ノノがどうやって動物と〝話す〟のかわからないけど。通路の奥に見える二つの目は、動物ではないと、彼女は言った。

　ということは──。

〝モンスター〟だということだ。

　ということは──。

　ぼくたちのはじめての〝実戦〟ということだ。

「キキキキキッ──！　チチチチチッ！」

　モンスターは威い嚇かくするような鳴き声をあげた。ぼくたちは戦闘準備が整っている。

　モンスターと出会ったら、戦うか逃げるかの二者択一なのだという。

　モンスターが襲ってこなくて、戦闘が起きなかった。──なんてことは起きない。必ず襲ってくるのがモンスターというものだからだ。

　そして「戦う」か「逃げる」かの二択といっても、逃げたら安全かといえば、そうともいえない。後ろから襲われることだってあるし、かえって戦うよりも危険なこともある。なにより戦わなくては、経験値もＧゴールドもアイテムも入らない。

　……ぜんぶ「しおり」の受け売りなんだけど。

　何度も読んだ。盾ちゃんに読んでもらって、隅から隅まできちんと読んだ。

　モンスターが「チチチチ」と警戒音を鳴らしつつ、じりじりと前に出てくる。光が届くところまでくると、その姿が見えるようになった。

　それは口から突き出した長い歯を持つ──、ウサギみたいなモンスターに見えた。

　歯？　牙きば？　それは何十センチも長さがあって、すごく、鋭そう。

「……サーベルバニー、かしら？」

　アルテミスが言う。ぼくもうなずく。

　──「サーベルバニー」。ウサギ属・サーベルバニー科のモンスター。体長六〇センチぐらいの大型のウサギ。だがウサギと思って油断した冒険者を、口から突き出した鋭く長い歯で八つ裂きにしてしまう、危険なモンスター。
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　冒険者のしおりには、そう書いてあった。覚えてしまうぐらい何度も読んだ。

「チチチチチチ──！」

　威嚇音が激しくなる。ぼくは皆のいちばん前に出て、盾ちゃんをしっかりと構えた。

《あるじ！　あたし！　頑張るわよーっ！》

《お守りします！　あるじさま！》

　ぼくは剣ちゃんと盾ちゃんを握る手に力を込めて、「うん」と返事を返した。

　このあいだのアルマジロンのときには、自分よりも背の低いところに攻撃する型が身についていなくて、体が動かなくなっちゃったけど。

　今回はだいじょうぶ。しっかりと練習している。

　あれから毎日毎晩、剣を振って、腰より低いところに攻撃する方法を何通りも練習してきた。

　ぼくが構えを取ると、サーベルバニーは、びくっとなった。

　そして突進してきた。

　ただし──ぼくにではなくて、ロウガに向けて。

　えっ？　えっえっ？　えーっ？　──なんでーっ!?

「ぐあああぁぁ！　やられたぁ！」

　ロウガが死んだ。

「ぎゃー！　ぎゃー！　こっち来たあぁぁ！　きたあぁぁ！　ノノ！　弓打って！　打って！　やっつけて！」

「えい！　えい！　えい！」

　サーベルバニーは素早い。弓はぜんぜん当たらない。ノノは薬草探しはすごいけど、弓の腕前はまったくすごくない。止まっている的になんとか当てられるぐらいだから、素早く動くサーベルバニーにはまるで当たらない。

「チチチチチチ！」

「やだー！　やだー！　離れてあっちいって魔法使えない！　あっちいけって言ってんでしょおおおお！」

「動かないで動いちゃだめです当たんない！　だから当たらないってええええ──っ！」

　ぼくも一生懸命追いかけるんだけど、アルテミスのほうにいるサーベルバニーに追いつくと、今度はノノのほうに移動してしまう。ノノのほうにいるサーベルバニーに追いつくと、こんどはアルテミスのほうに行く。

　それを繰り返すばかり。ぜんぜんだめ。

《なんで逃げんのよ！　こらー！　戦えーっ!!》

《あのウサギ、あるじさまを避けてるんですよ》

「隙すきありぃぃぃ！」

　ロウガが急に生き返って、サーベルバニーの背中にキックを入れた。

「シロちゃん！　お願い！　手伝って!!」

「わおーん！」

　シロちゃんが空中から出現した。

　まえのときにはアルマジロンに直接向かっていって、すぐにやっつけられちゃったわけだけど──。

　今回のシロちゃんは動きが違った。サーベルバニーのまわりを回って、吠ほえかけて、足止めをする。

　シロちゃんのおかげで、ようやくぼくはサーベルバニーに追いつくことができた。

《きたきたー！　きたあぁぁ！》

　剣ちゃんを振るう。ぼくは斬りつける。

「わん！　わんわわん！　わん！」

「うおりゃー！　おらー！　アチョー！」

「えい！　えい！　えい！」

　シロちゃんが退路を塞ふさぎ、隙あらば嚙かみつき──。

　ロウガがキックキックキック、パンチ。

　ノノが矢を打ちかける。さっき外して落としてた矢も拾って、ぜんぶ撃つ。

「炎熱の魔神アーネストよ、灼しやく熱ねつの王おう姫きよ──」

　そのあいだにアルテミスは呪文の詠唱中。だけど魔法を撃つには、まだしばらくかかる。

　ぼくはサーベルバニーの攻撃を一人で引き受けていた。

　サーベルバニーが他の人を攻撃しないように──。なるべくこっち向いて、なるべくこっちにだけ攻撃してくるように──。

　最初にそれをやらなかったから、サーベルバニーがあっちこっちに行っちゃって大変だったんだ。

「キイイイイイイ──!!」

　がきん、と、受け止める。サーベルバニーの歯が、盾ちゃんで受け止められる。

《はうわうわぁん──、じゃなくって！　あるじさま！　お守りします！》

　ぼくは盾ちゃんを使っている。攻撃を何度も受け止める。

　そして剣ちゃんを振るう。

　二人はすごく嬉しそう。

　ぼくも嬉しい──なんて思っている暇はなくて、戦闘に忙しい。

　余計なことなんて考えず、練習通りに、剣を振るい、盾で受けることだけに専念していると。

「詠唱完了！　──下がって！」

　アルテミスの合図で、ぼくらは、ぱっと周囲に散った。

　その場に残ったサーベルバニーに──。

「──炎弾フアイアスプレツドっ!!」

　真っ赤な炎の弾は、拳こぶしよりも大きい。

　サーベルバニーに、見事、命中する。

　これまでのぼくたちの攻撃で、だいぶダメージがいっていたので、それがとどめとなった。

「ぎぃぃぃぃぃ……」

　弱々しくうめいたあと、サーベルバニーは、ばったりと倒れた。
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　そして、輪りん郭かくがだんだんと不鮮明になってきた。

　黒い霧かモヤみたいなものとなって、消えていった──。

　そして完全に消えさる寸前で──ぽん！

　Ｇゴールドと、なにか長いアイテムとが出現した。地面に落ちた。

「ドロップしたわ！」

「おお！　なんかアイテムが出たぞ！」

「わーい！」

「わおーん！」

　モンスターを倒すＧゴールドが手に入る。それ以外にも、運がいいと、なにかアイテムが出てくることもある。

　それは武器だったり防具だったり装備品だったり、あるいは消耗品だったりする。通常では手に入らないすごい物もドロップで落ちることもあるというけど……。

「なになに？　これなにかしら？」

　皆でドロップ品に駆け寄った。そして見た。

「……剣？　かしら？」

「サーベル？　……とかいうやつか？　これって？」

「剣でしょ？」

「剣だけど……、ったく。魔法使いは、武器とか、キョーミねーのな」

「あんただって魔法の巻物スクロールの種類に興味ないでしょーが」

「ないけど」

「とにかく、おめでたいじゃないですかー。剣っていったら、レムルさんですよねー」

「おい。レムル。とにかくおまえの装備品が出たっぽいぞ。こっちこいよ」

《あるじ！　行っちゃだめ！》

　剣ちゃんが言う。だけどそういうわけにもいかないので、ぼくはみんなのところに行った。

「ほら！　これ剣！　おまえのいま使っているのより、強いんじゃないか？」

《ひいいいいいいぃぃ──っ！》

　剣ちゃんが悲鳴をあげる。ぼくはロウガに苦い感じの笑いを返した。

「なんだ？　興味ないんか？　そんなボロ剣より、こっちのがいいだろ？」

《ボロって言ったあぁぁぁ……、気にしてるのにぃぃ……》

「こら。ロウガ。そういう言いかたってないでしょ？　レムルはいまの剣が気に入っているのかもしれないし。だいたい強いって言ったって、魔法もかかっているわけじゃない普通の剣だから。そんなに変わらないわよ」

《アルテミス大好きぃぃぃ！》

「変わんなくても、新しいほうがいいだろ？」

《ロウガ嫌いぃぃぃぃぃ！》

　剣ちゃんがすごい賑にぎやかだ。

　でもだいじょうぶ。ぼくは剣ちゃんを手放したりすることは、絶対にないから。

　アルテミスが剣を鞘さやから抜く。

　しゃーっ、という音とともに鞘から抜かれた刃は、ダンジョンの明かりに照らされて、ぎらりと光を放った。

　すこし湾曲した刃を持つ、綺き麗れいな剣だった。

《ねえ？　あるじ、だめだからね？　美人さんだけど浮気しちゃだめだからね？》

「これってサーベルっていうものなのかしら？　サーベルバニーだから……、サーベルがドロップ？　ダジャレじゃないわよね？」

「あれっ……、そういえば？　ドロップした装備品って、呪われていることがあるって聞きますけど……」

「えっ？　やだちょっ！　──ロウガ。持って持って早く早く。パスっ！」

「呪われてるなら、持ったときにわかるだろ」

「そ、そうなの？　じゃあだいじょうぶなの？」

「おまえ。躊ちゆう躇ちよなく抜くから、俺、びっくりしちゃったよー」

「言ってよ！」

「鑑定？　……とか、そういう魔法、あるんじゃねーの？」

「う……。あるけど……。まだ覚えてない」

　はじめての戦闘を終えて、戦利品も手にして──。

　宝箱が一つ。モンスターからのドロップ品が一つ。

　それらの戦利品を手に、ぼくらは今日は街に引き返すことにした。

　ダンジョンの中でキャンプして、冒険を続けることもできるけれど、深い階にいるならともかく、二階なら入り口も街も近い。

　前回は無理をして一階全制覇しちゃって、だいぶ遅くなっていたけど──。

　今回は、外へ出たときには、まだ日暮れにもなっていなかった。

　二階の残りは、また明日。

　街へもどって冒険者ギルドで、ドロップ品の「サーベル」を換金した。

　サーベルが一五〇Ｇ。

　二階の新規マップが、面積分で、二二五Ｇ。

　合計三七五Ｇ。

　ぼくたちの冒険は順調だった。

　明日はまた、二階の残りに行く予定。





step.36　押しちゃいけなさそうなスイッチ






　今日も朝から、ぼくたちは二階の探索に来ていた。

「よーし！　来たぞ！　さあ今日はどうしようか！　──おいっちに！　おいっちに！」

　ロウガが準備体操をやっている。体がすごく柔らかいよね。ロウガって。さすが拳士。

「東方面は昨日新しく探索済みが増えているのよね。そっちの冒険者さんたちは、その先に進みそうな感じだから、私たちは昨日の続きで西に行ったほうがいいんじゃないかしら」

　ダンジョンに行く前にギルドに寄って聞いてみたら、他にも二階を探索しているパーティはいる模様。

　ぼくらと違う方面に進んだ地図が、だいぶできあがっていた。それをもらって、自分たちの地図に合体させた。

　攻略済みの地域が急に大きくなった。なんだかちょっと嬉しい。

　本当はマップというものは、無料でもらえるものではないそうだ。

　冒険者同士で交渉して、マップの売り買い（あるいは同面積で等価交換）をするものなのだそうだ。

　なんかすごくプロっぽい。

　しかし三階までの浅い階層に限っては、初心者向け特別サービスということで、ギルドがマップを買い上げてくれる。

　そしてギルドが買い上げたマップは、皆に無料で配られて共有される。

　ぼくらもそれで、昨日冒険していない部分の地図をもらった。

　アルテミスが言う通り、ぼくらの他に一組か二組の冒険者がいるっぽい。

　誰かの探索済みとなった範囲は、隠し部屋でもないかぎり、わざわざ回る必要はない。モンスターはリポップしているかもしれないけど、宝箱の中身は、当然、空になっているわけで……。

「冒険者の仕事って、基本的に宝箱探しになるのね……。私、冒険者になる前には、もっと派手な仕事だと思ってた」

「マップも大事ですよー。高く売れますよー」

「ああうん。そうね。ノノ。三階を卒業するまではね」

「薬草収集よか、宝箱探しのほうがいいじゃんか。開けるとき、ドキドキするじゃん？」

「そうだけど」

　単に開けてなにが入っているかのほうでドキドキするわけだけど。

　普通は別な意味でドキドキするのかもしれない。宝箱に罠わながあるのかないのか？　罠の種類を間違えたら？　罠を解除しようとして、誤って作動させてしまったら？

「ああ、そうか。わかった！　熱い戦闘がお望みだな！　俺と同じだな！　──アチョー！」

　ロウガが空中にキックを繰り出す。

《ロウガ、あたしたちと同じねー！》

《ねー》

　剣ちゃんと盾ちゃんが意気投合する。

　まあ二人はそのために存在しているわけだしね。ぼくも戦闘は本当は好きじゃないけど、剣ちゃんと盾ちゃんのために、ぼくは冒険者をやっているわけで、どっちかっていうと、そっち側。

「お望みじゃないし。戦闘はできれば避けたいと思っているし。てゆうか。あんたは戦闘はじまるとすぐ死んでるし」

「死んでないって。死んだふりだって。だがお師匠クラスになると、本当に死ぬんだけどな」

「なによそれ。本当に死んだら意味ないでしょ」

「いやだから、本当に死んでる死んだふりだとか。致命傷の一撃を食らう瞬間だけ死んでおいてノーダメージにするとか。色々応用がきくんだぞ。そしてうちの拳法の奥義は〝無想転生〟っていって、あらゆる攻撃を無効にする──」

「はいはい。進みましょ。進みましょ」

　アルテミスが手をぱんぱんと叩たたいて、ロウガの拳法談義はおしまい。

　みんなで迷宮を進んでゆく。

　いつものフォーメーションで、ぼくが先頭。女の子二人が真ん中。いちばん最後がロウガという順だ。

　いくつかの部屋を開ける。宝箱は部屋に必ずあるとは限らない。モンスターもいなくて、宝箱もない空き部屋は、休憩に使うとよいらしいが、ぼくたちはそもそも休憩時には街に帰っているので、あまり用もない。

　通路を歩いていても、モンスターには出くわさない。

〝大絶滅〟の影響は続いていて、マップはリセットされても、モンスターはやっぱり少ないみたい。

　特に何事も起きず、マップが埋まってゆく。

　途中、通路に罠が一個二個あっただけ。例によって罠さんたちが教えてくれたので、避けて通った。

　そして「罠」と、マップに書きこんだ。

　ぼくたちの探索していた西方面のマップが、だいたい埋まる。

　いま進んでいる道が、しばらく先で行き止まりになっているだけで──。それを確認したら、西方面は完了。

「この突き当たりで終わりね。……あら？　あれはなに？」

　アルテミスの見ているものが、ぼくたちにも、すぐにわかった。

「なんだこれ？　……ボタンか？」

「ボタンみたいですねー」

　まわりの壁と違う、色のついたボタンがあった。

　黄色と黒の縞しま々しまで縁取られていて、ボタン本体は真っ赤だった。

「な……、なんか……、押したらイケナイ感じのするボタンよね……？」

「押したらイケナイ感じがするから、押したくなったりするのかもしんねーけど。でも押したらまずそうだよな……？」

「これ絶対押したらダメなやつですよう」

　──と、みんなは口々に言いつつ、なぜだか、僕を見る。

　あれ？　なんでぼくを見てくるの？

　みんなが押したらダメって言うなら、ぼくは押したりしないけど？

「ほ、ほらっ、レムル……。いつものアレ、やってみてくれない？」

「……？」

「ほら。いつものアレだよ。アレ」

「……？　……？」

「レムルさん。いつものアレですよう。いつものルーティーン」

「……？　……？　……？」

《聞け、って言ってるんじゃないの？　あるじ？》

　あー。あー。あー。なるほど。

　剣ちゃんの説明で、ようやくわかった。

　そだね。聞いたほうが早いね。

「きみはなんのスイッチですか？」

　ぼくは聞いてみた。
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「あははは。聞いてる聞いてるー！」

「しいっ、静かにロウガさん。レムルさんが集中できないですよ」

《もどるスイッチー》

「もどる？　なににもどるの？」

《もどるとー、わすれるからー、おぼえてないのー。でももどるスイッチだよー》

〝物アイテム〟は噓うそはつかない。隠し事なんかもしない。そこが人と違うところ。

　だからこの、謎のスイッチさん？　の言うことは、その通りの意味で……。

　つまり本人にもよくわかっていないということだ。

「えと……、もどる……、スイッチで……」

　ぼくは聞き出したことの説明を試みた。

　なんで〝物アイテム〟と話すときと同じように、みんなと話せないのかな。そのうち話せるようになるのかな。もどかしいな。

　しばらく試行錯誤をして、ようやく伝わる。

「ええと。つまり──〝もどるスイッチ〟ということはわかったけど、なにが戻るのかわからないってことね？」

　アルテミスの言葉に、ぼくはこくこくとうなずいた。

「入り口に戻るってことなんじゃねーの？　だったら楽でいいなーっ！」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれないし。うかつに押すわけにはいかないわよ」

「ええと……、なら……、食べちゃった薬草が戻ってくるとかっ？」

「おいノノ。おまえまた薬草食っちまったのかよ？」

「おやつにちょっと……。でもすこしだけだよ？　使う分はちゃんと残してあるよっ？」

「とにかく、このスイッチがなんなのか……。押してみないことには……。わからないわけよね」

　アルテミスが言う。みんなはうなずく。

「じゃあ……、多数決にする？」

「いや多数決になんてしないで、押してみよーぜ」

「ちょっとね？　あんたね。ロウガ？　勝手なことしないでよね」

「だって多数決なんか取ったら、おまえたち女は、ぜってー、押さないほうに投票するだろ？　俺は知ってる。〝多数決〟っていうのは数の暴力なんだ。セクハラはやめましょう、なんて、吊つるし上げくらうんだ。俺はいつもそっちの側だ」

「いやセクハラはやめなさいよ」

「あ。わたし。押すほうに入れるから、だいじょうぶですよ。ロウガさん」

「おおっ！　ノノおまえ！　えらい！　心にチンチンついているなっ！」

　ロウガの褒め言葉に、ノノはものすご～く嫌な目を向けて返した。

「ロウガさん。……それがセクハラです」

「私。押さない。ぜーったい、押さない。……レムルは？」

「レムル、おまえは、絶対押すよな？　チンチンついてるんだから、絶対だよな？」

　それとこれとは関係ないと思うんだけど。

「どうしよう……？」

　ぼくは剣ちゃん盾ちゃんを、右手と左手に持って話しかけた。

　ひとりごとっぽく、問いかけてみた。

《うん？　なによあるじ？　あたしたちに聞いてんの？》

《わたしたちのことは気にせず、あるじさまが決めていいんですよー》

　剣ちゃん盾ちゃんはそう言った。

《あたしたちはどっちでもいいけど。でもあのスイッチ君。せっかくだから使ってあげたほうがいいんじゃないの？　押されるために生まれてきて、押されなかったら、かわいそうだしー》

《それもそうかもしれませんわね》

　なるほど。

　二人の意見はとても参考になった。

　ぼくはみんなに顔を向けると──。

「……押そう」

「はいはい。じゃあ三対一の多数決で、押すことに決まりね」

「なんだよ？　もっとキーキー言うのかと思った」

　ロウガがアルテミスを見て、意外そうに言う。

「そっちこそ私のこと誤解していない？　決まったことに文句を言ったりはしないわよ」

　全員で集まる。

　罠とかでないことはわかっているが、なにが起きるかわからないから、みんなで固まっておく。

「じゃ……、押す……、よ？」

「いいわよ」

「いいぜ！」

「いいですよー」

　……押した。

　ぽちっとな。

　その途端、なにか周囲の光景に変化が──。

　起きたような気が、たしかにしたんだけど──。

　それは目の錯覚か、単なる目眩めまいだったのか──。

　押すまえと、押すあととで、まわりはなにも変わっていなかった。

「なに……も、起きない……ね？」

「起きなかったわね」

「なにが戻ったってゆーんだ？」

「なんでしょうね？」

《ばいばーい、ボタンくーん！》

《さようなら》

《ばいばーい》

　剣ちゃんと盾ちゃんが、ボタン君にバイバイしている。

　ぼくたちはみんなで連れだって、行き止まりの通路から引き返した。

　最初のＴ字路まで戻ってきたところで──。

「あれ？　ここＴ字路だったはずよね？」

「Ｔ字路……、だったよな？」

「Ｔ字路でしたよね？」

　皆で立ち止まる。

　十字路になっていた。

　慌てて盾ちゃんの裏に書きこんだマップを見る。たしかにＴ字路で書かれている。

　だが目の前にあるのは十字路で──。

　その先には、扉とたぶん部屋が見えていて──。

　マップには、そんなもの、ぜんぜん書かれていなかった。

「えっ？　えっえっ？　……どういうこと？」

「頭のいいおまえにわからないことが、俺にわかるわけがないだろう」

「あんたなんかに聞いてないわよ」

「どういうことなんでしょう？」

　みんなの顔がぼくに向くけど、ぼくにだってわかるはずがない。

　一つわかることは、これまでに書いてきたマップと、いまのダンジョンの形とが、ぜんぜん違うものになっているということで……。

「とにかく……、脱出しましょう。外に出てから考えればいいわよね」

　アルテミスの言葉にみんなでうなずく。

　ぼくたちはダンジョンの外に向かった。





　　　　◇






「やっと出られた……」

　ダンジョンから外に出られたときには、みんなで、大きく息をついた。

　結局、けっこうな新規マップを書くはめになった。

　階段の位置も変わっていた。ようやく階段を見つけて一階に戻れても、その一階の配置も新規になっていたので、またマップを作りながら出口に向かった。





　　　　◇






「それは大変でしたねぇ……」

　ギルドについて、エミリィさんに報告をすると、まず同情してもらえた。

「だけど……、変ですねえ。ダンジョンはこのあいだリセットされたばかりですし。そんなすぐにリセットするはずはないんですが……」

「でもリセットしましたよ」

「したよな」

「しましたよー」

「そうすると、やはり皆さんが押したというボタンのせいでしょうか？　……同様の〝謎のボタン〟の報告は、これまでにも何度か受けてはいるんですけど。押したらどうなるのか、ということについては、誰も試したことがなくって……」

「え？　なんで押さないんですか？」

「え？　普通押さないでしょう。意味のわからないボタンとか」

　アルテミスが聞く。エミリィさんが答える。

「あ……、あははははー……。そ、そうですよねー。うちも止めたんですよ？　私は止めたんですけど。でもみんなで多数決を取ってみたら、押すことになっちゃって……」

「ともかく、皆さんのおかげで、これまで謎だったボタンの効果が判明しました。ありがとうございます。ところで、どなたか絵心ある人はいらっしゃいますか？　ボタンの詳細な絵を描いていただけると……。全ギルドに通達しますので」

「ええっ!?　全ギルド!?」

　みんながびっくりした声をあげている。

　ぼくはメモ用紙にペンで、ボタンの絵を描いていた。

　かきかき……。

「ええ。もちろん。世紀の大発見ですから。あの押しちゃイケナイ感じのボタンは、ななな!?　なんと!?　ダンジョンのリセットスイッチだった!?　──って大ニュースになりますよ」

「えええええーっ!?　わた──私たちそんなニュースだとか有名人だとか！」

　ここのところの模様。どうだったっけ？

　ねえ？　アルテミス。覚えてないかな？

「そんな無理です無理です！　見つけたことは内緒でお願いします！」

　アルテミスは忙しいらしい。ロウガに聞こう。

　ねえねえロウガ？

「馬鹿いえよ！　俺たちが見つけたんだぞ！　そうだ俺たちがあのボタンに名前をつけよう！」

　ロウガも忙しいらしい。ノノに聞こう。

「ああそうですそうです。発見者で名前が通達されるなら、二つ名とか、考えないとぉ……。〝千の草のノノ〟──って、これどうですか？　どうですか？　どう思いますか？」

　ノノも二つ名？　とかいうのを考えるので忙しいらしい。

　でも二つ名？　とかいうのって、自分で付けるんじゃなかったような……？　よく知らないけど。

　ぼくはボタンの絵を描いた。

　黄色と黒の警戒色の縁取りのなかにある、真っ赤なボタン──。

　いかにも押しちゃイケナイ感じの、そのボタンを描いた。





step.37　超大金






「あ。いらっしゃい！　レムルさんたちにー、報奨金が出てますよー」

　冒険者ギルドに顔を出すと、いつもニコニコ営業スマイルのエミリィさんが、手招きして、ぼくたちを呼んだ。

　冒険者ギルドに窓口は二つあって、なんでか、もう片方の窓口ばかり列が長く伸びている。混んでいるのはエリザさんっていうほうの窓口で、エミリィさんのほうはいつも空いている。

　いっぺん理由を聞いてみたら、なんか別人みたいな昏くらい顔になって、理由を話してくれた。なんでもエリザさんの担当のなかから、大御所の冒険者さんが出たらしく、それで験げん担かつぎ？　とかいう理由で、みんな、エリザさんに担当してもらいたがるのだそうだ。

　ぼくたちは、そんなのまったく気にしていないので、いつも窓口の空いてるほうのエミリィさんのとこに行く。

　そうするとエミリィさんはニコニコ笑顔で応対してくれる。

「おい報奨金だってよ」

「報奨金ですって」

「報奨金ですかー。楽しみですねー。いくらですかねー」

《ほうしょうきん？　……って、なに？》

《なにかいいことのようらしいですよ》

　ロウガには肘ひじで小突かれ、アルテミスとノノには服の裾をつかまえられ、剣ちゃんと盾ちゃんには不思議がられつつ、ぼくたちは窓口に立った。

「まずはギルドから。一〇〇〇Ｇほど」

「ちょ──ちょっ！　ちょっと待ってください。そんな大金。なんでもらえるんですか？　私たち？」

　アルテミスが代表して、ぼくたちの気持ちを代弁する。

「ああ。言っていませんでしたね。先日の〝リセットボタン〟発見の功労に対する報奨金です」

「え？　あのボタンの？」

「別のギルドの支部でも、とあるダンジョンの、とある階にて、似たようなボタンが発見されまして──。その効果はやはり〝リセット〟であるということが確認されました」

「それで……、一〇〇〇Ｇもの大金が……」

「ふふっ。一〇〇〇Ｇなんて、ぜんぜん大金じゃないですよー。いえほんと。もっと出せって掛け合ったんですけどね。上に。〝そのパーティは単に発見しただけじゃないか〟なんて、ふざけたことを言ってきましてね。上が。もし私がエリザ先輩も追い抜かして、偉くなってギルドのトップになったら、あんなセクハラするしか能のない連中、全員、床掃除させときますので──。今回は些さ少しようですが、とりあえずお納めください」

　エミリィさんは笑顔でなんかコワいことを言っている。エミリィさん、たまに呪じゆ詛そを吐いていてコワい。

　一〇〇〇Ｇの詰まった大袋が出てくる。エミリィさんは大金じゃないと言っていたけど。ぼくらにとっては一〇〇〇Ｇは大金だ。

　ぼくたち四人は七〇Ｇあれば一日暮らしていける。つまり一〇〇〇Ｇは、二週間くらい暮らしていけるぐらいの大金なわけだ。

　一〇〇〇Ｇの大袋を、みんなで順番に持つ。ぼくのところにも一瞬だけあったけど、かしてかして、と手が伸びてきて、いまは他の人のところにある。

　ずしりと重い。

　初日の冒険で一階のマップを全制覇したときの報酬も一〇〇〇Ｇだった。

　こんな大金を手にしたのは、二度目だ。

　冒険者ってすごい。すごいすごい。

　大金の大袋を手にして、ニコニコまたは、ニマニマまたは、えへらえへらまたは、呆ぼう然ぜんとしているぼくたちを、エミリィさんは微笑ほほえみを浮かべて見ている。

　ギルドの受付の人なら、きっと、何万Ｇっていうお金を扱い慣れているんだろうなー。

　一〇〇〇Ｇくらいで騒いでいるぼくらが、おかしく見えているに違いない。

「おかしいだなんて、思っていませんよー。初うい々ういしいなぁ。って思って見ているだけです。愛めでてます」

　愛でられてしまった。ていうか。ギルドのハイレベルな受付嬢には、考えていることまでお見通しのようだった。

「ところで一〇〇〇Ｇで感動されているところ、恐縮なのですが……。あと報奨金はもう一つありまして」

「え？」

「へ？」

「ええっ？」

「……？」

　エミリィさんの言葉に、ぼくたちは首を傾かしげた。

「とある大物冒険者さんが、今回の発見に、大変喜ばれまして……。特別に個人的に報奨金を贈ってくれています。……受け取られますか？」

　ぼくたちは顔を見合わせた。〝とある大物冒険者〟──というのは誰だか知らないけど。

　もらえるお金なら……、もらうよね？

　と、みんなも同じ考えのようで、こくこく、こくこくと、三つのうなずきが返ってくる。

「ではこちら一〇〇〇〇Ｇの受取証にサインをー。さすがにちょっと現金で渡す量でもないですから、銀行サービスのほうに入れることになります。取り出し時の一〇％の手数料は、特例で免除になりますからね」

　受取証、とかいう紙に書かれた数字を見る。「０」がたくさんついている。

　みんなで一緒に指さしながら、ゼロの数を数えてゆく。

　最近、ぼくも数字は読めるようになった。みんなと一緒に数えられる。

「いち、にい、さん、しい、……いちまん。……一〇〇〇〇Ｇ！」

　みんなで数えて、みんなでびっくりする。

　数字だけだから、ぜんぜんピンとこないんだけど……。

　見たこともない大金だ。

　さっき、一〇〇〇Ｇを手にして大喜びしていたぼくらは、急にその一〇倍もの大金を手にすることになったんだけど。

　受取証にサインをする。

　なんかみんなに押し出される形で、ぼくがサインすることになった。

　震える手で、名前を書きこむ。

　自分の名前だけは……、最近、なんとか書けるようになった。字を書いているというよりも、図形を丸ごと覚えただけだけど。

「はい。それでは一〇〇〇〇Ｇは、レムルさんたちのものになりました。使い道は、よーく考えて、決めるといいですよ。……それでもし、使い道で悩むようなら、お姉さんが、いくらでも相談に乗りますよ？」

　にこっ。

　エミリィさんが「お姉さん」になった。

　ぼくたちは、ふらふらとする足取りで、ギルドをあとにした。

　窓口を立ち去るときに、ふと、エミリィさんのつぶやきが聞こえてきた。

「まったくオリオンさんたら……、こんな子たちにあんな大金……、金銭感覚麻ま痺ひしてるのかしら……。頭涌わいてるんじゃないの……」

　聞いたの、ぼくだけかもしれないけど、そんなふうに言っていた。

　うん。やっぱりちょっと、一〇〇〇〇Ｇって、大金だよねえ。

　……どうしよう。これ？





step.38　大金どうしよ → 家を買う






「大金、手にはいっちゃったわねえ……」

「大金、手にはいっちまったなぁ……」

「大金ですねえ。うわぁ……。イチマンって……」

　ダンジョン探索を今日は一休みして、ぼくらはいつもの酒場のいつもの席で、四人で顔をつきあわせて、ため息ばかりをついていた。

　預かり明細が、ちょこんと一枚、テーブルの上に置かれている。

　エミリィさんにもらったものだ。一〇〇〇〇Ｇを確かに預かっています、という紙だ。

　金額も「一〇〇〇〇」と、書かれている。

《ねえ。さっきから。みんな変なんだけど？　なんで紙見て、ため息ついてんの？　〝タイキン〟って、いったいなんなの？》

《そうですわねえ。一〇〇〇〇って書かれた紙が、なんでそんな、大事になるんですか？　あるじさま？》

　剣ちゃん盾ちゃんは、ぼくらの抱えている問題をわかってくれない。〝物アイテム〟には「お金」という概念がないのだった。ただ「知らない」というだけなら、見たり聞いたり、教えたりすればわかってくれそうなものだけど、いくら教えてもわかってくれない。「お金」というものを「キラキラした金属の小さな円盤」と認識するところまではしてくれるのだが、「お金」というものに実体以上の「価値」があるということとなると、さっぱりなのだった。

　単なる金属の円盤──そこから先に理解が進まない。

　そしていまテーブルに置かれているのは、お金でさえなく、一〇〇〇〇と書かれた紙でしかない。

　たぶんこれって、剣ちゃん盾ちゃんにとっては──本当に「紙」としか認識できていないんじゃないだろうか。

「うおー！　何度、数えてみても、ゼロが四つもついてるぜーっ！」

「何度数えてみたって同じことでしょう」

　ロウガが「うおー」とか言うとき、アルテミスはたいてい冷たい。

「あれ？　これ？　ゼロが五つないか？　え？　じつは一〇〇〇〇〇Ｇだったッ!?　うおーっ!?」

「えっ!?　うそっ!?」

「うっそ、ぴょーん」

「………。」

　アルテミスは机に沈没した。ものすごーい複雑な顔になっている。

　その顔がおもしろい。

「一〇〇〇〇Ｇあったら、なに買えるかなー？」

「無駄遣いはしないわよ」

　ロウガがニコニコして言う。アルテミスがすかさず釘くぎを刺す。

「でもすこしぐらいは使いませんか？　シロちゃんに骨買ってあげると、すごく、喜ぶんですよー」

「ま、まあ……、骨くらいなら」

「じゃあ俺も俺も。防具とか」

「やわらか拳士が防具なんてつけたって、どうせ柔らかいままでしょう」

「じゃあ俺も俺も。骨とか」

「あなた、骨、好物だったっけ？」

「ボーン・ナックルっつー、骨の武器が店で売っていて……」

「却下」

　アルテミスは冷たく却下する。

　そしてきっぱりと宣言する。

「武器防具には、お金をかけません」

「なんでだよ。ケチ」

「ケチとかじゃなくて。冒険者の心得でしょう？　常識でしょう？　冒険者のしおりにも書いてあったわよね？」

「いや。あんまり読んでないし」

「読みなさいよ。──このあたりの店で売ってる武器防具って、基本的に、ダンジョンでドロップするものなわけでしょう？　ギルドからの買い取り品が流されて店に並んでいるってこと、知ってるわよね？」

「へー、そうなんだ。じゃあ？　ボーン・ナックルも出るのか？　どいつが出すんだ？」

「さあ。そんな高そうなアイテム。もっと下層でしょ。すくなくとも四階以下でしょうね。ボーンとかいって骨がらみなんだから、アンデッドとかスケルトン系とかなんじゃないの？」

「うへえ……。大変そう……」

「ドロップ品って、売値は買値の半額となるのよ。たとえばそのボーン・ナックルとかいう拳士用の武器が、店で売っている値段が五〇〇Ｇぐらいだったとして──」

「二〇〇〇だったけどな」

「ますます、ないけど。絶対に買わないけど。そんなバカ高いの。──まあ二〇〇〇Ｇだったとして、ドロップしたときにそれを売り払ったなら、一〇〇〇Ｇになっちゃうわけよ」

「ふむふむ」

「二〇〇〇Ｇも払って買ってしまって、あとでそれがドロップしてみなさいよ。一〇〇〇Ｇを損したことになってしまうわけ。簡単な計算なんだけど。──わかるわよね？」

「わかんねー」

「あのね……」

　アルテミスは額を押さえた。

　ぼくにはアルテミスの話がわかった。

　ドロップ待ちをするのではなく、店で買ってからドロップした場合では、おなじドロップしたときに、ぼくらのお金が一〇〇〇Ｇも減ってしまうのだ。

「まあ装備は重要だとは思うけど。モンスターを倒すためにもね。でも収支──確実に入ってくるお金の範囲内で揃そろえるべきよね。わたしたち、いま一時的に大金を手に入れて浮かれちゃっているわけだけど、いつもいつも一〇〇〇〇Ｇなんていう収入があるわけではないわよね？　ふだんは一回潜って、二〇〇Ｇとか三〇〇Ｇとかでしょう。そして私たちって、一日に七〇Ｇは経費が掛かるわけよね。──ということは、一回の冒険に二日かかるとして、経費が一四〇Ｇなのだから、利益は一日六〇Ｇから一六〇Ｇ程度となるわけよ。つまり一回の冒険につき、装備に充当してもいい最大額は、最大一六〇Ｇまでということ。それ以上使っていたら、基本、赤字になってしまうの。──ここまではわかる？」

「おまえが数字大好きだということだけは、かろうじて、わかったぞ」

「数字が好きなんじゃなくて、しかたないから計算してるの。──まあそれはどうでもよくて。じゃあロウガ──一六〇Ｇまでで買える装備は？」

「ええと……、このあいだドロップした、サーベル……も買えないな。あれは買い取りが一五〇Ｇだったから……、二倍にすると……、ええと、いくらだ？」

「三〇〇よ……」

　アルテミスはこめかみを揉もんでいる。

「うへえ……。俺たちって、サーベルも買っちゃいけないのかぁー……」

《サーベルちゃんは、いらない子……、いらない子……》

　剣ちゃんが呪文みたいにつぶやいている。

　だいじょうぶだよ。サーベルちゃんを買う話とかじゃないから。

　ぼくは剣ちゃんを手作りの鞘さやの上から優しく撫なでた。

　テーブルの下では、シロちゃんがノノに首筋を撫でられている。シロちゃんはマスターからもらった骨を囓かじるのに忙しい。

「一〇〇〇〇あれば、何日、遊んで暮らせるかなー……？」

　ロウガが首の後ろに手を組んで、天井を見上げながら、そう言った。

「あんたまたそれ言った」

「なんだよ？　計算の大好きなアルテミスさん。計算してくれよー」

「一日七〇Ｇで計算すると、一〇〇〇〇は……、一四二日くらいかしら？　うん……、そう、合ってる」

《アルテミス、計算、はやーい。やっぱこの子。頭いいわー》

《一四二・八五七日……ですわ》

　なんか盾ちゃんの裏側を見ると、数字がいっぱいの式が出ていた。だけどうしろのほうの「・八五七」って、なに？

「すげーなー。俺たち一四〇日も遊んで暮らせるのか」

「だからそれ！　……やめなさいっての」

　アルテミスは、なんでか、ちら──と、ぼくを見てきた。

　ん？　ん？　ん？　……なに？

「レムルあのね。ちがうのよ。このバカは、ただバカなこと言ってるだけで。べつに本当に遊んで暮らそうとか思ってないから。ちゃんと毎日、冒険続けるつもりでいるから」

「そうですよー。冒険するために冒険者になったんですしー。だからレムルさん。そんなんじゃないから、へいきですよー」

　アルテミスとノノが、二人してぼくに言ってくる。なんか必死なカンジ？

《あるじさま。このあいだのときみたいに、黙っていっちゃったりしないか心配されているんですよ》

　盾ちゃんが言う。

　え？　このあいだ？　黙っていった？　なんのこと？

《あるじ、ときたま、怖いことあるわよねー》

　盾ちゃんもそう言う。

　え？　え？　え？　怖い？　なんで？　どこ？

《ほら。このあいだのときですよ》

《このあいだのときよ》

　このあいだって、いつだろう？

《みなさんに黙って、出ていっちゃったじゃないですか》

《あるじ、みんなと別れて、新しい仲間を探しにいったじゃない》

　ああ。あれね。

　あれは黙っていってないよ。ちゃんと「ばいばい」って言ったもの。

《そこが怖いところなんだってばー》

　怖いの？　なんで？

《ほら。あるじさま。みなさん、怖がっていますよ》

　盾ちゃんに言われて、ぼくはみんなを見た。

　みんなは、じーっと、ぼくのことを見つめている。

　ぼくのリアクションを待っている。

　あ……。

　なんか言わなきゃ。言わなきゃ。えーと。えーと……。

「あ……、だいじょ……ぶ、わかって……る、……よ？」

　みんなが冒険者を辞める話なんてしていないことは、ちゃんと理解している。

　このあいだは誤解しちゃったけど、今回は大丈夫。

　みんなは、ほっとした顔をしている。

　そんなに怖がらせてしまったのだろうか？

　ぼくってそんなに怖いのかな？

　気をつけよう。

　なにか決めたときには、ちゃんと、そう言うようにしよう。ただ言うだけではなくて、ちゃんと相手に伝わったかも確かめるようにしよう。

「やっぱりこのお金。……早めに使っちゃったほうがいいのかもしれないわね。分不相応な大金なんて持っていたら、身を持ち崩す未来しか見えないわ」

「やりぃ！　ボーン・シリーズ、フルコンプだぜい！」

「ほら。こんなふうに」

　アルテミスが両手を水平に伸ばす。みんなが笑う。ぼくも笑う。

「それで一〇〇〇〇Ｇの使い道なんだけど……。装備に投資するっていう案が、まずあって……。でもそうすると、まずは優先すべきなのは、我がパーティの戦士になるのよね」

「拳士じゃないのか？」

「そうですよねー。レムルさんですよねー」

　え？　ぼく？

「たとえば剣とか盾とかを新調──」

《ひいぃぃぃぃ！　なんて恐ろしいこというの！　アルテミス！》

《いやですうぅ！　いやですうぅ！　あるじさまと離れるのはいやですうぅぅ！　あるじさま──！　あるじさま──!?　頑張りますから！　お役に立ちますから！　捨てないでえぇ！》

「……って、こんなふうに、剣と盾を買い替える話とかすると、なんかレムルが妙なリアクションになるのよね」

　ええと……。ぼくがリアクションするんじゃなくて、剣ちゃん盾ちゃんが悲鳴をあげてるだけなんだけどね。みんなには聞こえないもんね。

「それに普通のサーベルとか、普通のロングソードとか。そういう普通の武器と比べて、あきらかに強い武器って、すごく高くなるのよ。一〇〇〇〇Ｇで魔法の武器一本買うことが、果たして、良い投資といえるのか疑問だし……」

《なるから！　なるからぁ！　魔法の武器に!!　頑張ってなるからぁ！　だから捨てないでえぇ!!》

　剣ちゃんは錯乱している。頑張ってもなれるものじゃないと思うんだけど。

「なので私に、もうすこし現実的なプランがあるんだけど。……聞いてくれる？」

　アルテミスは、なにか秘密でも告げるような顔で、そう言った。





　　　　◇






「ここが！　私たちの家っ！」

　街のはずれの家の前で、アルテミスが両手を広げて、大きくアピール。

　隠れなんとかといわれる大きな胸も、ばーんと張って、大きく笑顔。

　ほー。へー。はー。

　ぼくたちは家を見上げていた。

　けっこう古い家だったが、二階建てのけっこう大きな家だった。

　ぼくたちは、一〇〇〇〇Ｇのほとんどを使って、この家を買った。

　報奨金は、どこかの大御所冒険者さんからもらった一〇〇〇〇Ｇのほかに、ギルドからもらった一〇〇〇Ｇもある。そっちの一〇〇〇Ｇは丸々残っているから、お金がぜんぶなくなったわけではない。

　家って、買えるものだったっぽい。

　知らなかった。

「もともと冒険の拠点として、自分たちの家が必要だと思っていたのよ。まとまったお金がないと買えるものじゃないし。ずいぶん先だと思っていたけど……。探すだけはしていたのね。すごい掘り出し物があったんだけど。どうせ私たちがお金を貯ためるまでにはなくなっちゃうと思って諦あきらめてたんだけど」

　ぼくたちが声もなく、家の前で立ち尽くしていると──。

「ち……、ちゃんと試算はしたのよ？　買ったほうが結局は安上がりになるって計算。宿屋に泊まっていても四〇Ｇがかかっちゃうから、二五〇日で元が取れるのよ。それより長い期間となれば、こんどは家を買ったほうが安くつくし……。部屋はたくさんあるから、みんなだって、自分の部屋が持てるわよ？」

　なんかアルテミスは、言いわけっぽい説明をする。

　ぼくたちが、ぼんやりと口を開けっぱなしにしていたのは、自分たちが家を持ったという実感がなかっただけなんだけど。

「あっ！　わたしアルテミスちゃんと同じ部屋がいいー！　姉妹できたみたいで、楽しくてー」

「それはべつにいいけど。……あ。でも研究室は別に欲しいかな。ポーション精製の道具置いたりして」

「俺！　トレーニングルームがほしいぜ！」

「いいわよ。鍵ももうもらってあるし。──入りましょう」

　ぼくたちは家に入った。

「ここ！　俺の部屋なーっ！」

「ここの一番大きな部屋は、みんなの共有スペースにするのがいいかしら？　リビングにいいわよね」

「レムルさんは、どの部屋にします？」

　ノノに聞かれる。

　うーん……？　ぼくはべつにどこでもいいんだけど。

　あとであっちの部屋に行って、オバちゃんを運んでこないと。

　オバちゃんは、ぼくの部屋より、みんなが集まる部屋に置いたほうがいいかな？　そのほうが、オバちゃんも楽しいよね。〝リビング〟って、いうのかな？

「ここ……、樽たる……、おく」

　ぼくはリビングの隅に立って、皆にそう言った。

　皆は、うん、うん、と、うなずいてくれた。

　ぼくはちょっぴり嬉しかった。





　　　　◇






　ぼくたちに家ができた。

　明日はまた冒険に戻る。

　そろそろ地下二階を卒業して、地下三階に挑んでもいいんじゃないかっていう話を、みんなとした。




















Ａｃｔ６　迷宮第三層　ゴブリンの洗礼




step.39　ダンジョン三階へ






「さて。ここが三階に下りる階段だけど……」

　家を買ってから二日後。

　ぼくたちはダンジョンの二階に来ていた。

　ダンジョンに来る前に、冒険者ギルドに顔を出したら、本日分の最新マップをもらえた。

　このあいだリセットされたばかりの二階は、もうけっこう探索済みとなっていて──。これはぼくらの他にも、二階を探索しているグループがいるということだ。

　三階に下りるための階段も、もう地図には記されていた。

　ここまで迷うことなくやってこれた。

　この階段を下りていった先の三階のマップは、ギルドにもまだ来ていないということで、もらえなかった。

　ということは。まだ誰も行っていないということ。

　一階と二階は、もうほとんど探索済みとなっている。そして三階は、まったくの手つかず……。

　そろそろ三階に行ってみようか？　──などと話していたぼくたちは、これを機会として、三階に行ってみることにした。

　……したのだが。

「な、なんか怖いわよね」

「は、はじめてですしね」

「なーに怖がってんだ！　これだから女は──」

「ロウガ。あんたはいま世界の全女性を敵に回した。──〝女だから〟とかいうんだったら、じゃあ貴方あなた、先頭でいいわよね？」

「え？　あ？　俺は……、うん！　しんがりを守らないとなっ！　いちばん後ろでいいや！」

「やわらか拳士の柔らかかったのは、装甲だけじゃなかったのね。メンタルも柔らかかったのね」

「ロウガさん……。無理しないでいいんですよ」

　ノノのいたわりが、いちばん効いたみたい。

　ロウガって、よく口が災いになってるよねー。あんまりしゃべらなければいいのにー。ぼくみたいに。

「じゃ、ぼく……、先、いくよ？」

「おねがいね。レムル」

「おねがいします。レムルさん」

《なにが出るのか、たのしみねー！　あるじっ！》

《なにが出てきても、お守りします。あるじさま》

　剣ちゃんと盾ちゃんも、そう言ってくれる。

　ぼくは右手と左手──剣ちゃんと盾ちゃんを握る手に力をこめた。

　ぼくを先頭にして、階段を下りてゆく。ダンジョンの階段というのは、なにか不思議な力が働いていて、階を分ける結界の働きをしているのだとか、なんだとか。

　モンスターは階を越えては移動しないのだとか。

　下りていく途中の、ちょうど真ん中あたりで、なにか不思議な感覚を覚える。

　頭からなにかの膜に突っこんで、抜けてゆくみたいな……。

　そこを抜けきると、空気の質があきらかに変わった。

　二階まではのんびりした感じがあったのだけど、三階はぴりぴりした感じを肌に覚える。

　階段を下りきって、通路に出た。

　一本道がまっすぐに続いている。

「三階……、到達、だけど」

「三階、ですけど……」

「三階だな……」

　いつものぼくたちなら、わー、きゃー、ひゃー、うおー、とか声をあげているところなんだけど。

　でも三階の空気は、なんだかいつもと違う感じで……。いつものノリでやれずにいた。

「俺。なんかこれ。覚えがあるぞ」

　ロウガがぽつりと言う。

「なんなの？　いきなり？」

「この感じ。俺。知ってる。……師匠と組手をやったときのことだ」

　通路の奥に目を凝こらしながら、ロウガは話す。

　ダンジョン三階はすごく薄暗い。

　明かりの完備していた一階──。明かりはまばらだったけど不自由はしなかった二階──。そしてこの三階では、ついにほとんど明かりがなくなった。

　たいまつっていうのを持ってきてるし、途中、魔法の燭しよく台だいを一個手に入れたので、明かりは持ってきているんだけど。

　ギルドの印のついていない、ダンジョンで生まれた燭台は、戦利品として持ち帰っていいものとなっている。

　高く買い取ってもらえないし、荷物になるから、あまり持ち帰る人はいないそうだけど……。〝消えない明かり〟として使うには、すごく便利。

　アルテミスがごそごそと、荷物の中から燭台を取り出しにかかる。

　それを床に置いて明かりを確保したあとで、こんどはたいまつを取り出して、火打ち石で、カチ、カチとかやって、火を熾おこしはじめる。

「魔法でやったほうが早いんじゃないのか？　おまえ、火を出せるだろ？」

「ＭＰがもったいないでしょ。──あ。ほら、ついた」

　たいまつが配られる。

　はじめて使った。たいまつはずっと持ち歩いていたけど、今日、はじめて使った。

「そして、そのときの師匠がな……」

　ロウガは中断していた話を再開させた。

「まだ続くの？　その話？」

「そのときの師匠は、本気モードで……、俺を殺しにくるつもりで……」

　たいまつの揺れる炎に下から照らされるロウガの顔は、なんだか死体みたいで……すごい怖い。

「俺はそのとき、〝死んだふり〟に開眼したんだ。そうでなかったら、本当に死んでたかもしれないな……」

「はいはい。やわらか拳士列伝は、もう、いいから。怖い話大会なんて、こんなところではじめなくたっていいでしょ？」

「ばか。俺が言ってんのは、ここの空気が、それっていうことだよ」

「どれよ？」

「だから、本気で殺しにかかってきているときの……」

　と、ロウガは通路の先に目をやった。

　暗い通路はずっと先まで続いている。明かりをつけはしたが、見える範囲は何十歩程度。その先は闇。

　その闇の中に、なにかが潜んでいる気がしてならない。

「あの闇の中に、冒険者絶対殺すマンが潜んでいる。俺たちに殺気を向けてきている」

「ば、ばかね。そんなこと、あるわけないでしょう」

「あるわけないわけないだろ。だってモンスターって、そういうもんだろ？」

「そ、そうだけど……」

　ぼくたちはまだモンスターらしいモンスターと戦ったことがない。

　アルマジロン……はあれ動物だし。

　サーベルバニーは……、一応はモンスターなんだけど、なんか動物っぽかったし。

「こ、このへんだと……、な、なにが出るのかしら……？」

「しおり読めカス」

「カスは余計。……読むけど」

　アルテミスは冒険者のしおりを取り出し、燭台を引き寄せて、ページを照らした。

「……えっと。ゴブリン、オーク、など。あと巨大イモムシのワームだとか……」

「イモムシ、おいしいですよねー」

「えっ？」

　皆の目が、一瞬、ノノに集まった。

　だがすぐに、皆は、「なかった」ように目を離して、話に戻った。

「あとは、歩くキノコとか？　キラー・スパイダーだとか……」

《腕が鳴るわねー。モンスターなら斬っちゃっていーんでしょ？》

《ああ……。あるじさま。お守りします。お守りします》

　戦いの予感に、剣ちゃんと盾ちゃんは喜んでいる。

　ぼくは正直、緊張していた。

　ワームとかキノコとか巨大スパイダーとか、そういう相手を想定して、いろいろ練習してきたけども、うまく戦えるだろうか……？

　そしていま出てきたなかでも、いちばん強いのが、ゴブリンなどの人型モンスターだろう。

　人型モンスターは、人間と同じように武器を使ってくる。防具も着けていたりする。そして人間ほどではないけれど、言葉を話すぐらいの知恵を持っていたりする。

　ダンジョンの中に生まれてしばらく経たつと、群れができあがってしまって、手のつけられなくなってしまうこともあると聞く。ゴブリンは一匹ずつではそれほど強くないが、大勢で群れを作って、統制が取られると小さな軍隊みたいになるそうだ。

　そうしたときには、一パーティで相手をするのはもはや不可能になるので……。

　ギルドが招集をかけて、〝強襲レイド〟をかけることもあるという。

　またゴブリンだけを専門に狩る、高レベル冒険者を呼ぶこともあるそうだ。

　ゴブリンのいるところなら、どこへでも現れ、たった一人でゴブリン軍団を壊滅させてゆくその人物のことを、人は〝ゴブリン・スレイヤー〟と呼ぶ。

「ゴブリンって……、一匹倒すと、Ｇゴールドがけっこうドロップするそうよね」

　これまでの雑ざ魚こ（といってもぼくらには手て強ごわかったけど）と違って、ゴブリンあたりからは、一匹倒すと、数十Ｇぐらいのドロップが得られる。

「と、とにかく……、進もうぜ……」

「そ、そうよね……」

「シロちゃん離れちゃだめよ」

　皆、腰が引けている。

　ノノなんて、もうシロちゃんを喚よびだしている。

《行こー！　行こー！　ゴーゴー！》

《わくわくしますわー。お守りしますわー》

　それに比べて、剣ちゃんと盾ちゃんは、俄が然ぜん、乗り気だ。

　ぼく自身はどちらとも違っている感じ。

　みんなのようにビビって堅くなってしまっているわけでもないし。剣ちゃん盾ちゃんみたいにイケイケムードで盛り上がってもいないし。

　一人、皆の誰とも違う心境で、立っていた。

　そのぼくだから聞こえたのかもしれない。なんか遠くから、音が聞こえているような……？

　その音は、だんだんと、こちらに近づいているような……？

「ね……、レムル？　早く進みましょう？　貴方が先頭なんだから……」

「しっ。」

　アルテミスを黙らせて、ぼくは音に耳を澄ます。

　うん……。聞き間違いじゃない。たしかに聞こえる。

　この音は……。

「ね？　なにか聞こえない？」

「聞こえるな。なんだろ？」

「なんでしょうか？」

　皆にも聞こえてきたようだ。

「……足音？　ずいぶん急いでいる感じ？　大人数ね？」

「鎧よろいがガチャガチャ鳴ってる音も聞こえてこないか？」

「なんかモンスターの声も聞こえてきませんか？」

「ねえこれ？　ぜんぶあわせると、つまり、どういうことになるわけ？」

「なんだおまえ。そんなこともわからないのかよ」

　ロウガが言う。

「大人数の冒険者が、モンスターに追われて、こっちに走ってるってことだろ？」

「と……、いうことは……？」

　シロちゃんが咆ほえはじめる。一本道の奥に向かって、ワンワンと咆え猛る。

「──こっちに来るうぅぅぅーっ!?」

　ここは一本道なのだった。

　ということは、モンスターに追われた冒険者たちは、必ずこっちに向かってくるということだ。

　一本道の奥に、なにかが見えた。

　──と思ったら、ほとんど猶ゆう予よもなく、それは一気に迫ってきた。

「──すまあぁぁぁん！　トレインだーっ！」

　先頭を走る戦士がそう叫ぶ。

　とれいん？　なんだろ？　引き連れてきたモンスターの名前？

「わっ、わっ、わっ──どどど、どうしたらっ！」

「わっ！　わっ！　わわっ！　モンスター！　ゴブリンだろっ！　あれがゴブリンなんだろっ！」

「ししし──シロちゃん！　あぶないから下がって！」

　みんなは混乱している。ノノなんて召喚狼おおかみのシロちゃんを下がらせている。

　そのあいだにも、ゴブリンの群れを引き連れたモンスターの一団は、どんどんとこちらに迫ってきている。

「レレレ──レムルっ！　どうしようどうしようどうしたらっ!?」

「おいレムルどうすんだおいっ!?」

「レムルさん！　レムルさん！　レムルさあぁぁぁん!?」

　どうするもなにも。一本道だし。あんな数だし。

　ゴブリンっていったいどのくらい強いのか、戦ったことがないから、よくわかんないし。

　仮にすっごく弱かったのだとしても、あんな何匹もいたら勝てるはずないし。

　どう考えても、逃げるしかないと思うんだよね。

「逃げて。」

　ぼくは皆にそう言った。

　皆に手を振って階段を指さす。階段を下りてきてすぐだから、見えるところに階段がある。

　皆は階段に向けて走っていった。

　そして自分は、盾ちゃんを構えて、その場に残った。

《あれーっ？　あたしの出番はーっ？》

　剣ちゃんの出番は、いまはない。

「すまねえーっ！　トレインは数匹くらいだーっ！」

「行って──。」

　ぼくは階段の入り口近くまで後退しつつ、駆けてきた戦士の男性にそう言った。

「すまん！」

　戦士が抜けてゆく。

　その後ろには、まだ何人か続いている。

「ごめんねっ！」

　盗賊の女の子が駆け抜けていって──。

「申し訳ございません！」

　僧そう侶りよの女の人が走っていって──。

　魔法使いのおじいさんが、はぁはぁ、ひいひい、言いながら──走っているとはちょっと言えない感じで、こっちに向かってきていた。

　ゴブリンの姿も見えるようになってきている。追いつかれてしまいそう。

　ぼくはすこし前に出た。

　すぐに逃げられるように階段からは離れずに、すこしでも前に出ておく。

「わ──わしを置いてゆくなあぁ……、ひいひい」

　おじいさんがぼくの隣を抜けるのと、ゴブリンがやってくるのは、ほとんど同時だった。

　ぼくは両手で構えた盾で、ゴブリンを押し返した。

　攻撃なんてするつもりはない。本当に単なる時間稼ぎ。

　体当たりをする勢いで、盾をぶつけにいくと、ゴブリンは転んだ。後ろからやってきた数匹が引っかかって転ぶ。

《あるじさま──いまのうちに！》

　うん。わかってる。

　ぼくは階段に逃げこんだ。

　階段を途中まで駆け上がってゆくと──。空気の質が変わった。

　ぴりぴりとした三階の感じがなくなって、のんびりとした二階の感じにとってかわられる。

　ゴブリンたちは途中まで追ってきていたようだが……。階の境界を越えてはやってこなかった。

　やっぱり、あの話は本当だった。

　モンスターは階を越えてはこないのだ。

　階段を上りきって二階に到着すると、皆がいた。

　さっき逃げてきていたパーティの人たちも四人ほどいた。

　みんな床に座りこんで、ひいひい、はぁはぁ、と荒い息をついていた。

　ぼくたちはダンジョンの三階でゴブリンに遭遇して、二階へと逃げ帰ってきた。

　さて。これからどうしようか……？





step.40　ゴブリン狩りの人たちと






「いやー、すまんかった」

　二階に戻って──。

　体の大きな戦士の人が、つるっとした頭を撫なでながら、そう言った。

「すまないじゃないですよおぉぉ!!　轢ひき殺されてたらどうするんですかあぁぁ!!」

「あんな──ゴブリンがあんなにたくさんでっ！　俺ッ!!　俺びっくりして!!　死んだふりもできなくてっ!!」

「あああああ!!　シロちゃんシロちゃんがいないです!!　どうしよう!!　どうしよう!!」

　戦士の人は落ちついているのに、みんなは大騒ぎ。

　みんながあまりに慌てているので──ぼくは皆のおでこに〝ちょっぷ〟を入れて回った。

　特に大騒ぎしていたノノには──。

「シロ……は。還かえった。」

　シロちゃんはトレイン？　とかいうのに轢かれちゃったわけだけど、ダメージ受けたら還るだけだよね。

「はっ。そうでした」

　ぼくたちが落ち着いたのを見て、大きな戦士の人が、にかっと笑う。

「いやぁ。すまんすまん」

　戦士の人がまた謝ってくれた。最初に走ってきたときと合わせて、もうこれで三回目。

　トレイン？　──とかいうのは、ようするに、モンスターを引き連れて逃げてくることを言うみたい。

「ゴブリン狩りに来たんだが。さすがに数が多くてな。一いつ旦たん、退却をしようと思ったんだ」

「ごめんねー。人が来てるとは思ってなくてー。このところ三階で他の人に会ってなかったもんだからー」

　こんどは盗賊シーフなのかな？　髪が短くて、動きやすそうな格好をした、活発そうな女の子が、そう謝ってくれた。

　もうこれで謝ってもらうのは四回目。

　盗賊の子だけぼくらと同じかちょっと上ぐらいの年齢。他の人たちはもっと年上。すくなくとも二十歳は超えているように見える。

「ま、まあ……。なにもなかったですし。うまく逃げてこられましたから。……大丈夫です。はい」

　アルテミスが言っている。

「さっきシロがどうとか言ってたが？」

「あっ。シロちゃんは召喚した子です。だいじょうぶです。また明日になれば呼び出せますし」

「巻き添えで消しちまったんだな。すまんすまん」

「お詫わびというわけでもないんだけど。三階のマップ。──提供するわよ」

　盗賊の子がそう言ってくれた。

　それはかなり嬉うれしい申し出だった。

　三階のマップはギルドにもなかった。一から知らない階に赴おもむくより、いろいろ知っておいて行くほうが、安全だし安心だし。

　もともと未踏の地だから三階に行こうとしたわけだけど、もう先に行っている人がいるなら、教えてもらったほうがいい。

「今回の三階は、こんな感じよ」

　マップを見せてもらえた。こっちの人はマップは紙に書いている。

　ぼくは端から書き写していった。

「ヘー。盾の内側に書いてんの。便利ねえ。──トッポ。あんたも見習って盾に書いたら？」

「はっはっは。そういう細かいことは、おまえに任せるよ。──盾ないし」

　大きな戦士の人の武器は、大きな両刃の斧おのだった。

　その体格でも、両手でないと振るえないぐらいの大きさがある。

　すごい威力がありそう。

「ゴブリンは、ここと、ここの部屋にいた。最初の二つの部屋にいたのは始末したんだが、宝箱の部屋で警報アラームを鳴らしちまってなぁ」

　警報アラームってなんだろう？

「あたしのせいじゃないわよ。罠わなの解除中にお尻しりなんて触ってくるから、手元がくるっちゃって──」

「じいさん。セクハラは、やめ。──な？」

「老い先短いジジイの楽しみを奪うつもりか」

　おじいさんの魔法使いが言う。

「もともとゴブリン狩りに来ていたわけですから、わざわざ宝箱を開けなくてもよかったのではないですか？」

　長い髪の女僧侶さんが言う。

「いやぁ。盗賊の血が騒ぐっていうかぁ。なぜ宝箱を開けるのか！　なぜならそこに宝箱があるからだ！　──って、言わない？　ねえ言わない？」

　盗賊の子が、ぼくらに話を振ってくる。

　宝箱を見つけると、わー、きゃー、ひゃー、と喜んでいるぼくたちは、こくこくこくこくと、四つのうなずきを返した。

「じゃっ！　あたし──こっちの子たちと行くからー」

「待て待て待て待て。盗賊シーフに移籍されると困る」

　なんか？　移籍？　とかいう話にいきなりなって、戦士の人が引き留めている。

「だって盗賊、いらないんでしょー？」

「宝箱はともかく罠は俺たちじゃ手に負えん」

　大きな戦士の人が、盗賊の子を、がっしりと摑つかまえる。

「こいつが変なこと言ってるが、気にせんでくれ」

「あーほら、腕がおっぱいにあたってる」

「いまも変なことを言ってるが、気にせんでくれ」

　ぼくたちは曖あい昧まいにうなずいた。

　他のパーティの〝ノリ〟には、どうもついていけない。

「そろそろゴブリンも階段近辺から引きあげた頃だろう。俺たちは下に戻る。経験値稼ぎに来てたんで、ゴブリンを中心に狩っていく予定だ。──君たちはどうする？」

　ぼくらは顔を見合わせる。目線で会話をしたあと、三階のマップをみんなで指さした。

　三階の探索だ。

「そうか。健闘を祈る。俺たちは未踏破側に行く。探索済みのところの、三つ目の部屋にある宝箱は、もう罠も作動して外れているし、俺らはあんまり用がないから、迷惑料がわりに進呈するよ。よかったら、開けていってくれ」

「うおー！　太っ腹ーっ！」

　ロウガが歓声をあげる。恥ずかしいから、やめようね？

　装備とバックパックを床から持ちあげて、彼らは移動をはじめた。

　階段を下りてゆく。

「じゃあね～♡」

　盗賊の子が、手を自分の口にあててから、ぼくらに向けて投げてくるみたいな仕草をした。
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　ロウガは真っ赤になってる。──なんで？

「痛えええ！　──なぜ足を踏む！」

「なんとなく。レムル……、は、踏む必要ないのね」

「さすがです。レムルさん」

　アルテミスとノノに言われる。なにが「さすが」なんだろう？

　ぼくたちは彼らが下りていってから、しばらく待って──。

　それから階段を下りていった。

　色々あったけど、仕切り直しで──。

　三階の攻略開始！





step.41　宝箱を開けにいく






　ゴブリン狩りの人たちと別れて──。

　ぼくたちは三階に下りてきた。

　あの人たちが下りていってから、すこし時間をおいて下りてきたから、三階についたときには、もう姿はない。

　耳を澄ますと、どこか遠くのほうで、戦っている感じの音が聞こえてくる。

　最初の分かれ道に来た。

　右と左に別れている。遠くから聞こえる音は右から聞こえてくる。地図の未踏破領域も右のほう。

　左は探索済み。……ではあるのだれど、探索済みになっているのは三部屋目までであって、その先は未踏破だ。

　ダンジョンは広い。二パーティが一日回ったくらいでは、一つのフロアは踏破できない。

　あっちとこっちで別れても、回るところはお互いにいっぱいある。

　一度、一階の全マップを一日で制覇してしまったことはあるけれど、あのときは「大絶滅」のあとで、モンスターにも出会わなかった。

　だが今回は、あの人たちが言っていたけど……。三階にはモンスターがいる。

「ゴブリン」というモンスターは、名前はよく聞くけれど、ぼくたちは見たことがなかった。

《ねえ、あるじ？　みんな待ってるわよ？》

　剣ちゃんに言われる。

　分かれ道のところで立ち止まっていると、みんなが、ぼくを見ていた。

　あっ。そっか。

　どっちに行くのかで、ぼくを待ってるんだ。

「左。行こう。」

　ぼくはみんなに言った。
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　左に行った。通路沿いにある、一つ目と二つ目の部屋は、覗のぞいてみたが、空だった。

　ゴブリンがいて、戦闘があったという。

　だが当然死体もない。ダンジョンで生まれたモンスターは、倒されると黒いモヤになって消えてしまう。

　二つの部屋を見終わって、三つ目の部屋に行く。

　あの人たちの話では、この部屋には──。

「おー！　宝箱だーっ！」

　部屋のドアを開けた途端、ロウガが入っていった。

　アルテミスとノノ、二人の女の子は、ぼくが止めて──。

「罠……さんとか。いませんか？」

　部屋に罠などがないかどうか、聞いて確かめる。

　しばらく待ってみたが、返事はない。……ということは、罠はない。

「だいじょう……ぶ。……いいよ。」

　ぼくは女の子たち、二人に言った。

「おいなんだよ。罠があるのかよ。先に言ってくれよなー」

「なに言ってるのよ。あんたが勝手にどすどす入っていったんじゃないの。──あと、ないって言ったでしょ。いまレムルが」

　ロウガに言いたかったことを、アルテミスが全部言ってくれた。

　罠があるかもしれないところに、どすどす入ってゆくと、危ないよね。

　ぼくたちは、部屋にある宝箱と対面した。

　宝箱さんにも、いちおう、聞いてみる。

「罠。ついてる？」

《ないよー、とれたよー。あけてあけてー、とってとってー》

「罠……。ない。……なにか、入って……、いるって。」

　ぼくはみんなにそう報告した。

「いつも思うんだけど。レムルって、なんか本当に話しているみたいにするのね」

　アルテミスがそう言った。

　うん。本当に話しているんだけどね。

　ぼくが〝物アイテム〟と話せるということを、いつかみんなに話そう。

　話すこと自体は問題ないんだけど、話す行為のほうが、問題あるっていうか……。

「お。おい。レムル。はやくそれ開けてくれよ。ないんだろ？　罠？」

　ロウガが言う。さっきはどすどすと、罠があるかもしれない部屋に入っていったのに、こんどはなにか、びくびくとしている。

「罠。ないよ。」

「な。ないのかっ。じゃ。じゃあ。開けてくれっ」

《あけてあけてー、とってとってー》

　ロウガと、あと宝箱さんからも言われた。

　宝箱さんの生きがいって、たぶん、宝物を入れたり出したりすること。

　誰かに開けてもらうのは、嬉しいことなのかな。

「開ける。よ。」

　みんなに言ってから、宝箱を開ける。

　ぎいい、と、蓋が開いていって──。そこにあったのは──。

「なんだよ。木の根っこかよ」

「根っこ……、ですよね。これ」

「違うわよ。これは……、たぶん……、杖つえ！」

　ねじれた木の根っこに見えたが、アルテミスが言うには、それは魔法使いの杖らしい。

「ちぇっ。なんだよ。魔法使い用かよー」

「ロウガさん。そこ。喜ぶところ。アルテミスちゃんが使えるし」

「俺。使えねーし」

「ねえ。私。これ鑑定していい？」

　宝箱の中の杖には手を触れず、アルテミスがそう言った。

「できんの？　おまえ？　このあいだは覚えてないって……？」

「だから覚えてきたの。ギルドで教えてもらったの。賢者のマスターに師事して──って、小さい子なんだけど。コモーリンちゃんっていって、小さくて可愛かわいい子なんだけど。でも知識と腕前とＬｖはすごいの」

「おまえのお師さんの名前とかどーでもいいけど。──で、鑑定できんの？」

「できるわよ。するわよ」

　アルテミスが魔法を唱える。

　いま持っているほうの普通の杖をかざして、目を閉じて集中する。手にした杖と、宝箱の中の杖と、二つが、ぼんやりと輝いて──。

「……わかったわ。この杖の銘は〝ウッドフォーク〟。軽い魔法のかかった杖で──。普通の杖より殴ったときのダメージが──って、これはどうでもいいか。殴らないし」

「殴るだろ。俺のこと」

「攻撃の魔法が掛かっているわ。コマンドワードを唱えると、私が魔法で使っているのと同じ、小さな火の玉が飛び出して──って、えっ？　うそっ？　何回でも使えるの？　ＭＰを使わずに？　えっ!!　なにそのチートアイテム！」

　アルテミスが目をぱちくりとしている。

　ぼくはその横顔を見ていた。睫まつ毛げ長いなぁ、とか。そんなことを思ったりしていた。

　杖だから、当然、魔法使い用。つまりアルテミス用。

「うわー。よかったねー。アルテミスちゃん」

「ちぇっ、ちぇーっ……。拳士用アイテム、ぜんぜん、出ねーじゃん」

　ノノとロウガが、喜んでいたり悔しがっていたりする。

　ぼくは二人に比べると、ぜんぜん平静。

　宝箱からなにが出ても、剣ちゃんと盾ちゃんを手放すつもりなんてないので、浮き沈みする理由が、あんまりない。

　ぼくたちは三階の宝箱から、魔法の杖を手に入れた。





step.42　ゴブリンと遭遇






　魔法の杖を手に入れて、ぼくらは未踏破部分の探索に乗り出した。

　杖はアルテミスが持っている。

　使うのにＭＰはいらないということだけど、魔法使いでないと使えないものらしい。ロウガがすごく欲しがってたけど、使えないんだから、しょうがないよね。

　ぼくが先頭でいつもの隊列を組んで、通路をゆっくりと歩いてゆく。

　ゆっくり歩いていれば、罠があるときには、床石さんたちが教えてくれる。《あぶないよー》という声が聞こえてきたら、立ち止まればいいわけだ。

　ほかのパーティでは、盗賊シーフという職業の人が先頭になるんだろうか？

　盗賊シーフの人は、どうやって罠を見分けるんだろう？

　きっと、ぼくのとは違う方法のはず。

　さっき出会った、おへそを出していた女の子が、盗賊シーフだったから、こんどどこかで会ったら、聞いてみようか。

　……って、どうやって聞けばいいんだろ？　ぼく、人とはうまく話せないよね？

《あるじ。止まって。──なんかいるわよ》

　剣ちゃんが言う。

　ぼくは足を止めた。

「あいたっ」

　後ろを歩いていたアルテミスが背中にぶつかってきた。鼻がぶつかって、おっぱいもぶつかる。

「どうしたの？　レムル？　……急に立ち止まったりして」

「なにか……、いる、……みたい。」

　ぼくはそう言った。剣ちゃんに聞いたままだから、なにがいるのかは、ぼくにはわからない。

《なんか、通路の奥から殺気を感じる。コロス、コロス、コロス──って、絶対殺すマンが、こっち見てる》

《一体のようですわね》

《ねえ？　あれゴブリンかな？　そうなのかな？　斬っちゃう？　斬っちゃっていい？　いいよね？　向こうもコロスコロスコロスなんだから、こっちも斬る斬る斬る斬るで、いいわよねっ!?》

　剣ちゃんが喜んでいる。

　ゴブリンというモンスターには、ぼくたちはまだ出会ったことがない。

　剣ちゃんは、一度あったモンスターの殺気？　とかいうもの種類を見分けられるという。盾ちゃんは種類はわからないけど、かわりに数がわかる。

　二人を合わせると、種類と数がわかることになる。

　これってけっこう、便利なのでは？

《あれたぶんゴブリンでいいんだと思うわよ。これまでの動物みたいなのより、はっきりコロスってきてるから》

　ダンジョンで生まれるモンスターは、人間やその他の自然界の存在に、ものすごく敵意を持っている。絶対殺すマンとか、さっき剣ちゃんが言っていたけど。そんな感じ。

　だからこちらも、やっつけるつもりで向かわないと……。

　ぼくは剣ちゃんと盾ちゃんを、しっかりと握り直した。

「レムル？　敵なの？　……ゴブリン？」

「うん。……たぶん。」

「どうする？」

「どどど、どうしましょう……？　ししし、シロちゃん喚よんだほうがいいですかっ？」

「もう今日は喚べないでしょ」

「そうでしたっ！」

「ご、ご、ご、ゴブリンってな……、強いんだろ？」

「しおりによると、弱い、って書いてあるけど……。さっきのあの人たちみたいなパーティにとっての〝弱い〟だろうから、私たちにとっては強敵かも……」

「レムル。敵は……、一匹だけ？」

「うん。」

　ぼくはうなずいた。

「何匹もいるなら、引き返す手もあるけど……。一匹だけなら……」

「た、た、た、戦うのか？　やるか？　やるのかっ？」

「や、や、や、やります。やりますっ。シロちゃんいないけど……、弓、うちますっ」

「一匹のゴブリンで撤退していたら、私たち、いつも逃げ帰るはめになるものね」

　アルテミスはそう言うと、手に入れたばかりの杖を握りしめて、深々とうなずいた。

　ぼくもまったくの同意見。

　冒険に出たのだから、いつかはちゃんと戦闘をするわけで──。

　それが〝いま〟というだけの話。

　もともとぼくは、剣ちゃんと盾ちゃんに充実した人生？　剣生？　盾生？　を送ってもらうために冒険者になったわけで……。戦いは望むところ。

　人型のモンスターとの戦いかたは、だいぶ練習してきた。体が動くようになっている。

　さあ。こい。

　ぼくたちが戦闘態勢を整えて、通路の途中で待ち受けていると──。

　ぺったぺったと、裸足はだしで歩いてくる足音が……。闇の奥から近づいてきた。

　最初に見えたのは、二つの目。

　次に見えたのは、頭にかぶっている鉄のかぶと。

　防具らしい防具は、そのかぶとぐらいで、あとは上半身裸。手には、ナイフよりは大きく、ショートソードよりは小さな刃物を握っている。
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「ご、ゴブリンだぜ！」

「ゴブリンよ……!?」

「ゴブリンですっ!?」

　うん。見えてる。言わなくてもわかるよ？

　まっすぐに歩いてくるゴブリンを待つ。

　ちょうどいい距離に来たところで、ぼくは大きく踏みこんで、剣を振った。

「キキッ──！」

　ゴブリンは、ぱっと後ろに飛び退のいた。

　当たらない。素早い。

「炎よ──！」

　アルテミスの声がするのと同時に、ぼくの脇を、炎の塊が抜けていった。

　その炎は、前にアルテミスが撃ったことのある魔法弾と同じぐらいの大きさ。

　ゴブリンはその火の弾を──ひょいと避けた。

　すごい身軽。

「あっ──避けた！　もう一回！　えい！　──炎よっ！　──えっ、なんで出ないの？　あっ──！　もうちょっと待たないとだめなのね!?」

　魔法の杖は、連発できないらしい。

「えい！　えい！　えい！」

　ノノが弓矢を連発している。

　でもゴブリンが避けたのは、何連射かしたうちの一本きり。他の矢は避けるまでもなかったみたい。

「キキキキキキッ！」

　ゴブリンは両手をあげて、舌を突き出しながら、小躍りした。

「ばかにされてる～っ!?」

　あっ。やっぱり。そうなんじゃないかと思った。

「つぎは俺の番だ！　あちょーっ!!　ひょおおお──っ!!」

　ゴブリンの前にでたロウガが、変な踊りみたいな、妙な構えを取る。

「……キヒッ」

　ゴブリンは、鼻で笑った。

「笑われたあぁ！　俺はもうだめだぁ！　誰か俺の敵かたきを……、俺の敵を討ってくれえぇぇ！」

　ばたり。ロウガは死んだ。

　目の前で死んでしまったロウガのことを、ゴブリンが気にして──、つんつん、と、ナイフの先で突っついている。

「隙すきあり！　──炎よ!!」

　時間が経たって、また杖が撃てるようになったのか──アルテミスが炎を撃った。

　ゴブリンはロウガの死体に興味津しん々しんで──、不意をつくことに成功した。

「ギャアア!!」

　体に当たって、ゴブリンが叫ぶ。

　これまでは、たぶん、へらへらと笑っていたんだと思う。

　そこにダメージが入って、本気になった。

　目が爛らん々らんと輝きを放つ。赤く禍まが々まがしい輝きが、殺意、というものであると──。空気読むのが苦手なぼくにも、よくわかった。

　剣ちゃんのいう「絶対殺すマン」に、ゴブリンは──変わった。

「ギイイイイイッ!!」

　ナイフが振るわれる！　振るわれる！　振るわれる！

　盾ちゃんに、ガシンガシンとぶつかってくる。

《はうわぅわああぁぁ──っ！　お守りします！　おまもりしてます！　おまもりしてりゅうううぅぅ──!!》

　盾ちゃんが、なんか、おかしい。

　まあ気持ちはわかるけど。ぼくはいま盾ちゃんに、すっごく守られている。

　ガシンガシンと、ゴブリンは力まかせに打ちつけてくる。すごい力だ。

　盾を支える腕ごと持っていかれそう。

　ゴブリンは小さな子供ぐらいの体格でしかないのに、大人ぐらいの力がある。

　また強い攻撃がきた。

　盾で受ける。攻撃を受けきったところで、すかさず剣を振る。

　だがゴブリンはそのときにはもう素早く体勢を立て直していて、ぼくが振った剣は当たらない。

　そしてゴブリンの攻撃が来て──。

《あるじさま!!》

　盾ちゃんが間に合った。ぼくが動かしたというよりも、盾ちゃんがぼくの手を動かして、防御がぎりぎり間に合ってくれた。

「ギャッ！　ギャーッ！　ゲッ！　ゲーッ!!」

　ゴブリンは立てつづけに攻撃をしてくる。

　下へ手たに攻撃をすると、さっきみたいに隙を生んでしまう。ぼくは防戦一方になった。

「アルテミスちゃん！　レムルくん援護してぇ！　撃って！　撃ってーっ！」

「だめ！　レムルに当たっちゃう！」

　ノノとアルテミスの声が聞こえる。

　アルテミスは魔法の杖を撃とうとしているが、チャンスがないっぽい。

　ノノも弓は打っていない。ノノの腕前は、お世辞でも上手とはいえないから……。打ったら、ぼくの背中に当たっちゃう。

「レムル！　レムル！　がんばって！　レムル！」

　うん。がんばってる。がんばってるんだけど……。

　これは、ちょっと……勝てそうにないカンジ？

　撤退したほうがよさそうな感じなんだけど、アルテミスもノノも、ぼくの後ろで応援するばかり。

　声を出して指示をしようにも、防戦一方のぼくは、それこそ本当に息をつく暇もなくって……。

　一声でも発したら、隙ができて、やられちゃいそうな気がする。

「ああ！　もう！　隙があれば！　援護できるのに！　魔法、撃ちこんでやれるのに！」

　杖を構えてアルテミスが言う。ノノも弓を構えている。

　でも隙がない。隙が作れない。

　ゴブリンは強い。すごく強い。

　Ｌｖ１のパーティには、一匹でも強敵だった。

　その時──。

　跳ね回るゴブリンが、床で死んでるロウガを踏んづけた。

　ゴブリンがバランスを崩す。

「……いまだ！　キエエエーーイ！　隙アリィィィーッ！」

　すかさず起き上がったロウガが、ゴブリンの背中にキックを決めた。

　完全に不意打ちが決まった。

　ゴブリンはロウガのことを死んでいると思っていたっぽい。ぼくたちだって、ロウガのことをすっかり忘れていたくらいだ。

「いまだ！　撃てええ！」

「炎よ──!!」

「当たってー！」

　ロウガが叫ぶ。

　アルテミスが杖をかかげて、炎を撃つ。

　ノノが矢を放つ。

　炎はゴブリンの体のど真ん中に命中し──。

　矢はゴブリンの片目を射い貫ぬき──。

　それでもまだ、ゴブリンは生きていた。

「グガ……ガガッ！」

　剣をぼくに向けて振ってくる。絶対殺すマンの気迫で、ぼくを殺そうとしてくる。

　だから──。ぼくは──。

　ゴブリンを斬った。

　思いっきり振りかぶった剣に、渾こん身しんの力をこめて──。

　ゴブリンの左肩の上から、右脇腹の下まで、一気に剣ちゃんが抜けていった。

《タアァァリィホウ──ツッ！》

　剣ちゃんが、なんだかよくわからない叫びをあげている。

　一本の剣として──。敵を打ち倒した、その叫びだった。

　ゴブリンは、倒れた。

　ぼくたちは──。

　強敵ゴブリンを、ようやく倒したのだった。





step.43　冒険終わって






「はい。それではゴブリンメダル一組で、討とう伐ばつ報償五〇Ｇと、討伐章に印が一個です。討伐章の印がいっぱいになったら、ゴブリンハンターの称号がもらえますからねー」

　ほー。へー。はー。

　エミリィさんの説明に、ぼくらは顔を見合わせて、ただ感心するばかり。

　強敵ゴブリンを倒したぼくたちは、今回の冒険をそこで終えて、地上へと帰還した。

　まだ日があるうちにギルドの受付に戻ってきたのは、ぼくらとしては、わりとめずらしい。夕方や夜中になることもしばしばだった。

　本当は冒険はもっと余裕をもってしないといけないんだけど。

　つい、もうすこし、もうすこし、となってしまう。

　でもゴブリンのいる階でそれをやるのは危険だし。たった一匹倒しただけで、ぼくたちはへろへろのフラフラになってしまっていたし。

　だから、今日はもうおしまい、と、引き揚げることにしたのだった。

　昔、誰かエライ人が言った。「宿に帰り着くまでが冒険です」──と。

「みなさん、ゴブリンを倒せるまでお強くなられたんですねー」

　エミリィさんはニコニコ笑顔で、そう言う。

　受付の人って、すごいなぁ。毎日、朝から晩まで、どんな人に対しても、ニコニコ笑顔を向けている。

　ぼくなんて、がんばってがんばって、ようやく笑顔っぽいもの？　──を向けるのがせいいっぱいなのに。

「この調子でどんどんゴブリン狩りをしてくれてもいいんですよー。一〇〇匹倒すと〝ゴブリンハンター〟です。五〇〇匹倒すと〝ゴブリンキラー〟になれます。さらに一〇〇〇匹倒すと〝ゴブリンスレイヤー〟です。このあいだゴブリンスレイヤーの人が、うちのギルドに立ち寄られたんですけど。もう、すっごいんですよー。メダルを何十個も一度に持ちこまれて──。なかにはメイジやロードのメダルまであって──」

　なんか、世の中には、すごい人がいるっぽい。

　そういえばダンジョンの中で出会ったあのパーティも、ゴブリンを専門に狩ってたみたい？

　ゴブリンは、倒したときのアイテムドロップ率は低いけど、消えずに残るメダルがある。

　首からネックレスみたいに二枚一組で下げているメダルがあって、それが消えずに残るのだ。

　それを持ち帰ると倒した証となって、こうして特別な報償がもらえる。

　こういう特別な討伐対象となっているモンスターは、ゴブリンのほかにも、コボルト、オーク、オーガ、などいくつかあるらしい。

　普通のモンスターはダンジョンの中から出てこないが、ゴブリンたちは高い繁殖率ですぐに増え、ダンジョンから溢あふれ出してしまうそうだ。そして外の世界でも増えていってしまう。

　そうならないように、ギルドでは、特別に討伐報酬を出しているらしい。

　ゴブリン自体にＧゴールドのドロップが数十Ｇぐらいあるし、そのうえ討伐報償で、確定で五〇Ｇだった。

　ぼくら四人の生活費は……、いまは宿代が必要なくなったから、一日三〇Ｇくらいかな？

　つまりゴブリン一匹を倒してくれば、二日分の生活費になってしまう計算だ。

「ゴブリンっておいしいわねー。あの人たちが狩ってたのも、わかるわー」

　アルテミスが言う。

　うん。ぼくもちょうどあの人たちのことを思い出していたところ。

「ああ。トッポさんたちと会われたんですねー。あの人たち、もう全員が百匹以上倒してる〝ゴブリンハンター〟なんですよー」

　ほー。へー。はー。

　すごいんだ。

「あっ……、そうだレムル。あと、エミリィさんに、あれ言わなきゃ……？」

　アルテミスに言われて、ぼくは思い出した。

「あの。……えっと。……計測。」

「はい？　計測ですか？」

「えと。……レベル。……アップ。」

「あっ。レベルアップしたんですか！」

　エミリィさんの顔が、ぱあっと明るくなる。

　ぼくらは曖あい昧まいにうなずいた。

　ゴブリンを倒して、わー！　きゃー！　ひゃー！　って、歓声を上げていたときに、たしか脳内に、「たらりらった、たったー♪」と、ファンファーレが鳴り響いた気がしていた。

　冒険者たちが「天の声」と呼ぶそれは、レベルが上がった時に聞こえてくるものだった。レベルとステータスの増減を教えてくれる美しい声だ。

　ちなみに「増減」なのは、「増」だけでなくて「減」もあるからだ。

　高齢になったり、転職したあとなどは、ステータスはレベルアップで減ることもあるらしい。

　ファンファーレの聞こえてきたときのぼくらは、大騒ぎしていて、自分のステータスの変動を聞き逃していた。

　そもそもファンファーレも空耳だったのかも？　──とか思っていたりする。

「はいそれじゃあ、こちらへどうぞー。測定してみましょうねー」

　エミリィさんに連れられて、ぼくらは裏手の小部屋に移動した。エミリィさんは窓口を離れて、ぼくらに付き添ってくれる。

　ギルドには窓口が二つある。

　エミリィさんでないほうには、エリザさんという人が座っていて、そっちはいつも大行列。エミリィさんのほうはいつも空いている。

　なんでも、すごく有名な大御所の冒険者さんが、エリザさんの担当から出たらしく──。その御ご利り益やくにあやかって、みんな、エリザさんに担当をしてもらいたがるそうだ。

　でもエリザさんの話をすると、エミリィさんはどんよりとした顔になって、呪じゆ詛そを撒まき散らしはじめるので……。エリザさんの話題は厳禁だ。

「さあ。測ってみましょう」

　誰から？　誰から？　誰から？　と、みんなで目線で譲りあいになって──。

　結局、ぼくからやることになった。

「はい。じゃあ冒険者カードをスロットに入れてー、水晶球に手を置いてくださいねー」

　カードを差す。手を置く。

　機械が作動して、スロットに入れた冒険者カードのあたりで、チーッと音がしている。

　ホカホカのカードを受け取ったが──まだ見ない。

　みんなで次々、機械で測定して、カードのデータを更新してゆく。

　そして全員が、終わったら──。

　じゃあ……。みんなで……。

　いっせー！　のっ！

　──せっ！
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　ぼくたちは……。Ｌｖ２になった。









書き下ろし短編　アルテミスの旅立ち






「ローブよし、リュックよし、筆記具よし、おサイフよし。……全部、あるわよね」

　身寄りのない彼女には、私物もすくない。

　旅立ちの準備をすぐに終えて、彼女──アルテミスは、部屋の中を見回した。

　魔法学院の寄宿寮の部屋。四人ひとつの大部屋にはじまって、二人部屋、一人部屋へと、成績優秀者は部屋のランクが変わってゆく。研究室付きの特等部屋まで、あともう一歩だったのだけど。

　しかたがない。

　しかたがないったら、しかたがない。

　もう、ほんとうにっ、しかたがないっ。

　アルテミスは、ぎりりと唇を嚙かんだ。

　どこかの貴族が、彼女を専属魔法士として召し抱えたいなどと言ってきたのだ。

　このあいだの学内の発表会のときに、賓ひん客きやくで来ていた大勢のうちの誰かだろう。皆、おじいさんと言っていいような壮そう年ねんの男性ばかりだったように思うけれど。

　専属魔法士という話だけども……。世せ事じに疎うとい彼女でも、それが文字通りの意味ではないことぐらいはわかる。学院を卒業してからというならともかく、在学中の半人前を引き抜くというのは、意味がまったくわからない。

　だからきっと別な意味。あまり考えたくないほうの意味。

　自分の容姿が人よりも優れているということは、なんとなく知っていた。彼女自身は、そっちに対してはあまり興味がなく、人と違う銀の髪も、紅あかい目も、コンプレックスになりこそすれ、自慢に思ったことなんて一度もなかったのだけど。

　だけど一部の人にとっては大きな意味を持つのかもしれない。おもに愛あい玩がん用とかで。

　呆あきれたことに、学園長をはじめとして、学内の大人たちは、その話に乗り気のようだった。

　てっきり突っぱねてくれると思ったのに……。

　相手がよほどの大物なのだろうか。学園に多額の寄付が行われたなんていう噂うわさも聞こえてくるから、そっちの理由だろうか。もしも、そっちだとすると、金で売られたみたいで、すごく嫌になってしまうので、まだしも大物貴族であったほうがマシである。

　伯爵だの、公爵だの、そのあたりとか……？　まさかね。

　最後に一度だけ振り向いて、部屋の中を一度だけ目に収めてから、彼女はドアを開けた。

　がちゃり。

　夜の廊下に、音がすごく大きく響いて、びくっとなる。

　廊下には当然、誰もいない。音が響いても誰も出てこない。しぃんと寝静まっている。

「さよなら」

　彼女は小さく、口の中だけでそうつぶやいた。

　なにかといま決別した。別れを告げた。なにと決別したのかは、自分でも、よくわからないけど。

　誰にも会うことなく、寮を出た。

　真夜中の道は、月明かりの下、どこまでも続いているようだった。

　この道は、どこにだって続いている。どこへでも行ける。

　そう思うと、なんだか楽しくなってきた。あの嫌な話がきてから、ずっと鬱うつ屈くつしていた気分が、すかっと晴れわたった。

　月に照らしだされる夜道には、誰もいない。

　彼女は夜の世界を独占して──。

　──とか思ったら、ほかにも人がいた。

　男の子が、たったった、と、夜道を駆けている。

「……ロウガ？」

　それは知ってる相手だった。同じ村の出身で、まあいわゆるひとつの──幼なじみというやつだ。

　声に振り返ってきた男の子は──。

「あれ？　おまえ？　巨乳の──」

「巨乳！　ゆーな！　なにあなた？　名前も覚えてないの？　私のほうは覚えていたっていうのに？　じゃあいま、あんたの名前、記憶から消してやるから」

「いま言おうとしただろ。巨乳のアルテミス──って」

「だから巨乳！　ゆーな！」

　愛玩お抱かかえ魔法士の一件でも、ひょっとしたら〝それ〟が関係していたかもしれないのだ。

「ロウガ。貴方あなた。なんでこんなところにいるのよ？」

　村の幼なじみで、典型的な悪ガキであったロウガは、ある日突然、「俺は英雄王になる！」とか、わけのわからないことを口走り、村を飛び出していって、それっきりだったのだが……。

　まあ自分もその後すぐに「魔法使いになる！」と言って村を出たわけで、似たようなものなのだけど……。

　見たところ、英雄王とやらにはなっていない。単なる夜逃げしているガキである。

「そ、それはだな。師匠のところから逃げだ──い、いやっ、そうではなくて破門──でもなくてっ！　そ！　そうっ！　師匠から教わることがなくなって！　みずからを鍛えるために旅に出た！」

　すごい。よくわかった。

　つまりは自分と同じだ。

「そう。それで貴方……。これから、どうするつもり？」

　彼女はそう聞いた。ノープランだった自分とは違い、ロウガの足取りは目的地のある人間のそれだったからだ。

「この街道を行った先の街に、冒険者ギルドがあるんだ。俺！　冒険者になる！」

　ばかなの？

　だけどその──〝冒険者〟というアイデアは、アルテミスにとって、魅力的に思えた。

　なるほど。冒険者。うん。冒険者。

　アルテミスは、ロウガと同じ方向に向けて歩きはじめた。
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